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最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
武
本
宗
一
郎
一
は
じ
め
に
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
は
、
世
親
造
『
妙
法
蓮
華
經
（
論
）
憂
波
提
舍
』
（
以
下
、
『
法
華
論
』
）
の
分
科
及
び
大
略
を
記
し
た
小
品
の
著
述
で
あ
る
。
本
書
は
、
序
品
及
び
方
便
品
と
そ
れ
以
降
で
は
、
記
述
内
容
の
性
格
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
序
品
及
び
方
便
品
の
釈
で
は
、
『
法
華
論
』
に
説
か
れ
る
教
説
と
『
法
華
論
』
所
引
の
経
文
、
そ
し
て
『
法
華
経
』
の
経
文
を
会
釈
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
序
品
の
釈
に
は
、
智
顗
説
『
法
華
文
句
』
へ
の
著
し
い
目
配
り
が
あ
る
。
譬
喩
品
以
降
の
記
述
は
、
ほ
ぼ
『
法
華
論
』
か
ら
の
引
用
文
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、
序
品
及
び
方
便
品
の
釈
と
比
べ
る
と
、
希
薄
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
に
関
し
て
、
果
た
し
て
真
撰
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
も
含
め
、
そ
の
由
来
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。『
可
透
録
』
等
の
目
録
類
に
最
澄
の
撰
述
と
し
て
、
本
書
の
名
目
が
載
る
こ
と
に
加
え
、
偽
撰
と
す
る
確
た
る
証
拠
も
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
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な
い
た
め
、
現
状
で
は
、
真
撰
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
従
う
が
、
今
後
、
こ
れ
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
え
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
本
書
に
つ
い
て
の
概
説
に
は
、［
清
田
一
九
八
〇
］
、
［
高
崎
一
九
七
］
が
あ
り
、
本
書
自
体
を
扱
っ
た
先
行
研
究
に
は
、
［
桑
谷
一
九
四
］
、
［
桑
谷
一
九
五
］
が
あ
る
も
の
、
必
ず
し
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
。［
武
本
二
〇
二
〇
］
、
［
武
本
二
〇
二
〇
］
に
お
い
て
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
徳
一
と
の
論
争
に
関
係
す
る
最
澄
の
著
作
に
は
、
a
b
『
法
華
論
』
が
対
象
と
な
る
議
論
が
数
多
く
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
澄
の
思
想
を
十
全
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
議
論
と
『
法
華
論
科
文
』
を
対
照
し
つ
、
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
本
訳
註
は
、
こ
の
よ
う
な
展
望
の
も
と
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
凡
例
㈠
『
法
華
論
科
文
』
の
底
本
と
し
て
は
、
伝
教
大
師
全
集
巻
三
所
収
本
を
用
い
た
。
㈡
訳
註
は
、
本
文
、
訓
読
、
註
釈
、
通
釈
の
順
で
行
い
、
適
宜
、
校
訂
や
解
説
を
挟
ん
だ
。
た
だ
し
、
譬
喩
品
以
降
の
記
述
は
、
ほ
ぼ
『
法
華
論
』
か
ら
の
引
用
の
た
め
、
通
釈
を
省
略
し
た
。
校
訂
は
、
基
本
的
に
は
本
文
を
尊
重
し
、
著
し
く
文
意
が
通
じ
な
い
場
合
や
底
本
の
頭
註
に
従
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
限
り
、
原
典
等
を
参
看
し
つ
改
訂
・
削
除
・
補
入
し
た
。
㈢
使
用
す
る
『
法
華
論
』
は
、
便
宜
上
、
大
正
蔵
所
収
の
菩
提
留
支
等
に
よ
る
訳
本
に
依
っ
た
。
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
（
武
本
）
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㈣
本
文
で
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』
の
経
文
、
『
法
華
論
』
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』
の
経
文
は
、
紙
面
が
繁
雑
に
な
る
の
を
恐
れ
て
、
訓
読
を
行
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
文
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』
の
経
文
は
、
い
ず
れ
も
大
正
蔵
九
巻
所
収
本
に
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
典
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
㈤
註
釈
等
で
引
用
す
る
漢
文
に
つ
い
て
は
、
紙
面
が
繁
雑
に
な
る
の
を
恐
れ
て
、
訓
読
を
行
わ
な
い
。
㈥
引
用
文
に
は
「
」
を
付
し
て
構
文
を
明
ら
か
に
し
た
。
㈦
原
則
と
し
て
字
体
は
新
字
体
に
、
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
に
統
一
し
た
。
㈧
底
本
の
割
註
は
す
べ
て
採
用
し
、
本
文
と
同
様
に
記
載
し
た
。
㈨
伝
教
大
師
全
集
巻
三
所
収
本
の
『
法
華
論
科
文
』
の
冒
頭
に
載
る
本
書
の
内
容
を
略
示
し
た
図
、
い
わ
ゆ
る
科
文
図
は
省
略
し
た
。
参
考
文
献
［
大
竹
二
〇
一
］
大
竹
晋
校
註
『
新
国
訳
大
蔵
経
釈
経
論
部
法
華
経
論
・
無
量
寿
経
論
他
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
年
［
清
田
一
九
八
〇
］
清
田
寂
雲
「
法
華
論
と
法
華
論
科
文
に
つ
い
て
」
天
台
学
会
編
『
伝
教
大
師
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
［
金
二
〇
一
］
金
炳
坤
「
法
華
章
疏
に
お
け
る
五
分
釈
の
展
開
」
『
印
仏
研
』
、
五
九
巻
二
号
、
二
〇
一
年
［
金
二
〇
一
二
］
金
炳
坤
「
西
域
出
土
法
華
章
疏
に
つ
い
て
」
『
印
仏
研
』
、
六
一
巻
一
号
、
二
〇
一
二
年
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澄
鈔
『
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論
科
文
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訳
註
（
武
本
）
［
桑
谷
一
九
四
］
桑
谷
祐
顕
「
伝
教
大
師
と
『
法
華
論
』
」
大
久
保
良
順
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
仏
教
文
化
の
展
開
：
大
久
保
良
順
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
四
年
［
桑
谷
一
九
五
］
桑
谷
祐
顕
「
『
守
護
国
界
章
』
の
研
究
‐
伝
教
大
師
の
法
華
論
解
釈
と
い
う
一
面
か
ら
‐
」
『
天
台
学
論
集
』
第
四
集
、
天
台
宗
務
庁
、
一
九
五
年
［
高
崎
一
九
七
］
高
崎
直
道
「
法
華
論
科
文
解
題
」
鈴
木
学
術
財
団
編
『
日
本
大
蔵
経
』
第
九
七
巻
（
解
題
一
）
、
一
九
七
年
［
武
本
二
〇
二
〇
］
武
本
宗
一
郎
「
『
守
護
国
界
章
』
に
お
け
る
『
法
華
論
』
釈
義
と
そ
の
系
譜
」
『
東
洋
の
思
想
と
宗
a
教
』
第
三
七
号
、
二
〇
二
〇
年
掲
載
予
定
［
武
本
二
〇
二
〇
］
武
本
宗
一
郎
「
最
澄
に
よ
る
『
法
華
論
』
方
便
品
の
五
分
科
釈
義
に
つ
い
て
」
『
印
仏
研
』
六
八
b
巻
二
号
、
二
〇
二
〇
年
掲
載
予
定
［
平
井
一
九
一
］
平
井
宥
慶
「
無
名
の
『
法
華
経
』
研
究
者
た
ち
」
塩
入
良
道
先
生
追
悼
論
文
集
刊
行
会
編
『
天
台
思
想
と
東
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
：
塩
入
良
道
先
生
追
悼
論
文
集
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
一
年
二
本
文
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法
華
論
科
文
大
唐
習
業
沙
門
最
澄
鈔
序
品-
第
一
序
分
成
就
§
1
1
【
本
文
】
論
釈
二
法
華
序
品
一
科
文
第
一
。
序
品
経
、
論
分
二
七
段
一。
経
従
二
「
如
是
我
聞
一
」
、
至
二
「
耆
闍
崛
山
中
一
」
、
論
名
為
二
第
一
序
分
成
就
一。
疏
分
為
二
五
句
一。
【
訓
読
】
論
の
法
華
の
序
品
を
釈
す
る
科
文
第
一
。
序
品
の
経
は
、
論
に
七
段
に
分
か
つ
。
経
の
「
如
是
我
聞
」
従
り
、
「
耆
闍
崛
山
中
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
(
)1
一
に
序
分
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
分
け
て
五
句
と
為
す
。
(
)
(
)
2
3
【
註
釈
】
(
)
論
に
七
段
に
分
か
つ
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
一
頁
上
中
）
に
、
「
初
第
一
品
、
示
二―
現
七
種
功
徳
成
就
一。
1
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最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
（
武
本
）
此
義
応
レ
知
。
何
等
為
レ
七
。
一
者
序
分
成
就
、
二
者
衆
成
就
、
三
者
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
、
四
者
依
所
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
、
五
者
依
止
説
因
成
就
、
六
者
大
衆
現
前
欲
聞
法
成
就
、
七
者
文
殊
師
利
菩
薩
答
成
就
。
」
と
あ
る
。
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
一
に
序
分
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
一
頁
中
）
。
2
(
)
疏
に
は
分
け
て
五
句
と
為
す
智
顗
説
『
法
華
文
句
』
巻
一
上
（
大
正
三
四
・
三
頁
上
）
に
「
序
有
二
通
別
一。
従
二
3
「
如
是
一
」
去
、
至
二
「
却
坐
一
面
一
」
、
通
序
也
。
従
二
「
爾
時
世
尊
一
」
去
、
至
レ
品
、
別
序
也
。
通
序
通
二
諸
教
一、
別
序
別
二
一
経
一。
通
序
為
二
五
或
六
或
七
一
云
。
」
と
あ
り
、
通
序
に
あ
た
る
「
如
是
我
聞
」
か
ら
「
却
坐
一
面
」
ま
で
の
文
を
五
節
、
ま
た
は
六
節
、
ま
た
は
七
節
に
句
切
る
と
し
て
い
る
。
湛
然
述
『
法
華
文
句
記
』
巻
一
中
（
大
正
三
四
・
一
五
八
頁
下
）
の
「
云
二
「
或
五
六
七
一
」
者
、
五
者
如
レ
文
、
合
二
仏
及
処
一。
六
則
離
二
仏
及
処
一。
七
則
離
二
我
与
聞
一。
」
と
い
う
記
述
に
よ
る
と
、
五
節
な
ら
ば
「
①
如
是
②
我
聞
、
③
一
時
④
仏
住
王
舎
城
耆
闍
崛
山
中
。
⑤
与
大
比
丘
衆
～
却
坐
一
面
。
」
と
な
り
、
六
節
な
ら
ば
「
①
如
是
②
我
聞
、
③
一
時
④
仏
⑤
住
王
舎
城
耆
闍
崛
山
中
。
⑥
与
大
比
丘
衆
～
却
坐
一
面
。
」
と
な
り
、
七
節
な
ら
ば
「
①
如
是
②
我
③
聞
、
④
一
時
⑤
仏
⑥
住
王
舎
城
耆
闍
崛
山
中
。
⑦
与
大
比
丘
衆
～
却
坐
一
面
。
」
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
澄
は
、
こ
で
「
如
是
我
聞
、
一
時
仏
住
王
舎
城
耆
闍
崛
山
中
。
」
ま
で
の
経
文
を
五
句
に
分
け
る
こ
と
か
ら
、
『
法
華
文
句
』
の
「
或
六
」
の
説
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
「
或
六
」
の
説
に
つ
い
て
は
、
湛
然
述
『
法
華
経
大
意
』
（
続
蔵
一-
四
三
・
九
四
丁
左
上
）
に
も
、
「
初
序
有
レ
通
有
レ
別
。
初
序
有
レ
六
。
一
所
聞
之
法
体
、
即
「
如
是
」
是
。
二
能
持
之
人
、
即
「
我
聞
」
是
。
三
聞
持
之
時
、
「
一
時
」
是
。
四
聞
持
之
所
従
、
即
「
仏
陀
」
是
。
五
聞
持
之
処
、
即
「
王
舎
城
耆
山
」
是
。
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六
聞
持
之
伴
、
即
「
与
大
比
丘
衆
」
去
是
也
。
」
と
あ
る
。
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
序
品
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
に
お
い
て
は
、
七
段
（
七
成
就
）
に
段
落
分
け
さ
れ
る
。
『
法
華
経
』
の
「
如
是
我
聞
」
か
ら
「
耆
闍
崛
山
中
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
で
は
、
七
成
就
の
第
一
の
序
分
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
の
経
文
を
通
序
と
し
、
「
①
如
是
②
我
聞
③
一
時
④
仏
⑤
住
王
舎
城
耆
闍
崛
山
中
」
の
五
句
に
分
け
て
い
る
。
【
解
説
】
「
大
唐
習
業
沙
門
最
澄
」
と
い
う
撰
号
か
ら
は
、
『
法
華
論
科
文
』
の
述
作
時
期
が
早
く
と
も
入
唐
後
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
-
第
二
衆
成
就
§
1
2
【
本
文
】
経
従
二
「
与
大
比
丘
衆
一
」
、
至
二
「
尊
重
讃
歎
一
」
、
論
名
為
二
第
二
衆
成
就
一。
疏
惣
二
句
一。
初
従
二
「
与
大
比
丘
衆
一
」
、
至
二
「
退
坐
一
面
一
」
、
疏
意
為
二
通
序
第
六
一
句
一。
次
従
二
「
爾
時
世
尊
一
」
、
至
二
「
讃
歎
一
」
、
疏
意
為
二
別
序
第
一
衆
集
序
一。
論
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依
二
衆
集
威
儀
一、
入
二
衆
成
就
一。
疏
依
二
恭
敬
尊
重
讃
歎
義
一、
開
為
二
別
序
衆
集
序
一。
各
依
二
一
義
一
故
、
論
与
レ
疏
不
二
相
違
一。
【
訓
読
】
経
の
「
与
大
比
丘
衆
」
従
り
、
「
尊
重
讃
歎
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
二
に
衆
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
二
句
に
(
)4
惣
ぶ
。
初
に
「
与
大
比
丘
衆
」
従
り
、
「
退
坐
一
面
」
に
至
る
ま
で
は
、
疏
の
意
に
は
通
序
の
第
六
の
一
句
と
為
す
。
次
に
(
)
(
)
5
6
「
爾
時
世
尊
」
従
り
、
「
讃
歎
」
に
至
る
ま
で
は
、
疏
の
意
に
は
別
序
の
第
一
の
衆
集
序
と
為
す
。
論
は
衆
集
威
儀
に
依
り
(
)7
て
、
衆
成
就
に
入
る
。
疏
は
恭
敬
尊
重
讃
歎
の
義
に
依
り
て
、
開
し
て
別
序
の
衆
集
序
と
為
す
。
各
一
義
に
依
る
が
故
に
、
(
)8
論
と
疏
と
は
相
違
せ
ず
。
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
二
に
衆
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
一
頁
中
～
二
頁
下
）
。
4
(
)
疏
に
は
二
句
に
惣
ぶ
こ
で
は
、
通
序
の
第
六
句
（
「
与
大
比
丘
衆
～
却
坐
一
面
」
※
註(
)
参
照
）
と
別
序
の
5
3
第
一
の
衆
集
序
（
「
爾
時
世
尊
、
四
衆
囲
遶
、
供
養
恭
敬
、
尊
重
讃
歎
」
）
を
指
し
て
二
句
と
し
て
い
る
。
衆
集
序
に
つ
い
て
は
、
『
法
華
経
大
意
』
（
続
蔵
一-
四
三
・
九
四
丁
左
上
～
左
下
）
に
「
別
序
、
約
レ
中
、
五
序
。
従
二
「
爾
時
世
尊
、
四
衆
一
」
下
、
訖
二
「
尊
重
讃
歎
一
」
、
第
一
二
明
集
衆
序
一。
」
と
あ
る
。
(
)
疏
の
意
に
は
通
序
の
第
六
の
一
句
と
為
す
註(
)
参
照
。
6
3
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(
)
疏
の
意
に
は
別
序
の
第
一
の
衆
集
序
と
為
す
註(
)
参
照
。
別
序
に
つ
い
て
は
、
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
7
5
三
四
・
二
六
頁
中
下
）
に
、
「
爾
時
世
尊
」
下
、
訖
レ
品
、
名
二
別
序
一。
文
為
レ
五
。
一
衆
集
、
二
現
瑞
、
三
疑
念
、
四
発
問
、
五
答
問
。
」
と
あ
る
。
(
)
論
は
衆
集
威
儀
に
依
り
て
、
衆
成
就
に
入
る
衆
集
威
儀
に
つ
い
て
、
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
六
8
頁
下
）
に
は
、
「
就
二
衆
集
一
又
二
。
初
衆
集
威
儀
、
次
衆
集
供
養
。
法
華
論
目
レ
此
、
為
二
威
儀
如
法
住
一。
」
と
し
て
、
別
序
の
第
一
の
集
衆
序
に
は
、
衆
集
威
儀
と
衆
集
供
養
が
あ
り
、
『
法
華
論
』
で
は
威
儀
如
法
住
成
就
と
名
づ
け
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
一
頁
中
）
に
は
、
「
衆
成
就
者
、
有
二
四
種
義
一
故
、
成
就
示
現
、
応
レ
知
。
何
等
為
レ
四
。
一
者
数
成
就
、
二
者
行
成
就
、
三
者
摂
功
徳
成
就
、
四
者
威
儀
如
法
住
成
就
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
威
儀
如
法
住
成
就
は
衆
成
就
に
摂
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
最
澄
は
「
論
は
衆
集
威
儀
に
依
り
て
、
衆
成
就
に
入
る
」
と
記
述
し
て
い
る
。
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
与
大
比
丘
衆
」
か
ら
「
尊
重
讃
歎
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
七
成
就
の
第
二
の
衆
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
通
序
の
第
六
句
（
「
与
大
比
丘
衆
～
却
坐
一
面
」
）
と
別
序
の
第
一
の
衆
集
序
（
「
爾
時
世
尊
、
四
衆
囲
遶
、
供
養
恭
敬
、
尊
重
讃
歎
」
）
の
二
句
に
分
け
て
い
る
。
『
法
華
論
』
は
、
衆
集
威
儀
に
よ
っ
て
衆
成
就
と
し
、
『
法
華
文
句
』
は
恭
敬
尊
重
讃
歎
に
よ
っ
て
衆
集
序
と
す
る
。
両
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
義
に
立
脚
し
て
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い
る
た
め
、
相
違
す
る
こ
と
は
な
い
。
【
解
説
】
詳
し
く
は
、
註(
)
に
記
し
た
が
、
最
澄
は
、
『
法
華
論
』
と
『
法
華
文
句
』
の
『
法
華
経
』
釈
義
に
相
違
が
な
い
こ
と
8
を
論
証
す
る
。
こ
の
姿
勢
は
『
法
華
論
科
文
』
の
節
々
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
衆
成
就
を
開
く
と
、
数
成
就
・
行
成
就
・
摂
功
徳
成
就
・
威
儀
如
法
住
成
就
の
四
つ
の
成
就
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
行
成
就
の
内
容
に
関
し
て
、
『
守
護
国
界
章
』
巻
中
之
中
（
伝
全
二
・
四
三
四
頁
～
四
七
頁
）
で
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
-
第
三
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
§
1
3
【
本
文
】
経
従
二
「
為
諸
菩
薩
一
」
、
至
二
「
仏
所
護
念
一
」
、
名
為
二
第
三
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
一。
疏
名
為
二
別
序
之
第
二
現
相
序
一。
問
。
此
説
尤
六
瑞
元
首
。
【
訓
読
】
経
の
「
為
諸
菩
薩
」
従
り
、
「
仏
所
護
念
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
第
三
に
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
な
り
。
疏
に
は
名
(
)9
づ
け
て
別
序
の
第
二
の
現
相
序
と
為
す
。
問
う
。
此
の
説
は
尤
も
六
瑞
の
元
首
な
り
。
(
)10
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【
註
釈
】
(
)
第
三
に
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
な
り
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
二
頁
下
～
三
頁
上
）
。
『
法
華
文
句
記
』
巻
9
一
上
（
大
正
三
四
・
一
五
三
頁
中
）
に
は
、
「
此
法
門
、
初
第
一
品
、
明
二
七
種
功
徳
成
就
一。
一
者
序
成
就
、
二
者
衆
成
就
。
三
者
従
二
「
為
諸
菩
薩
、
説
大
乗
経
一
」
去
、
欲
説
時
至
成
就
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
名
づ
け
て
別
序
の
第
二
の
現
相
序
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
七
頁
上
）
に
「
従
二
10
「
為
諸
菩
薩
、
説
大
乗
経
一
」
下
、
訖
二
「
以
仏
舎
利
、
起
七
宝
塔
一
」
、
是
現
相
序
。
」
と
あ
る
。
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
為
諸
菩
薩
」
か
ら
「
仏
所
護
念
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
七
成
就
の
第
三
の
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
別
序
の
第
二
の
現
相
序
と
す
る
。
【
解
説
】
「
問
う
。
此
の
説
は
尤
も
六
瑞
の
元
首
な
り
。
」
以
下
に
は
、
脱
文
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
現
相
序
の
総
説
、
或
い
は
、
現
相
序
に
説
か
れ
る
六
瑞
の
う
ち
、
第
一
の
説
法
瑞
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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-
第
四
所
依
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
§
1
4
【
本
文
】
経
従
二
「
仏
説
此
経
已
一
」
、
至
二
「
一
心
観
仏
一
」
、
論
名
為
二
第
四
所
依
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
一。
疏
分
為
二
四
瑞
一。
経
従
二
「
仏
説
此
経
已
一
」
、
至
二
「
身
心
不
動
一
」
、
名
為
二
第
二
入
定
瑞
一。
経
従
二
「
是
時
天
雨
一
」
、
至
二
「
及
諸
大
衆
一
」
、
名
為
二
第
三
雨
花
瑞
一。
経
従
二
「
普
仏
世
界
、
六
種
震
動
一
」
、
名
為
二
第
四
地
動
瑞
一。
経
従
二
「
爾
時
会
中
一
」
、
至
二
「
一
心
観
仏
一
」
、
名
為
二
第
五
大
衆
心
喜
瑞
一。
【
訓
読
】
経
の
「
仏
説
此
経
已
」
従
り
、
「
一
心
観
仏
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
四
に
所
依
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
分
け
て
四
瑞
と
為
す
。
経
の
「
仏
説
此
経
已
」
従
り
、
「
身
心
不
動
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
第
二
に
(
)
(
)
11
12
入
定
瑞
と
為
す
。
経
の
「
是
時
天
雨
」
従
り
、
「
及
諸
大
衆
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
第
三
に
雨
花
瑞
と
為
す
。
経
の
(
)
(
)
13
14
「
普
仏
世
界
、
六
種
震
動
」
従
り
、
名
づ
け
て
第
四
に
地
動
瑞
と
為
す
。
経
の
「
爾
時
会
中
」
従
り
、
「
一
心
観
仏
」
に
至
(
)15
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
第
五
に
大
衆
心
喜
瑞
と
為
す
。
(
)16
【
註
釈
】
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(
)
論
に
名
づ
け
て
第
四
に
所
依
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
三
頁
上
中
）
。
『
法
11
華
文
句
記
』
巻
一
上
（
大
正
三
四
・
一
五
三
頁
中
）
に
は
、
「
四
従
二
「
説
是
経
一
」
去
、
名
二
所
説
法
随
順
威
儀
住
成
就
一。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
分
け
て
四
瑞
と
為
す
四
瑞
と
は
、
此
土
の
六
瑞
（
説
法
瑞
・
入
定
瑞
・
雨
花
瑞
・
地
動
瑞
・
衆
喜
瑞
・
放
12
光
瑞
）
の
う
ち
、
第
二
入
定
瑞
・
第
三
雨
花
瑞
・
第
四
地
動
瑞
・
第
五
大
衆
心
喜
瑞
を
指
し
、
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
八
頁
上
～
二
九
頁
上
）
に
解
説
さ
れ
る
。
(
)
第
二
に
入
定
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
八
頁
上
中
）
。
13
(
)
第
三
に
雨
花
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
八
頁
中
下
）
。
14
(
)
第
四
に
地
動
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
八
頁
下
～
二
九
頁
上
）
。
15
(
)
第
五
に
大
衆
心
喜
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
九
頁
上
）
。
16【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
仏
説
此
経
已
」
か
ら
「
一
心
観
仏
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
七
成
就
の
第
四
の
所
依
説
法
威
儀
随
順
住
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
入
定
瑞
・
雨
花
瑞
・
地
動
瑞
・
衆
喜
瑞
の
四
瑞
に
当
て
る
。
-
第
五
依
止
説
因
成
就
§
1
5
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【
本
文
】
経
従
二
「
爾
時
仏
放
一
」
、
至
二
「
起
七
宝
塔
一
」
、
論
名
為
二
第
五
依
止
説
因
成
就
一。
疏
分
為
二
七
瑞
一。
経
「
爾
時
仏
放
」
、
至
二
「
阿
迦
尼
咤
天
一
」
、
名
為
二
第
六
如
来
放
光
瑞
一。
已
上
六
瑞
、
此
土
所
レ
現
故
、
名
為
二
此
土
六
瑞
一。
問
。
何
故
論
此
句
不
レ
入
二
成
就
一。
答
。
此
放
光
瑞
、
通
二
自
土
・
他
土
一。
論
依
二
他
土
義
辺
一、
入
二
後
成
就
一。
疏
依
二
自
土
義
辺
一、
入
二
六
瑞
内
一。
問
。
何
以
得
レ
知
三
放
光
瑞
通
二
自
他
土
耶
一。
答
。
弥
勒
発
問
偈
云
二
「
眉
間
白
毫
、
大
光
普
照
一
」
。
此
二
句
明
二
此
土
放
光
一。
又
「
眉
間
光
明
、
照
二
于
東
方
一
」
等
、
明
二
他
土
所
一
レ
放
。
故
知
、
放
光
瑞
通
二
自
他
土
一。
問
。
此
放
光
瑞
、
已
入
二
此
土
瑞
一。
他
土
六
瑞
何
。
答
。
経
従
二
「
於
此
世
界
一
」
、
至
二
「
六
趣
衆
生
一
」
、
第
一
名
為
二
他
土
見
下
瑞
一。
経
「
又
見
彼
土
現
在
諸
仏
」
、
第
二
名
為
二
他
土
見
上
瑞
一。
経
「
及
聞
諸
仏
所
説
経
法
」
、
第
三
名
為
二
他
土
聞
法
瑞
一。
経
従
二
「
并
見
彼
諸
一
」
、
至
二
「
得
道
者
一
」
、
第
四
名
為
二
他
土
見
人
瑞
一。
経
従
二
「
復
見
諸
菩
薩
一
」
、
至
二
「
行
菩
薩
道
一
」
、
第
五
名
為
二
他
土
見
始
瑞
一。
経
従
二
「
復
見
諸
仏
一
」
、
至
二
「
起
七
宝
塔
一
」
、
第
六
名
為
二
他
土
見
終
瑞
一。
問
。
瑞
相
本
論
二
奇
異
一。
説
経
・
入
定
、
仏
之
恒
儀
。
又
他
方
見
物
、
不
レ
足
レ
為
レ
奇
。
何
説
経
・
入
定
、
并
見
他
方
等
、
為
二
瑞
相
一
耶
。
答
。
説
法
雖
レ
竟
、
時
衆
不
レ
散
、
粛
有
レ
所
レ
待
。
故
知
、
前
之
説
挙
レ
衆
来
集
、
待
二
於
後
聞
一。
此
事
奇
特
、
与
二
常
説
一
異
。
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何
意
非
レ
瑞
。
雖
レ
入
二
開
定
一、
意
在
二
合
定
一。
与
二
常
入
定
一
有
レ
異
。
何
意
非
二
瑞
相
一
耶
。
又
文
殊
引
三
古
仏
六
瑞
、
皆
為
二
此
事
一。
若
昔
非
二
瑞
相
一、
何
以
証
レ
今
。
今
古
同
然
。
説
レ
経
故
得
レ
入
レ
定
。
入
レ
定
故
得
二
雨
レ
花
動
一
レ
地
。
雨
レ
花
動
レ
地
故
得
二
大
衆
心
喜
一。
大
衆
心
喜
故
得
二
如
来
放
光
一。
如
来
放
光
故
得
レ
見
二
他
土
異
相
一。
既
此
二
六
瑞
、
古
今
一
種
。
始
終
具
足
、
不
増
不
減
。
文
殊
答
云
三
「
今
相
如
二
本
瑞
一
」
。
何
非
二
瑞
相
一
耶
。
故
論
云
下
「
示
二―
現
種
諸
相
一
者
、
以
レ
為
レ
示
二―
現
彼
事
一
故
上
」
。
乃
至
云
下
「
以
三
文
殊
師
利
能
記
二
彼
事
一
故
上
」
。
問
。
喜
怒
人
之
常
情
。
何
得
レ
為
レ
瑞
。
答
。
天
花
悦
レ
眼
、
地
動
震
レ
心
。
大
経
云
三
「
動
時
能
令
二
衆
生
心
動
一
」
。
花
・
地
是
外
瑞
、
心
喜
是
内
瑞
。
非
常
之
喜
、
昔
雖
二
曽
有
一、
而
不
二
為
レ
喜
所
一
レ
動
。
而
今
能
一
心
観
仏
。
何
得
レ
非
レ
瑞
。
【
訓
読
】
経
の
「
爾
時
仏
放
」
従
り
、
「
起
七
宝
塔
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
五
に
依
止
説
因
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
分
(
)17
け
て
七
瑞
と
為
す
。
経
の
「
爾
時
仏
放
」
よ
り
、
「
阿
迦
尼
咤
天
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
第
六
に
如
来
放
光
瑞
と
(
)18
為
す
。
已
上
の
六
瑞
は
、
此
土
に
現
ず
る
所
の
故
に
、
名
づ
け
て
此
土
の
六
瑞
と
為
す
。
(
)19
問
う
。
何
の
故
に
論
は
此
の
句
を
成
就
に
入
れ
ざ
る
や
。
答
う
。
此
の
放
光
瑞
は
、
自
土
・
他
土
に
通
ず
。
論
は
他
土
の
義
辺
に
依
り
て
、
後
の
成
就
に
入
る
。
疏
は
自
土
の
義
辺
に
依
り
て
、
六
瑞
の
内
に
入
る
。
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問
う
。
何
を
以
て
放
光
瑞
の
自
他
土
に
通
ず
る
こ
と
を
知
る
こ
と
を
得
ん
や
。
答
う
。
弥
勒
の
発
問
偈
に
「
眉
間
の
白
毫
、
大
光
普
く
照
る
」
と
云
う
。
此
の
二
句
は
此
土
の
放
光
を
明
か
す
。
又
「
眉
間
(
)20
の
光
明
、
東
方
を
照
ら
す
」
等
は
、
他
土
に
放
つ
所
を
明
か
す
。
故
に
知
ぬ
、
放
光
瑞
は
自
他
土
に
通
ず
る
こ
と
を
。
(
)
(
)
21
22
問
う
。
此
の
放
光
瑞
は
、
已
に
此
土
の
瑞
に
入
る
。
他
土
の
六
瑞
と
は
何
ん
。
答
う
。
経
の
「
於
此
世
界
」
従
り
、
「
六
趣
衆
生
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
一
に
名
づ
け
て
他
土
見
下
瑞
と
為
す
。
経
の
「
又
(
)23
見
彼
土
現
在
諸
仏
」
は
、
第
二
に
名
づ
け
て
他
土
見
上
瑞
と
為
す
。
経
の
「
及
聞
諸
仏
所
説
経
法
」
は
、
第
三
に
名
づ
け
て
(
)24
他
土
聞
法
瑞
と
為
す
。
経
の
「
并
見
彼
諸
」
従
り
、
「
得
道
者
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
四
に
名
づ
け
て
他
土
見
人
瑞
と
為
す
。
(
)
(
)
25
26
経
の
「
復
見
諸
菩
薩
」
従
り
、
「
行
菩
薩
道
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
五
に
名
づ
け
て
他
土
見
始
瑞
と
為
す
。
経
の
「
復
見
諸
(
)27
仏
」
従
り
、
「
起
七
宝
塔
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
六
に
名
づ
け
て
他
土
見
終
瑞
と
為
す
。
(
)28
問
う
。
瑞
相
と
は
本
奇
異
を
論
ず
。
説
経
・
入
定
は
、
仏
の
恒
の
儀
な
り
。
又
他
方
見
物
は
、
奇
と
為
す
に
足
ら
ず
。
何
も
と
ぞ
説
経
・
入
定
、
并
び
に
見
他
方
等
を
、
瑞
相
と
為
さ
ん
や
。
答
う
。
説
法
竟
る
と
雖
も
、
時
の
衆
散
ぜ
ず
し
て
、
粛
み
て
待
つ
所
有
り
。
故
に
知
ぬ
、
前
の
説
に
衆
を
挙
げ
て
来
集
し
、
つ
し
後
聞
を
待
つ
こ
と
を
。
此
の
事
奇
特
に
し
て
、
常
の
説
と
異
な
る
。
何
の
意
ぞ
瑞
に
非
ざ
ら
ん
。
開
定
に
入
る
と
雖
も
、
意
は
合
定
に
在
り
。
常
の
入
定
と
異
な
り
有
り
。
何
の
意
ぞ
瑞
相
に
非
ざ
ら
ん
や
。
又
文
殊
は
古
仏
の
六
瑞
の
、
皆
此
の
事
を
為
す
こ
と
を
引
く
。
若
し
昔
瑞
相
あ
る
に
非
ず
ん
ば
、
何
を
以
て
か
今
を
証
せ
ん
。
今
古
同
じ
く
然
な
り
。
経
を
説
く
が
故
(
)29
に
定
に
入
る
こ
と
を
得
。
定
に
入
る
が
故
に
花
を
雨
ふ
ら
し
地
を
動
ぜ
し
む
る
こ
と
を
得
。
花
を
雨
ふ
ら
し
地
を
動
ぜ
し
む
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る
が
故
に
大
衆
心
の
喜
ぶ
こ
と
を
得
。
大
衆
心
の
喜
ぶ
が
故
に
如
来
の
放
光
を
得
。
如
来
の
放
光
の
故
に
他
土
の
異
相
を
見
る
こ
と
を
得
。
既
に
此
の
二
の
六
瑞
は
、
古
今
に
一
種
な
り
。
始
終
に
具
足
し
て
、
不
増
不
減
な
り
。
文
殊
の
答
に
「
今
の
相
は
本
瑞
の
如
し
」
と
云
う
。
何
ぞ
瑞
相
に
非
ざ
ら
ん
や
。
故
に
論
に
「
種
の
諸
相
を
示
現
す
と
は
、
彼
の
事
を
示
現
せ
(
)30
ん
が
為
を
以
て
の
故
な
り
」
と
云
う
。
乃
至
「
文
殊
師
利
能
く
彼
の
事
を
記
す
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
云
う
。
(
)31
問
う
。
喜
怒
は
人
の
常
情
な
り
。
何
ぞ
瑞
と
為
る
こ
と
を
得
ん
。
答
う
。
天
花
は
眼
を
悦
ば
し
め
、
地
動
は
心
を
震
わ
し
む
。
大
経
に
「
動
ず
る
時
は
能
く
衆
生
の
心
を
し
て
動
ぜ
し
む
」
と
云
う
。
花
・
地
は
是
れ
外
瑞
、
心
喜
は
是
れ
内
瑞
な
り
。
非
常
の
喜
に
し
て
、
昔
に
曽
て
有
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
喜
の
為
に
動
ぜ
ら
れ
ず
。
而
し
て
今
能
く
一
心
に
観
仏
ず
。
何
ぞ
瑞
に
非
ざ
る
こ
と
を
得
ん
。
(
)32
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
五
に
依
止
説
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
三
頁
中
）
。
『
法
華
文
句
記
』
巻
17
一
上
（
大
正
三
四
・
一
五
三
頁
中
）
に
は
、
「
五
従
二
放
光
一
去
、
名
二
依
止
説
因
成
就
一。
由
二
放
光
一
故
、
見
二
他
土
説
一。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
分
け
て
七
瑞
と
為
す
七
瑞
と
は
、
此
土
の
六
瑞
の
第
六
放
光
瑞
と
他
土
の
六
瑞
を
指
す
。
18
(
)
第
六
に
如
来
放
光
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
九
頁
上
中
下
）
。
19
(
)
「
眉
間
の
白
毫
、
大
光
普
く
照
る
」
『
法
華
経
』
巻
二
・
序
品
第
一
（
大
正
九
・
二
頁
下
）
。
20
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(
)
「
眉
間
の
光
明
、
東
方
を
照
ら
す
」
『
法
華
経
』
巻
二
・
序
品
第
一
（
大
正
九
・
二
頁
下
）
。
『
法
華
文
句
』
巻
二
21
下
（
大
正
三
四
・
二
九
頁
中
）
に
「
今
尋
レ
文
、
従
二
「
照
東
方
万
八
千
土
一
」
下
、
即
是
他
土
六
瑞
之
文
。
」
と
あ
り
、
ま
た
『
同
』
（
三
〇
頁
下
）
に
も
「
知
下
上
文
「
光
照
東
方
」
、
是
総
照
二
他
土
一
意
上
也
。
」
と
あ
る
。
(
)
他
土
に
放
つ
所
を
明
か
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
八
頁
下
～
二
九
頁
中
）
。
22
(
)
第
一
に
名
づ
け
て
他
土
見
下
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
九
頁
下
）
に
「
次
明
レ
光
二―
照
他
23
土
六
瑞
一
者
、
一
見
六
趣
、
二
見
諸
仏
。
即
是
上
聖
・
下
凡
為
二
一
双
一。
三
聞
仏
説
法
、
四
見
四
衆
得
道
。
即
是
人
・
法
一
双
。
五
見
菩
薩
行
、
六
見
仏
涅
槃
。
即
是
始
・
終
一
双
。
」
と
あ
る
な
か
の
第
一
の
見
六
趣
に
当
た
る
。
(
)
第
二
に
名
づ
け
て
他
土
見
上
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
所
説
の
他
土
の
六
瑞
の
第
二
の
見
諸
仏
に
当
た
る
。
註
24
(
)
参
照
。
23
(
)
第
三
に
名
づ
け
て
他
土
聞
法
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
所
説
の
他
土
の
六
瑞
の
第
三
の
聞
仏
説
法
に
当
た
る
。
註
25
(
)
参
照
。
23
(
)
第
四
に
名
づ
け
て
他
土
見
人
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
所
説
の
他
土
の
六
瑞
の
第
四
の
見
四
衆
得
道
に
当
た
る
。
26
註(
)
参
照
。
23
(
)
第
五
に
名
づ
け
て
他
土
見
始
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
所
説
の
他
土
の
六
瑞
の
第
五
の
見
菩
薩
行
に
当
た
る
。
27
註(
)
参
照
。
23
(
)
第
六
に
名
づ
け
て
他
土
見
終
瑞
と
為
す
『
法
華
文
句
』
所
説
の
他
土
の
六
瑞
の
第
六
の
見
仏
涅
槃
に
当
た
る
。
註
28
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(
)
参
照
。
23
(
)
問
う
。
瑞
相
と
は
本
奇
異
を
論
ず
。
～
今
古
同
じ
く
然
な
り
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
八
頁
中
）
も
と
29
の
「
問
。
瑞
相
本
論
二
奇
異
一。
説
法
・
入
定
、
仏
之
恒
儀
。
何
得
レ
為
レ
瑞
。
答
。
説
法
雖
レ
竟
、
時
衆
不
レ
散
。
粛
有
レ
所
レ
待
。
故
知
、
前
之
説
法
、
挙
レ
衆
来
集
、
待
二
於
後
聞
一。
此
事
奇
特
、
与
二
常
説
一
異
。
何
意
非
レ
瑞
。
雖
レ
入
二
開
定
一、
意
在
二
合
定
一。
与
二
常
入
定
一
有
レ
異
。
何
意
非
二
瑞
相
一
耶
。
又
文
殊
引
三
古
仏
六
瑞
、
皆
有
二
此
事
一。
若
昔
非
二
瑞
相
一、
何
以
証
レ
今
。
今
古
同
然
。
」
に
基
づ
く
。
(
)
「
今
の
相
は
本
瑞
の
如
し
」
『
法
華
経
』
巻
二
・
序
品
第
一
（
大
正
九
・
五
頁
中
）
。
30
(
)
論
に
「
種
の
諸
相
を
示
現
す
と
は
、
～
「
文
殊
師
利
能
く
彼
の
事
を
記
す
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
云
う
『
法
31
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
三
頁
下
）
に
「
示
二―
現
種
諸
瑞
相
一
者
、
以
レ
為
レ
示
二―
現
彼
事
一
故
。
如
二
彼
事
相
現
没
住
滅
一、
応
二―
当
善
知
一。
以
二
文
殊
師
利
一、
能
記
二
彼
事
一
故
。
」
と
あ
る
。
(
)
問
う
。
喜
怒
は
人
の
常
情
な
り
。
～
何
ぞ
瑞
に
非
ざ
る
こ
と
を
得
ん
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
二
九
32
頁
上
）
。
ま
た
、
「
大
経
に
～
と
云
う
」
は
、
『
涅
槃
経
』
巻
二
（
大
正
一
二
・
六
一
五
頁
上
）
に
見
え
る
。
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
爾
時
仏
放
」
か
ら
「
起
七
宝
塔
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
七
成
就
の
第
五
の
依
止
説
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
此
土
の
六
瑞
の
第
六
の
放
光
瑞
と
他
土
の
六
瑞
（
他
土
見
下
瑞
・
他
土
見
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上
瑞
・
他
土
聞
法
瑞
・
他
土
見
人
瑞
・
他
土
見
始
瑞
・
他
土
見
終
瑞
）
を
合
わ
せ
た
、
七
瑞
に
当
て
る
。
【
解
説
】
『
法
華
文
句
』
に
説
か
れ
る
此
土
の
六
瑞
に
関
す
る
問
答
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
で
最
澄
は
、
他
土
の
六
瑞
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
文
を
付
加
し
て
、
瑞
相
を
説
明
し
て
い
る
。
-
第
六
大
衆
欲
聞
法
現
前
成
就
§
1
6
【
本
文
】
経
従
二
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
作
是
念
一
」
、
至
二
「
為
説
何
等
一
」
、
論
名
為
二
大
衆
欲
聞
法
現
前
成
就
一。
疏
分
為
二
両
序
一。
経
従
二
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
作
是
念
一
」
、
至
二
「
今
当
問
誰
一
」
、
名
為
二
別
序
第
三
疑
念
序
一。
亦
分
為
レ
二
。
経
従
二
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
作
是
念
一
」
、
至
二
「
我
今
当
問
一
」
、
名
為
二
弥
勒
疑
念
一。
経
従
二
「
爾
時
比
丘
一
」
、
至
二
「
今
当
問
誰
一
」
、
名
為
二
大
衆
疑
念
一。
経
従
二
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
欲
自
決
疑
一
」
、
至
二
「
為
説
何
等
一
」
、
名
為
二
別
序
之
第
四
発
問
序
一。
疏
分
為
レ
二
。
初
長
行
、
次
偈
頌
。
初
長
行
分
レ
三
。
【
訓
読
】
経
の
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
作
是
念
」
従
り
、
「
為
説
何
等
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
大
衆
欲
聞
法
現
前
成
就
と
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為
す
。
疏
に
は
分
け
て
両
序
と
為
す
。
経
の
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
作
是
念
」
従
り
、
「
今
当
問
誰
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
(
)
(
)
33
34
け
て
別
序
の
第
三
の
疑
念
序
と
為
す
。
亦
た
分
け
て
二
と
為
す
。
経
の
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
作
是
念
」
従
り
、
「
我
今
当
(
)35
問
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
弥
勒
疑
念
と
為
す
。
経
の
「
爾
時
比
丘
」
従
り
、
「
今
当
問
誰
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
(
)36
け
て
大
衆
疑
念
と
為
す
。
経
の
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
欲
自
決
疑
」
従
り
、
「
為
説
何
等
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
別
序
(
)37
の
第
四
の
発
問
序
と
為
す
。
疏
に
は
分
け
て
二
と
為
す
。
初
に
長
行
、
次
に
偈
頌
な
り
。
初
の
長
行
は
三
に
分
か
つ
。
(
)38
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
大
衆
欲
聞
法
現
前
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
三
頁
中
下
）
。
『
法
華
文
句
記
』
33
巻
一
上
（
大
正
三
四
・
一
五
三
頁
中
）
に
は
、
「
六
従
二
「
弥
勒
疑
念
一
」
去
、
名
二
大
衆
欲
聞
法
現
前
成
就
一。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
分
け
て
両
序
と
為
す
別
序
の
第
三
の
疑
念
序
と
第
四
の
発
問
序
を
指
す
。
34
(
)
別
序
の
第
三
の
疑
念
序
と
為
す
。
亦
た
分
け
て
二
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
二
下
（
大
正
三
四
・
三
〇
頁
上
）
に
35
「
爾
時
弥
勒
、
作
是
念
」
、
訖
二
「
今
当
問
誰
一
」
、
是
疑
念
序
。
文
為
レ
両
。
一
弥
勒
疑
念
、
二
大
衆
疑
念
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
弥
勒
疑
念
と
大
衆
疑
念
に
関
す
る
経
文
の
範
囲
の
規
定
は
、
法
雲
撰
『
法
華
経
義
記
』
巻
一
（
大
正
三
三
・
五
八
三
頁
中
）
に
「
自
レ
此
下
、
是
第
三
詺
為
二
疑
念
序
一。
亦
有
二
両
段
一。
第
一
先
明
三
弥
勒
有
二
疑
念
一。
第
二
従
二
「
爾
時
比
丘
一
」
以
下
、
竟
二
「
今
当
問
誰
一
」
、
即
叙
二
大
衆
有
疑
念
一
也
。
」
と
あ
る
。
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(
)
弥
勒
疑
念
と
為
す
註(
)
参
照
。
36
35
(
)
大
衆
疑
念
と
為
す
註(
)
参
照
。
37
35
(
)
別
序
の
第
四
の
発
問
序
と
為
す
～
初
の
長
行
は
三
に
分
か
つ
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
〇
頁
38
中
）
に
「
従
二
「
爾
時
弥
勒
、
欲
自
決
疑
一
」
下
、
訖
偈
、
即
是
発
問
序
。
文
為
レ
二
。
長
行
、
偈
頌
。
長
行
中
、
経
家
述
二
自
疑
・
他
疑
・
発
問
一。
」
と
あ
る
。
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
爾
時
弥
勒
菩
薩
、
作
是
念
」
か
ら
「
為
説
何
等
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
七
成
就
の
第
六
の
大
衆
欲
聞
法
現
前
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
別
序
の
第
三
の
疑
念
序
と
第
四
の
発
問
序
と
す
る
。
-
第
七
文
殊
師
利
答
成
就
§
1
7
【
本
文
】
経
従
二
「
爾
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
一
」
、
至
二
「
令
尽
無
有
余
一
」
、
論
名
為
二
文
殊
師
利
答
成
就
一。
【
訓
読
】
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経
の
「
爾
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
」
従
り
、
「
令
尽
無
有
余
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
文
殊
師
利
答
成
就
と
為
す
。
(
)39
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
文
殊
師
利
答
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
三
頁
下
～
四
頁
中
）
。
39【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
爾
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
」
か
ら
「
令
尽
無
有
余
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
七
成
就
の
第
七
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
当
た
る
。
-
-
第
一
現
見
大
義
因
成
就
§
1
7
1
【
本
文
】
論
亦
分
為
レ
十
。
経
従
二
「
爾
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
一
」
、
至
二
「
演
大
法
義
一
」
、
論
名
為
二
第
一
現
見
大
義
因
成
就
一。
文
有
二
八
句
一。
開
二
経
五
句
一、
為
二
八
釈
一
耳
。
其
開
所
以
、
当
所
具
顕
。
疏
自
下
名
為
二
第
五
別
序
之
文
殊
答
問
序
一。
亦
分
為
レ
四
。
経
従
二
「
爾
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
一
」
、
至
二
「
演
大
法
義
一
」
、
名
為
二
惟
忖
答
一。
【
訓
読
】
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論
に
亦
た
分
け
て
十
と
為
す
。
経
の
「
爾
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
」
従
り
、
「
演
大
法
義
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
(
)40
て
第
一
に
現
見
大
義
因
成
就
と
為
す
。
文
に
八
句
有
り
。
経
の
五
句
を
開
し
て
、
八
釈
と
為
す
の
み
。
其
の
開
す
る
所
以
は
、
(
)41
当
所
に
具
に
顕
る
。
疏
に
は
自
下
を
名
づ
け
て
第
五
の
別
序
の
文
殊
答
問
序
と
為
す
。
亦
た
分
け
て
四
と
為
す
。
経
の
「
爾
(
)42
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
」
従
り
、
「
演
大
法
義
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
惟
忖
答
と
為
す
。
(
)43
【
註
釈
】
(
)
論
に
亦
た
分
け
て
十
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
三
頁
下
～
四
頁
上
）
に
「
何
等
名
為
レ
成
二―
就
十
事
一。
40
一
者
現
見
大
義
因
成
就
、
二
者
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
深
因
成
就
、
三
者
現
見
希
有
因
成
就
、
四
者
現
見
勝
妙
因
成
就
、
五
者
現
見
受
用
大
因
成
就
、
六
者
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
、
七
者
現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
、
八
者
現
見
能
進
入
因
成
就
、
九
者
現
見
憶
念
因
成
就
、
十
者
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
。
」
と
あ
る
。
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
一
に
現
見
大
義
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
上
）
。
な
お
、
基
撰
41
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
経
「
善
男
子
等
、
如
我
惟
忖
」
、
至
二
「
演
大
法
義
一
」
、
賛
曰
、
正
答
二
所
徴
一
也
。
然
依
二
論
本
一、
此
答
之
中
、
成
二―
就
十
事
一。
第
一
現
見
大
義
因
、
即
此
文
是
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
自
下
を
名
づ
け
て
第
五
の
別
序
の
文
殊
答
問
序
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
二
頁
42
下
）
に
「
従
二
「
是
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
一
」
下
、
訖
偈
、
名
二
答
問
序
一。
有
二
長
行
偈
頌
一。
長
行
文
為
レ
四
。
一
従
二
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「
語
弥
勒
一
」
下
、
名
二
惟
忖
答
一。
二
従
二
「
善
男
子
、
我
於
過
去
一
」
下
、
名
二
略
曽
見
答
一。
三
従
二
「
諸
善
男
子
、
如
過
去
一
」
下
、
名
二
広
曽
見
答
一。
四
従
二
「
今
見
此
瑞
、
与
本
無
異
一
」
下
、
名
二
分
明
判
答
一。
」
と
あ
る
。
(
)
惟
忖
答
と
為
す
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
一
の
惟
忖
答
の
こ
と
。
註(
)
参
照
。
43
42
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
爾
時
文
殊
師
利
、
語
弥
勒
」
か
ら
「
令
尽
無
有
余
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
一
の
現
見
大
義
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
論
』
で
は
、
現
見
大
義
因
成
就
は
八
句
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
『
法
華
経
』
の
該
当
箇
所
に
は
五
句
し
か
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
法
華
経
』
の
五
句
を
『
法
華
論
』
で
は
八
句
に
開
い
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
ま
た
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
一
の
惟
忖
答
と
す
る
。
【
解
説
】
「
文
に
八
句
有
り
。
経
の
五
句
を
開
し
て
、
八
釈
と
為
す
の
み
。
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
『
法
華
論
』
で
現
見
大
義
因
成
就
は
、
「
①
欲
論
大
法
②
欲
雨
大
法
雨
③
欲
撃
大
法
鼓
④
欲
建
大
法
幢
⑤
欲
然
大
法
灯
⑥
欲
吹
大
法
蠡
⑦
欲
不
断
大
法
鼓
⑧
欲
説
大
法
」
の
八
句
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
る
。
他
方
、
『
法
華
経
』
の
該
当
箇
所
に
は
「
①
欲
説
大
法
②
雨
大
法
雨
③
吹
大
法
螺
④
撃
大
法
鼓
⑤
演
大
法
義
」
の
五
句
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
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頁
中
～
六
八
九
頁
上
）
は
、
こ
の
不
一
致
を
以
下
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
八
大
義
者
、
経
有
二
五
句
一。
論
有
二
八
句
一。
応
レ
言
二
欲
説
大
法
・
雨
大
法
雨
・
撃
大
法
鼓
・
不
断
大
法
鼓
・
建
大
法
幢
・
燃
大
法
炬
・
吹
大
法
螺
・
演
大
法
義
一。
…
此
八
句
中
、
分
為
二
四
対
一。
一
破
悪
進
善
対
、
二
開
権
顕
実
対
、
三
得
智
証
真
対
、
四
説
法
利
生
対
。
如
レ
是
循
環
、
名
為
二
法
輪
一。
自
既
得
レ
果
、
欲
レ
令
下
有
情
、
証
二
聖
真
智
一、
破
中―
滅
煩
悩
上。
論
既
鉤
鎖
解
レ
経
。
故
此
相
乗
為
レ
対
。
可
三
披
解
レ
意
、
尋
釈
二
来
由
一。
経
有
二
五
句
一、
唯
二
対
半
。
有
二
破
悪
進
善
・
説
法
利
生
・
開
権
一
門
一。
自
余
顕
実
・
得
智
証
真
文
対
、
皆
闕
。
仍
不
二
次
第
一。
読
者
応
レ
知
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
論
』
の
八
句
に
は
、
破
悪
進
善
対
・
開
権
顕
実
対
・
得
智
証
真
対
・
説
法
利
生
対
の
四
対
の
義
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
『
法
華
経
』
の
五
句
に
は
、
破
悪
進
善
対
・
説
法
利
生
対
・
開
権
対
が
あ
る
の
み
で
、
顕
実
対
・
得
智
証
真
対
を
欠
く
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
法
華
文
句
記
』
巻
三
中
（
大
正
三
四
・
二
〇
三
頁
中
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
然
論
有
二
八
句
一。
一
欲
説
大
法
、
二
欲
雨
大
法
雨
、
三
欲
撃
大
法
鼓
、
四
欲
建
大
法
幢
、
五
欲
然
大
法
炬
、
六
欲
吹
大
法
蠡
、
七
欲
不
断
大
法
鼓
、
八
欲
演
大
法
義
。
今
但
依
二
五
句
一、
以
二
初
句
一
為
レ
総
、
下
四
為
レ
別
。
他
、
以
二
八
句
一、
四
対
釈
レ
之
。
而
云
、
一
破
悪
進
善
対
、
二
開
権
顕
実
対
、
三
得
智
証
真
対
、
四
説
法
利
生
対
。
仍
云
、
尋
釈
二
来
由
一、
唯
有
二
五
句
、
成
二
両
対
半
一。
有
二
破
悪
生
善
・
説
法
利
生
・
開
権
一
句
一。
余
者
則
闕
。
仍
不
二
次
第
一。
読
者
応
レ
知
。
今
謂
、
論
文
八
句
、
釈
二
経
五
句
一。
是
知
、
不
断
・
幢
・
炬
、
釈
二
法
鼓
一
耳
。
不
断
明
二
鼓
体
相
続
一。
幢
是
法
鼓
標
幟
。
炬
明
二
法
鼓
破
一
レ
暗
。
以
レ
喩
釈
レ
喩
、
道
理
如
然
。
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湛
然
は
、
「
他
」
の
説
と
し
て
『
法
華
玄
賛
』
の
所
説
に
言
及
し
た
上
で
、
『
法
華
論
』
の
み
に
説
か
れ
る
「
不
断
（
大
法
鼓
）
・
（
建
大
法
）
幢
・
（
燃
大
法
）
炬
」
は
、
「
撃
大
法
鼓
」
の
句
を
開
い
て
釈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
『
法
華
経
』
の
五
句
と
『
法
華
論
』
の
八
句
を
消
釈
す
る
。
『
法
華
論
科
文
』
は
、
こ
の
教
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
最
澄
は
、
『
守
護
国
界
章
』
巻
中
之
下
（
伝
全
二
・
四
九
頁
～
四
五
三
頁
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
湛
然
の
教
説
を
継
承
し
て
、
徳
一
に
応
答
し
て
い
る
。
-
-
第
二
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
深
因
成
就
§
1
7
2
【
本
文
】
経
従
二
「
諸
善
男
子
、
我
於
過
去
一
」
、
至
二
「
故
現
此
瑞
一
」
、
論
名
為
二
第
二
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
深
因
成
就
一。
疏
名
為
二
第
五
別
序
之
第
二
略
曽
見
答
一。
【
訓
読
】
経
の
「
諸
善
男
子
、
我
於
過
去
」
従
り
、
「
故
現
此
瑞
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
二
に
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
深
因
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
名
づ
け
て
第
五
の
別
序
の
第
二
の
略
曽
見
答
と
為
す
。
(
)
(
)
44
45
【
註
釈
】
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(
)
論
に
名
づ
け
て
第
二
に
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
深
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
上
）
。
44
な
お
、
基
撰
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
二
「
諸
善
男
子
、
我
於
過
去
」
下
、
現
見
世
間
文
字
章
句
甚
深
意
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
名
づ
け
て
第
五
の
別
序
の
第
二
の
略
曽
見
答
と
為
す
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
二
の
略
曽
見
答
の
45
こ
と
。
註(
)
参
照
。
42
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
諸
善
男
子
、
我
於
過
去
」
か
ら
「
故
現
此
瑞
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
二
の
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
深
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
二
の
略
曽
見
答
と
す
る
。
-
-
第
三
現
見
希
有
因
成
就
§
1
7
3
【
本
文
】
経
従
二
「
諸
善
男
子
、
如
過
去
無
量
無
辺
一
」
、
至
二
「
成
一
切
種
智
一
」
、
論
名
為
二
第
三
現
見
希
有
因
成
就
一。
疏
自
下
、
至
二
「
我
身
是
也
一
」
、
名
為
二
第
五
別
序
之
第
三
広
曽
見
答
一。
亦
分
為
レ
三
。
初
最
初
一
仏
同
、
二
中
間
二
万
仏
同
、
三
最
後
一
仏
同
。
今
此
第
三
成
就
、
疏
名
為
二
広
曽
之
中
、
最
初
一
仏
同
三
分
一。
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読
】
経
の
「
諸
善
男
子
、
如
過
去
無
量
無
辺
」
従
り
、
「
成
一
切
種
智
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
三
に
現
見
希
有
因
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
自
下
の
、
「
我
身
是
也
」
に
至
る
ま
で
を
、
名
づ
け
て
第
五
の
別
序
の
第
三
の
広
曽
見
答
と
為
す
。
(
)46
亦
た
分
け
て
三
と
為
す
。
初
に
は
最
初
一
仏
同
、
二
に
は
中
間
二
万
仏
同
、
三
に
は
最
後
一
仏
同
な
り
。
今
此
の
第
三
の
成
(
)47
就
を
、
疏
に
は
名
づ
け
て
広
曽
の
中
の
、
最
初
一
仏
同
の
三
分
と
為
す
。
(
)48
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
三
に
現
見
希
有
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
上
）
。
な
お
、
基
撰
46
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
三
「
諸
善
男
子
、
如
過
去
無
量
無
辺
」
下
、
現
見
希
有
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
自
下
の
、
～
三
に
は
最
後
一
仏
同
な
り
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
三
の
広
曽
見
答
の
こ
と
。
『
法
47
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
頁
中
下
）
に
「
如
過
去
」
下
、
三
引
二
広
曽
見
答
一。
更
分
二―
明
於
略
一。
此
広
答
二
此
土
・
他
土
之
問
一。
弥
勒
因
レ
光
、
横
見
二
東
方
一、
以
為
レ
問
。
文
殊
引
二
昔
豎
見
一、
而
為
レ
答
。
横
豎
顕
二
諸
仏
道
同
一
也
。
文
為
レ
三
。
初
引
二
一
仏
同
一、
次
引
二
万
仏
同
一、
後
引
二
最
後
一
仏
同
一。
就
二
前
一
仏
一、
又
為
レ
三
。
一
明
二
時
節
一、
二
標
名
、
三
説
法
。
」
と
あ
る
。
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(
)
今
此
の
第
三
の
成
就
を
、
疏
に
は
名
づ
け
て
広
曽
の
中
の
、
最
初
一
仏
同
の
三
分
と
為
す
最
初
一
仏
同
の
三
分
と
48
は
、
時
節
・
標
名
・
説
法
を
指
す
。
註(
)
参
照
。
47
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
諸
善
男
子
、
如
過
去
無
量
無
辺
」
か
ら
「
成
一
切
種
智
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
三
の
現
見
希
有
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
三
の
広
曽
見
答
の
う
ち
、
最
初
一
仏
同
と
す
る
。
-
-
第
四
現
見
勝
妙
因
成
就
§
1
7
4
【
本
文
】
経
従
二
「
次
復
有
仏
、
亦
名
日
月
灯
明
一
」
、
至
二
「
所
可
説
法
、
初
中
後
善
一
」
、
論
名
為
二
第
四
現
見
勝
妙
因
成
就
一。
疏
名
為
二
広
曽
之
中
、
二
万
仏
同
一。
【
訓
読
】
経
の
「
次
復
有
仏
、
亦
名
日
月
灯
明
」
従
り
、
「
所
可
説
法
、
初
中
後
善
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
四
に
現
見
勝
妙
因
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
名
づ
け
て
広
曽
の
中
の
、
二
万
仏
同
と
為
す
。
(
)
(
)
49
50
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【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
四
に
現
見
勝
妙
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
上
）
。
な
お
、
基
撰
49
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
四
「
次
復
有
仏
、
亦
名
日
月
灯
明
」
下
、
現
見
勝
妙
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
名
づ
け
て
広
曽
の
中
の
、
二
万
仏
同
と
為
す
註(
)
参
照
。
50
47
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
次
復
有
仏
、
亦
名
日
月
灯
明
」
か
ら
「
所
可
説
法
、
初
中
後
善
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
四
の
現
見
勝
妙
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
三
の
広
曽
見
答
の
う
ち
、
中
間
二
万
仏
同
と
す
る
。
-
-
第
五
現
受
用
大
因
成
就
§
1
7
5
【
本
文
】
経
従
二
「
其
最
後
仏
一
」
、
至
二
「
便
於
中
夜
、
入
無
余
涅
槃
一
」
、
論
名
為
二
第
五
現
受
用
大
因
成
就
一。
疏
名
為
二
広
曽
之
中
、
最
後
一
仏
同
一。
亦
分
為
レ
三
。
経
従
二
「
其
最
後
一
」
、
至
二
「
殖
諸
善
本
一
」
、
名
為
二
曽
見
事
与
今
已
同
一。
経
従
二
「
是
時
日
月
- 273 -
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
（
武
本
）
灯
一
」
、
至
二
「
所
為
因
縁
一
」
、
疏
名
為
二
曽
見
事
与
今
同
一。
亦
分
為
レ
二
。
経
従
二
「
是
時
日
月
一
」
、
至
二
「
靡
不
周
遍
一
」
、
名
為
二
曽
此
土
六
瑞
一。
経
従
二
「
如
今
所
見
、
是
諸
仏
土
一
」
、
名
為
二
曽
他
土
六
瑞
一。
初
此
土
六
瑞
、
具
判
二
六
瑞
一。
経
従
二
「
是
時
日
月
一
」
、
至
二
「
仏
所
護
念
一
」
、
第
一
挙
二
曽
説
レ
経
瑞
一、
答
二
今
説
レ
経
瑞
同
一。
経
従
二
「
説
是
経
已
一
」
、
乃
至
「
身
心
不
動
」
、
第
二
挙
二
曽
入
定
瑞
一、
答
二
今
入
定
瑞
同
一。
経
従
二
「
是
時
天
雨
一
」
、
至
二
「
及
諸
大
衆
一
」
、
第
三
挙
二
曽
雨
華
瑞
一、
答
二
今
雨
華
瑞
同
一。
経
「
普
仏
世
界
、
六
種
震
動
」
、
第
四
挙
二
昔
地
動
瑞
一、
答
二
今
地
動
端
同
一。
経
「
爾
時
会
中
」
、
至
二
「
一
心
観
仏
一
」
、
第
五
挙
二
曽
大
衆
心
喜
瑞
一、
答
二
今
大
衆
心
喜
瑞
同
一。
経
「
爾
時
如
来
」
、
至
二
「
靡
不
周
遍
一
」
、
第
六
挙
二
如
来
放
光
瑞
同
一。
他
土
文
如
レ
上
。
経
従
二
「
弥
勒
当
知
一
」
、
至
二
「
所
為
因
縁
一
」
、
挙
二
曽
別
序
之
中
第
三
疑
念
序
一、
答
二
今
疑
念
序
同
一。
経
従
二
「
時
有
菩
薩
一
」
、
至
二
「
八
百
弟
子
一
」
、
自
下
第
三
名
為
二
曽
見
事
与
今
当
同
一。
亦
分
為
レ
六
。
此
句
即
是
第
一
名
為
二
因
人
同
一。
経
従
二
「
是
時
日
月
一
」
、
至
二
「
仏
所
護
念
一
」
、
第
二
名
為
二
説
法
同
一。
経
従
二
「
六
十
小
劫
一
」
、
至
二
「
而
生
懈
倦
一
」
、
第
三
名
為
二
時
節
同
一。
経
従
二
「
日
月
灯
明
一
」
、
至
二
「
入
無
余
涅
槃
一
」
、
第
四
名
為
二
唱
滅
同
一。
経
従
二
「
時
有
菩
薩
一
」
、
至
二
「
仏
陀
一
」
、
第
五
名
為
二
授
記
同
一。
経
従
二
「
仏
授
記
已
一
」
、
至
二
「
汝
身
是
也
一
」
、
第
六
名
為
二
通
経
同
一。
論
分
為
二
四
成
就
一。
経
「
仏
授
記
已
」
、
至
二
「
入
無
余
涅
槃
一
」
、
論
入
二
大
因
成
就
句
一。
【
校
訂
】
底
本
の
「
第
一
挙
曽
説
経
論
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
第
一
挙
曽
説
経
瑞
」
に
改
め
る
。
、
、
底
本
の
「
答
今
説
経
論
瑞
同
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
答
今
説
経
瑞
同
」
に
改
め
る
。
、
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底
本
の
「
曽
挙
別
序
之
中
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
挙
曽
別
序
之
中
」
に
改
め
る
。
、
、
底
本
の
「
論
大
入
因
成
就
句
」
を
、
「
論
入
大
因
成
就
句
」
に
改
め
る
。
、
、
【
訓
読
】
経
の
「
其
最
後
仏
」
従
り
、
「
便
於
中
夜
、
入
無
余
涅
槃
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
五
に
現
受
用
大
因
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
名
づ
け
て
広
曽
の
中
の
、
最
後
一
仏
同
と
為
す
。
亦
た
分
け
て
三
と
為
す
。
経
の
「
其
最
後
」
従
り
、
「
殖
(
)
(
)
51
52
諸
善
本
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
曽
見
事
与
今
已
同
と
為
す
。
経
の
「
是
時
日
月
灯
」
従
り
、
「
所
為
因
縁
」
に
至
る
(
)53
ま
で
は
、
疏
に
は
名
づ
け
て
曽
見
事
与
今
同
と
為
す
。
亦
た
分
け
て
二
と
為
す
。
経
の
「
是
時
日
月
」
従
り
、
「
靡
不
周
(
)54
遍
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
曽
て
の
此
土
の
六
瑞
と
為
す
。
経
の
「
如
今
所
見
、
是
諸
仏
土
」
従
り
、
名
づ
け
て
曽
て
(
)55
の
他
土
の
六
瑞
と
為
す
。
初
は
此
土
の
六
瑞
は
、
具
に
六
瑞
を
判
ず
。
経
の
「
是
時
日
月
」
従
り
、
「
仏
所
護
念
」
に
至
る
(
)56
ま
で
は
、
第
一
に
曽
て
経
に
説
く
瑞
を
挙
げ
て
、
今
経
に
説
く
瑞
に
同
じ
き
を
答
う
。
経
の
「
説
是
経
已
」
従
り
、
乃
至
「
身
心
不
動
」
ま
で
は
、
第
二
に
曽
て
の
入
定
瑞
を
挙
げ
て
、
今
の
入
定
瑞
に
同
じ
き
を
答
う
。
経
の
「
是
時
天
雨
」
従
り
、
「
及
諸
大
衆
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
三
に
曽
て
の
雨
華
瑞
を
挙
げ
て
、
今
の
雨
華
瑞
に
同
じ
き
を
答
う
。
経
の
「
普
仏
世
界
、
六
種
震
動
」
は
、
第
四
に
昔
の
地
動
瑞
を
挙
げ
て
、
今
の
地
動
端
に
同
じ
き
を
答
う
。
経
の
「
爾
時
会
中
」
よ
り
、
「
一
心
観
仏
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
五
に
曽
て
の
大
衆
心
喜
瑞
を
挙
げ
て
、
今
の
大
衆
心
喜
瑞
に
同
じ
き
を
答
う
。
経
の
「
爾
時
如
来
」
よ
り
、
「
靡
不
周
遍
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
六
に
如
来
放
光
瑞
に
同
じ
き
を
挙
ぐ
。
他
土
の
文
は
上
の
如
し
。
経
の
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「
弥
勒
当
知
」
従
り
、
「
所
為
因
縁
」
に
至
る
ま
で
は
、
曽
て
の
別
序
の
中
の
第
三
の
疑
念
序
を
挙
げ
て
、
今
の
疑
念
序
に
同
じ
き
を
答
う
。
経
の
「
時
有
菩
薩
」
従
り
、
「
八
百
弟
子
」
に
至
る
ま
で
は
、
自
下
に
第
三
に
名
づ
け
て
曽
見
事
与
今
当
(
)57
同
と
為
す
。
亦
た
分
け
て
六
と
為
す
。
此
の
句
は
即
ち
是
れ
第
一
に
名
づ
け
て
因
人
同
と
為
す
。
経
の
「
是
時
日
月
」
従
り
、
「
仏
所
護
念
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
二
に
名
づ
け
て
説
法
同
と
為
す
。
経
の
「
六
十
小
劫
」
従
り
、
「
而
生
懈
倦
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
三
に
名
づ
け
て
時
節
同
と
為
す
。
経
の
「
日
月
灯
明
」
従
り
、
「
入
無
余
涅
槃
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
四
に
名
づ
け
て
唱
滅
同
と
為
す
。
経
の
「
時
有
菩
薩
」
従
り
、
「
仏
陀
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
五
に
名
づ
け
て
授
記
同
と
為
す
。
経
の
「
仏
授
記
已
」
従
り
、
「
汝
身
是
也
」
に
至
る
ま
で
は
、
第
六
に
名
づ
け
て
通
経
同
と
為
す
。
論
に
分
け
て
四
成
就
と
(
)58
為
す
。
経
の
「
仏
授
記
已
」
よ
り
、
「
入
無
余
涅
槃
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
は
大
因
成
就
の
句
に
入
る
。
(
)
(
)
59
60
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
五
に
現
受
用
大
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
上
中
）
。
な
お
、
基
撰
51
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
五
「
其
最
後
仏
、
未
出
家
」
下
、
現
見
受
用
大
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
名
づ
け
て
広
曽
の
中
の
、
最
後
一
仏
同
と
為
す
。
亦
た
分
け
て
三
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
52
三
四
・
三
四
頁
上
）
に
「
其
最
後
」
下
、
第
三
引
二
一
仏
同
一。
文
為
レ
三
。
一
明
二
曽
見
事
与
今
已
同
一、
二
明
二
曽
見
事
与
今
同
一、
三
明
二
曽
見
事
与
今
当
同
一。
」
と
あ
る
。
- 276 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
(
)
曽
見
事
与
今
已
同
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
四
頁
上
）
に
「
第
一
従
二
「
其
最
後
仏
、
有
53
八
子
一
」
者
、
是
曽
与
已
同
。
」
と
あ
る
。
(
)
疏
に
は
名
づ
け
て
曽
見
事
与
今
同
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
四
頁
中
）
に
「
従
二
「
是
54
時
日
月
灯
仏
、
説
大
乗
経
一
」
下
、
第
二
明
曽
与
今
同
。
昔
仏
自
土
六
瑞
、
悉
与
レ
今
同
。
次
第
如
レ
文
。
昔
仏
他
土
六
瑞
、
総
云
二
「
如
今
所
見
一
」
、
則
知
二
昔
仏
他
土
六
瑞
、
亦
与
レ
今
同
一。
昔
明
二
別
序
一。
既
有
二
現
相
・
懐
疑
二
序
同
一。
」
と
あ
る
。
(
)
曽
て
の
此
土
の
六
瑞
と
為
す
註(
)
参
照
。
55
54
(
)
曽
て
の
他
土
の
六
瑞
と
為
す
註(
)
参
照
。
56
54
(
)
曽
て
の
別
序
の
中
の
第
三
の
疑
念
序
を
挙
げ
て
、
今
の
疑
念
序
に
同
じ
き
を
答
う
註(
)
参
照
。
57
54
(
)
第
三
に
名
づ
け
て
曽
見
事
与
今
当
同
と
為
す
～
第
六
に
名
づ
け
て
通
経
同
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
58
三
四
・
三
四
頁
中
）
に
「
従
二
「
時
有
菩
薩
、
名
曰
妙
光
一
」
下
、
第
三
明
曽
与
当
同
。
此
文
為
レ
六
。
一
従
二
「
時
有
菩
薩
一
」
者
、
是
因
人
同
。
二
従
二
「
爾
時
日
月
灯
明
仏
、
従
三
昧
起
一
」
者
、
是
説
法
名
同
。
三
従
二
「
六
十
小
劫
一
」
者
、
是
時
節
同
。
四
従
二
「
説
是
経
已
、
於
梵
魔
沙
門
一
」
者
、
是
唱
滅
同
。
五
従
二
「
時
有
菩
薩
、
名
曰
徳
蔵
一
」
者
、
是
授
記
同
。
六
従
二
「
便
於
中
夜
一
」
者
、
明
二
滅
後
通
経
同
一。
」
と
あ
る
。
な
お
、
第
四
の
唱
滅
同
の
規
定
に
つ
い
て
、
『
同
』
（
三
四
頁
下
）
に
は
、
「
従
二
「
日
月
灯
明
一
」
下
、
第
四
唱
滅
同
者
、
昔
説
二
法
華
一、
即
唱
二
入
滅
一。
」
と
あ
る
。
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(
)
論
に
分
け
て
四
成
就
と
為
す
不
明
。
『
法
華
経
』
の
「
仏
授
記
已
」
か
ら
「
汝
身
是
也
」
ま
で
の
経
文
は
、
本
来
59
な
ら
ば
、
十
因
成
就
の
う
ち
、
第
五
現
見
受
用
大
因
成
就
の
一
部
、
第
六
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
、
第
七
現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
、
第
八
現
見
能
進
入
因
成
就
、
第
九
現
見
憶
念
因
成
就
、
第
十
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
の
一
部
に
該
当
し
、
六
成
就
に
跨
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
で
は
、
完
全
に
該
当
す
る
第
六
・
第
七
・
第
八
・
第
九
因
成
就
を
指
す
か
。
(
)
論
に
は
大
因
成
就
の
句
に
入
る
註(
)
参
照
。
60
51
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
其
最
後
仏
」
か
ら
「
便
於
中
夜
、
入
無
余
涅
槃
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
五
の
現
受
用
大
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
三
の
広
曽
見
答
の
う
ち
、
最
後
一
仏
同
と
す
る
。
ま
た
最
後
一
仏
同
を
分
け
て
、
第
一
に
曽
見
事
与
今
已
同
、
第
二
に
曽
見
事
与
今
同
、
第
三
に
曽
見
事
与
今
当
同
と
す
る
。
第
二
の
曽
見
事
与
今
同
に
は
、
曽
て
の
此
土
の
六
瑞
と
曽
て
の
他
土
の
六
瑞
を
示
し
、
第
三
の
曽
見
事
与
今
当
同
は
、
因
人
同
・
説
法
同
・
時
節
同
・
唱
滅
同
・
授
記
同
・
通
経
同
に
分
か
れ
る
。
-
-
第
六
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
§
1
7
6
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【
本
文
】
経
「
仏
滅
度
後
」
、
至
二
「
為
人
演
説
一
」
、
論
名
為
二
第
六
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
一。
疏
分
為
レ
五
。
経
従
二
「
仏
授
記
已
一
」
、
至
二
「
入
無
余
涅
槃
一
」
、
一
名
為
二
時
節
一。
従
二
「
仏
滅
度
後
、
妙
光
一
」
、
至
二
「
蓮
華
経
一
」
、
二
出
二
其
人
一。
経
「
満
八
十
小
劫
、
為
人
演
説
」
、
三
明
二
久
近
一。
【
訓
読
】
経
の
「
仏
滅
度
後
」
よ
り
、
「
為
人
演
説
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
六
に
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
分
け
て
五
と
為
す
。
経
の
「
仏
授
記
已
」
従
り
、
「
入
無
余
涅
槃
」
に
至
る
ま
で
は
、
一
に
名
づ
け
て
時
(
)
(
)
61
62
節
と
為
す
。
「
仏
滅
度
後
、
妙
光
」
従
り
、
「
蓮
華
経
」
に
至
る
ま
で
は
、
二
に
其
の
人
を
出
す
。
経
の
「
満
八
十
小
劫
、
(
)
(
)
63
64
為
人
演
説
」
は
、
三
に
久
近
を
明
か
す
。
(
)65
【
校
訂
】
底
本
の
「
久
遠
」
を
「
久
近
」
に
改
め
る
。
、
、
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
六
に
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
中
）
。
61
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な
お
、
基
撰
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
六
「
仏
滅
度
後
、
妙
光
菩
薩
、
持
妙
法
蓮
華
」
下
、
現
見
摂
取
諸
仏
転
法
輪
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
分
け
て
五
と
為
す
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
四
頁
下
）
に
「
従
「
仏
授
記
已
」
下
、
第
六
62
通
経
同
。
文
為
レ
五
。
一
時
節
、
即
「
仏
滅
後
」
也
。
二
出
二
其
人
一、
即
「
妙
光
」
也
。
三
久
近
、
即
「
八
十
小
劫
」
也
。
四
所
化
之
衆
、
即
「
八
子
八
百
」
也
。
五
結
二―
会
古
今
一、
即
「
求
名
妙
徳
」
等
也
。
」
(
)
一
に
名
づ
け
て
時
節
と
為
す
註(
)
参
照
。
63
62
(
)
二
に
其
の
人
を
為
す
註(
)
参
照
。
64
62
(
)
三
に
久
近
を
明
か
す
註(
)
参
照
。
65
62
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
仏
滅
度
後
」
か
ら
「
為
人
演
説
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
六
の
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
通
経
同
を
五
つ
に
分
け
た
う
ち
の
時
節
・
出
其
人
・
明
久
近
と
す
る
。
-
-
第
七
現
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
§
1
7
7
【
本
文
】
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経
従
二
「
日
月
灯
明
仏
一
」
、
至
二
「
三
菩
提
一
」
、
論
名
為
二
第
七
現
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
一。
疏
名
為
二
所
化
衆
一。
【
訓
読
】
経
の
「
日
月
灯
明
仏
」
従
り
、
「
三
菩
提
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
七
に
現
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
と
為
す
。
(
)66
疏
に
は
名
づ
け
て
所
化
衆
と
為
す
。
(
)67
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
七
に
現
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
中
）
。
な
お
、
66
基
撰
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
七
「
日
月
灯
明
仏
八
子
、
皆
師
妙
光
」
下
、
現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
名
づ
け
て
所
化
衆
と
為
す
註(
)
参
照
。
67
62
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
日
月
灯
明
仏
」
か
ら
「
三
菩
提
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
七
の
現
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
通
経
同
を
五
つ
に
分
け
た
う
ち
の
第
四
の
所
化
衆
と
す
る
。
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-
-
第
八
現
見
能
進
入
因
成
就
§
1
7
8
【
本
文
】
経
従
二
「
是
諸
王
子
一
」
、
至
二
「
皆
成
仏
道
一
」
、
論
名
為
二
第
八
現
見
能
進
入
因
成
就
一。
疏
亦
為
二
所
化
之
衆
一。
【
訓
読
】
経
の
「
是
諸
王
子
」
従
り
、
「
皆
成
仏
道
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
八
に
現
見
能
進
入
因
成
就
と
為
す
。
疏
に
(
)68
は
亦
た
所
化
の
衆
と
為
す
。
(
)69
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
八
に
現
見
能
進
入
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
中
）
。
な
お
、
基
撰
68
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
八
「
是
諸
王
子
、
供
養
無
量
」
下
、
現
見
能
進
入
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
亦
た
所
化
の
衆
と
為
す
註(
)
参
照
。
69
62
【
通
釈
】
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『
法
華
経
』
の
「
是
諸
王
子
」
か
ら
「
皆
成
仏
道
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
八
の
現
見
能
進
入
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
通
経
同
を
五
つ
に
分
け
た
う
ち
の
第
四
の
所
化
衆
と
す
る
。
-
-
第
九
現
見
憶
念
因
成
就
§
1
7
9
【
本
文
】
経
「
其
最
後
仏
」
、
至
二
「
讃
歎
一
」
、
論
名
為
二
第
九
現
見
憶
念
因
成
就
一。
疏
亦
名
二
所
化
之
衆
一。
【
訓
読
】
経
の
「
其
最
後
仏
」
よ
り
、
「
讃
歎
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
九
に
現
見
憶
念
因
成
就
と
為
す
。
疏
に
は
亦
た
(
)70
所
化
の
衆
と
名
づ
く
。
(
)71
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
九
に
現
見
憶
念
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
中
）
。
な
お
、
基
撰
70
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
九
「
其
最
後
成
仏
者
、
名
曰
燃
灯
」
下
、
現
見
憶
念
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
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(
)
疏
に
は
亦
た
所
化
の
衆
と
名
づ
く
註(
)
参
照
。
71
62
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
其
最
後
仏
」
か
ら
「
讃
歎
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
九
の
現
見
憶
念
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
通
経
同
を
五
つ
に
分
け
た
う
ち
の
第
四
の
所
化
衆
と
す
る
。
-
-
第
十
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
§
1
7
10
【
本
文
】
経
従
二
「
弥
勒
当
知
一
」
、
至
二
「
仏
所
護
念
一
」
、
論
名
為
二
第
十
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
一。
疏
名
為
二
分
明
判
答
一。
経
従
二
「
爾
時
文
殊
一
」
、
至
二
「
偈
言
一
」
、
此
経
家
序
也
。
経
従
二
「
我
念
過
去
世
一
」
、
至
二
「
令
入
仏
智
恵
一
」
、
三
行
偈
頌
、
論
第
三
現
見
希
有
因
成
就
、
疏
頌
二
最
初
一
仏
同
一。
亦
分
為
レ
三
。
一
時
節
同
、
二
名
号
同
、
三
説
法
同
。
経
従
二
「
仏
未
出
家
時
一
」
、
至
二
「
而
起
無
量
塔
一
」
、
二
十
八
行
偈
頌
、
論
第
五
現
見
受
用
大
因
成
就
、
疏
頌
二
最
後
一
仏
同
一。
亦
分
二
三
誦
一。
已
同
一
行
、
今
同
十
五
行
半
、
当
同
二
十
二
行
半
。
経
従
二
「
比
丘
比
丘
尼
一
」
、
至
二
「
広
宣
法
華
経
一
」
、
二
行
偈
頌
、
論
第
六
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
。
経
従
二
「
是
諸
八
王
子
一
」
、
至
二
「
転
次
而
授
記
一
」
、
二
行
偈
頌
、
論
第
八
現
見
能
進
入
因
成
就
。
経
従
二
「
最
後
天
中
天
一
」
、
至
二
「
今
則
我
身
是
一
」
、
七
行
偈
頌
、
論
第
九
現
見
憶
念
因
成
就
。
経
従
二
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「
我
見
灯
明
仏
一
」
、
至
二
「
令
無
尽
有
余
一
」
、
四
行
偈
頌
、
論
第
十
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
。
此
偈
頌
中
、
不
レ
頌
二
第
一
・
第
二
・
第
四
・
第
七
因
成
就
一。
但
頌
二
第
三
・
第
五
・
第
六
・
第
八
・
第
九
・
第
十
六
因
成
就
一。
論
大
義
因
成
就
者
、
示
二―
現
八
種
大
義
一。
疏
名
為
二
惟
忖
答
一。
論
挙
二
所
説
義
一、
疏
依
二
能
説
思
量
一
名
二
惟
忖
一。
是
即
惟
二―
忖
八
種
大
義
因
一
而
已
。
故
無
二
相
違
一。
【
校
訂
】
底
本
の
「
如
未
出
家
時
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
仏
未
出
家
時
」
に
改
め
る
。
、
、
【
訓
読
】
経
の
「
弥
勒
当
知
」
従
り
、
「
仏
所
護
念
」
に
至
る
ま
で
は
、
論
に
名
づ
け
て
第
十
に
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
と
為
す
。
(
)72
疏
に
は
名
づ
け
て
分
明
判
答
と
為
す
。
経
の
「
爾
時
文
殊
」
従
り
、
「
偈
言
」
に
至
る
ま
で
は
、
此
れ
経
家
の
序
な
り
。
経
(
)73
の
「
我
念
過
去
世
」
従
り
、
「
令
入
仏
智
恵
」
に
至
る
ま
で
の
、
三
行
の
偈
頌
は
、
論
に
は
第
三
に
現
見
希
有
因
成
就
と
し
、
疏
に
は
最
初
一
仏
同
を
頌
す
と
す
。
亦
た
分
け
て
三
と
為
す
。
一
に
は
時
節
同
、
二
に
は
名
号
同
、
三
に
は
説
法
同
な
り
。
(
)74
経
の
「
仏
未
出
家
時
」
従
り
、
「
而
起
無
量
塔
」
に
至
る
ま
で
の
、
二
十
八
行
の
偈
頌
は
、
論
に
は
第
五
に
現
見
受
用
大
因
成
就
と
し
、
疏
に
は
最
後
一
仏
同
を
頌
す
と
す
。
亦
た
三
誦
に
分
つ
。
已
同
は
一
行
、
今
同
は
十
五
行
半
、
当
同
は
二
十
二
行
半
な
り
。
経
の
「
比
丘
比
丘
尼
」
従
り
、
「
広
宣
法
華
経
」
に
至
る
ま
で
の
、
二
行
の
偈
頌
は
、
論
に
は
第
六
に
現
見
摂
(
)75
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取
一
切
諸
仏
転
法
輪
因
成
就
と
す
。
経
の
「
是
諸
八
王
子
」
従
り
、
「
転
次
而
授
記
」
に
至
る
ま
で
の
、
二
行
の
偈
頌
は
、
論
に
は
第
八
に
現
見
能
進
入
因
成
就
と
す
。
経
の
「
最
後
天
中
天
」
従
り
、
「
今
則
我
身
是
」
に
至
る
ま
で
の
、
七
行
の
偈
頌
は
、
論
に
は
第
九
に
現
見
憶
念
因
成
就
と
す
。
経
の
「
我
見
灯
明
仏
」
従
り
、
「
令
無
尽
有
余
」
に
至
る
ま
で
の
、
四
行
の
偈
頌
は
、
論
に
は
第
十
に
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
と
す
。
此
の
偈
頌
の
中
に
、
第
一
・
第
二
・
第
四
・
第
七
因
成
就
を
頌
せ
ず
。
但
だ
第
三
・
第
五
・
第
六
・
第
八
・
第
九
・
第
十
の
六
因
成
就
の
み
頌
す
。
論
の
大
義
因
成
就
と
は
、
八
種
の
大
義
を
示
現
す
。
疏
に
は
名
づ
け
て
惟
忖
答
と
為
す
。
論
は
所
説
の
義
を
挙
げ
て
、
疏
は
能
説
思
量
に
依
り
て
惟
忖
と
名
づ
く
。
(
)
(
)
76
77
是
れ
即
ち
八
種
の
大
義
因
を
惟
忖
す
る
の
み
。
故
に
相
違
無
し
。
【
註
釈
】
(
)
論
に
名
づ
け
て
第
十
に
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
と
為
す
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
中
）
。
な
お
、
72
基
撰
『
法
華
玄
賛
』
巻
二
末
（
大
正
三
四
・
六
八
頁
中
）
に
は
、
「
第
十
「
弥
勒
当
知
、
爾
時
妙
光
菩
薩
」
下
、
現
見
自
身
所
逕
事
因
。
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
十
因
成
就
が
配
さ
れ
て
い
る
。
(
)
疏
に
は
名
づ
け
て
分
明
判
答
と
為
す
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
第
四
の
分
明
判
答
の
こ
と
。
『
法
華
文
句
』
73
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
五
頁
上
）
に
「
第
四
従
二
「
今
見
此
瑞
一
」
下
、
名
二
分
明
判
答
一。
」
と
あ
る
。
(
)
疏
に
は
最
初
一
仏
同
を
頌
す
と
す
。
亦
た
分
け
て
三
と
為
す
。
一
に
は
時
節
同
、
二
に
は
名
号
同
、
三
に
は
説
法
同
74
な
り
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
五
頁
上
）
に
「
初
有
二
両
行
一。
頌
二
広
曽
見
中
、
時
節
・
名
号
・
説
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法
等
同
一
也
。
」
と
あ
る
。
(
)
疏
に
は
最
後
一
仏
同
を
頌
す
と
す
。
亦
た
三
誦
に
分
つ
。
已
同
は
一
行
、
今
同
は
十
五
行
半
、
当
同
は
二
十
二
行
半
75
な
り
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
五
頁
上
）
に
「
従
二
「
仏
未
出
家
一
」
下
、
第
二
有
二
三
十
九
行
偈
一。
頌
二
最
後
仏
三
同
一。
次
有
二
四
行
一、
頌
二
決
定
答
一。
就
二
第
二
・
三
同
中
一、
有
レ
三
。
初
有
二
一
行
偈
一。
頌
二
曽
与
已
同
一。
次
第
二
有
二
十
五
行
半
一。
頌
二
曽
与
今
同
一。
第
三
次
有
二
十
二
行
半
一。
頌
二
曽
与
当
同
一。
」
と
あ
る
。
(
)
論
の
大
義
因
成
就
と
は
、
八
種
の
大
義
を
示
現
す
八
種
の
大
義
と
は
、
『
法
華
論
』
巻
上
（
大
正
二
六
・
四
頁
76
上
）
に
「
大
義
因
成
就
者
、
八
句
示
現
。
此
義
応
レ
知
。
何
等
為
レ
八
。
一
者
欲
論
大
法
、
二
者
欲
雨
大
法
雨
、
三
者
欲
撃
大
法
鼓
、
四
者
欲
建
大
法
幢
、
五
者
欲
然
大
法
灯
、
六
者
欲
吹
大
法
蠡
、
七
者
欲
不
断
大
法
鼓
、
八
者
欲
説
大
法
、
此
八
句
、
欲
レ
示
下―
現
如
来
欲
レ
論
二
大
法
一
等
上
故
。
」
と
あ
る
。
註(
)
参
照
。
41
(
)
疏
に
は
名
づ
け
て
惟
忖
答
と
為
す
註(
)
参
照
。
77
42
【
通
釈
】
『
法
華
経
』
の
「
弥
勒
当
知
」
か
ら
「
仏
所
護
念
」
ま
で
の
経
文
は
、
『
法
華
論
』
の
文
殊
師
利
答
成
就
に
説
か
れ
る
十
因
成
就
の
第
十
の
現
見
自
身
所
経
事
因
成
就
に
当
た
る
。
『
法
華
文
句
』
で
は
、
こ
の
箇
所
を
別
序
の
第
五
の
文
殊
答
問
序
の
う
ち
、
第
四
の
分
明
判
答
と
す
る
。
こ
に
含
ま
れ
る
偈
頌
に
は
、
第
三
・
第
五
・
第
六
・
第
八
・
第
九
・
第
十
の
六
つ
の
因
成
就
が
再
説
さ
れ
る
。
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【
解
説
】
こ
に
示
さ
れ
る
、
『
法
華
経
』
の
偈
頌
に
は
、
第
一
・
第
二
・
第
四
・
第
七
因
成
就
が
含
ま
れ
な
い
と
す
る
最
澄
の
記
述
は
、
『
法
華
文
句
』
巻
三
上
（
大
正
三
四
・
三
五
頁
上
）
の
「
頌
有
二
四
十
五
行
偈
一。
不
レ
頌
二
上
惟
忖
・
略
曽
見
答
一。
於
二
広
曽
見
中
一、
但
頌
二
前
後
一、
不
レ
頌
二
中
間
一
也
。
」
と
い
う
規
定
に
沿
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
惟
忖
答
は
第
一
因
成
就
に
当
た
り
、
略
曽
見
答
は
第
二
因
成
就
に
当
た
る
た
め
、
偈
頌
に
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
最
澄
は
、
広
曽
見
答
の
う
ち
、
中
間
に
あ
た
る
第
四
・
第
七
因
成
就
も
、
頌
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
判
断
す
る
。
さ
ら
に
こ
で
は
、
大
義
因
成
就
と
『
法
華
文
句
』
所
説
の
惟
忖
答
は
、
能
所
に
分
か
れ
て
同
義
を
説
い
て
い
る
と
い
う
少
々
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る
説
明
が
挿
入
さ
れ
る
。
方
便
品
-
五
分
科
の
総
説
§
2
1
【
本
文
】
論
釈
二
方
便
品
一
科
文
第
二
。
問
。
論
判
二
方
便
品
一、
有
二
幾
分
一
耶
。
答
。
有
二
五
分
一。
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問
。
用
二
其
五
分
一、
判
二
経
文
一
何
也
。
答
。
経
文
自
二
「
爾
時
世
尊
、
従
三
昧
安
祥
而
起
一
」
、
至
二
「
随
宜
所
説
、
意
趣
難
解
一
」
、
名
為
二
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
一。
経
文
自
二
「
舎
利
弗
、
吾
従
成
仏
已
来
一
」
、
至
二
「
本
末
究
竟
」
等
偈
竟
一、
名
為
二
第
二
歎
法
師
功
徳
成
就
分
一。
経
文
自
二
「
爾
時
大
衆
中
、
難
解
之
法
一
」
、
名
為
二
第
三
大
衆
定
疑
分
一。
経
文
自
二
「
仏
告
舎
利
弗
、
如
是
妙
法
一
」
、
至
二
「
何
況
有
三
一
」
、
名
為
二
第
四
定
記
分
一。
経
文
自
二
「
舎
利
弗
、
諸
仏
出
於
五
濁
悪
世
一
」
、
至
二
「
無
有
余
乗
、
唯
一
仏
乗
一
」
、
名
為
二
第
五
断
疑
分
一。
偈
頌
二
上
長
行
一。
故
不
二
別
判
一
也
。
問
。
歎
妙
法
分
有
二
幾
節
一
耶
。
答
。
有
二
一
十
三
節
一
也
。
問
。
歎
法
師
分
幾
節
耶
。
答
。
亦
有
二
一
十
三
節
一
也
。
問
。
大
衆
定
疑
分
有
二
幾
節
一
耶
。
答
。
有
二
三
節
一
也
。
問
。
定
記
分
有
二
幾
節
一
耶
。
答
。
有
二
一
節
一
也
。
問
。
断
疑
分
有
二
幾
節
一。
答
。
有
二
四
節
一
也
。
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問
。
方
便
品
、
都
合
有
二
幾
節
一
也
。
答
。
有
二
四
十
五
節
一
也
。
問
。
其
四
十
五
節
略
頌
何
如
也
。
答
。
頌
曰
、
五
甚
・
八
甚
、
四
七
成
。
二
五
何
等
、
三
・
四
・
四
。
【
訓
読
】
論
の
方
便
品
を
釈
す
る
科
文
第
二
。
問
う
。
論
に
方
便
品
を
判
じ
て
、
幾
分
有
り
や
。
答
う
。
五
分
有
り
。
(
)78
問
う
。
其
の
五
分
を
用
て
、
経
文
を
判
ず
と
は
何
ん
。
答
う
。
経
文
の
「
爾
時
世
尊
、
従
三
昧
安
祥
而
起
」
自
り
、
「
随
宜
所
説
、
意
趣
難
解
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
と
為
す
。
経
文
の
「
舎
利
弗
、
吾
従
成
仏
已
来
」
自
り
、
「
本
末
究
竟
」
等
と
偈
の
竟
り
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
第
二
に
歎
法
師
功
徳
成
就
分
と
為
す
。
経
文
の
「
爾
時
大
衆
中
、
難
解
之
法
」
自
り
、
名
づ
け
て
第
三
に
大
衆
定
疑
分
と
為
す
。
経
文
の
「
仏
告
舎
利
弗
、
如
是
妙
法
」
自
り
、
「
何
況
有
三
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
第
四
に
定
記
分
と
為
す
。
経
文
の
「
舎
利
弗
、
諸
仏
出
於
五
濁
悪
世
」
自
り
、
「
無
有
余
乗
、
唯
一
仏
乗
」
に
至
る
ま
で
は
、
名
づ
け
て
第
五
に
断
疑
分
と
為
す
。
偈
は
上
の
長
行
を
頌
す
。
故
に
別
し
て
判
ぜ
ざ
る
な
り
。
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問
う
。
歎
妙
法
分
に
は
幾
ば
く
の
節
有
り
や
。
答
う
。
一
十
三
節
有
る
な
り
。
問
う
。
歎
法
師
分
に
は
幾
ば
く
の
節
あ
り
や
。
答
う
。
亦
た
一
十
三
節
有
る
な
り
。
問
う
。
大
衆
定
疑
分
に
は
幾
ば
く
の
節
あ
り
や
。
答
う
。
三
節
有
る
な
り
。
問
う
。
定
記
分
に
は
幾
ば
く
の
節
有
り
や
。
答
う
。
一
節
有
る
な
り
。
問
う
。
断
疑
分
に
は
幾
ば
く
の
節
有
ら
ん
。
答
う
。
四
節
有
る
な
り
。
問
う
。
方
便
品
に
は
、
都
合
幾
ば
く
の
節
有
り
や
。
答
う
。
四
十
五
節
有
る
な
り
。
問
う
。
其
の
四
十
五
節
は
略
頌
と
は
何
如
。
答
う
。
頌
に
曰
く
、
五
甚
八
甚
、
四
七
成
。
二
五
何
等
、
三
・
四
・
四
と
。
【
註
釈
】
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(
)
五
分
有
り
『
法
華
論
』
方
便
品
は
、
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
・
歎
法
師
功
徳
成
就
分
・
大
衆
定
疑
分
・
定
記
分
・
断
78
疑
分
の
五
つ
に
内
容
的
に
区
切
ら
れ
る
。
こ
の
五
分
科
の
『
法
華
経
』
へ
の
適
用
は
、
最
澄
以
前
に
、
『
法
華
玄
賛
』
や
『
法
華
文
句
記
』
に
お
い
て
試
み
ら
れ
て
い
る
。
［
金
二
〇
一
］
、
［
武
本
二
〇
二
〇
］
参
照
。
b
【
通
釈
】
『
法
華
論
』
の
方
便
品
は
、
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
・
歎
法
師
功
徳
成
就
分
・
大
衆
定
疑
分
・
定
記
分
・
断
疑
分
の
五
つ
に
内
容
的
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
五
つ
の
分
科
を
『
法
華
経
』
の
方
便
品
第
二
の
経
文
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
『
法
華
経
』
の
「
爾
時
世
尊
、
従
三
昧
安
祥
而
起
」
か
ら
「
随
宜
所
説
、
意
趣
難
解
」
ま
で
は
、
第
一
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
、
「
舎
利
弗
、
吾
従
成
仏
已
来
」
か
ら
「
本
末
究
竟
」
と
そ
の
後
の
偈
の
お
わ
り
ま
で
は
、
第
二
歎
法
師
功
徳
成
就
分
、
「
爾
時
大
衆
中
、
難
解
之
法
」
か
ら
は
、
第
三
大
衆
定
疑
分
、
「
仏
告
舎
利
弗
、
如
是
妙
法
」
か
ら
「
何
況
有
三
」
ま
で
は
、
第
四
定
記
分
、
「
舎
利
弗
、
諸
仏
出
於
五
濁
悪
世
」
か
ら
「
無
有
余
乗
、
唯
一
仏
乗
」
ま
で
は
、
第
五
断
疑
分
で
あ
る
。
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
に
は
一
三
節
、
歎
法
師
功
徳
成
就
分
に
は
一
三
節
、
大
衆
定
疑
分
に
は
三
節
、
定
記
分
に
は
一
節
、
断
疑
分
に
は
四
節
あ
り
、
総
じ
て
方
便
品
に
は
四
五
節
あ
る
。
【
解
説
】
方
便
品
に
つ
い
て
も
序
品
と
同
様
に
、
『
法
華
論
』
の
教
説
に
よ
っ
て
、
『
法
華
経
』
の
経
文
の
分
科
が
行
わ
れ
る
。
こ
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こ
で
は
、
『
法
華
経
』
の
方
便
品
第
二
の
全
体
が
、
『
法
華
論
』
方
便
品
に
説
か
れ
る
五
分
科
に
よ
っ
て
分
科
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
で
説
か
れ
る
定
記
分
の
『
法
華
経
』
の
経
文
へ
の
配
当
の
規
定
は
、
後
述
さ
れ
る
定
記
分
の
範
囲
（
-
§
2
第
四
定
記
分
の
項
を
参
照
）
と
も
、
最
澄
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
基
や
湛
然
に
よ
る
規
定
と
も
異
な
る
。
ま
た
、
『
守
5護
国
界
章
』
巻
中
之
下
（
伝
全
二
・
四
六
八
頁
～
四
七
〇
頁
）
に
は
、
五
分
科
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
［
武
本
二
〇
二
〇
］
参
照
。
ま
た
、
こ
で
「
頌
に
曰
く
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
「
五
甚
八
甚
、
四
七
成
。
b
二
五
何
等
、
三
・
四
・
四
。
」
の
文
は
、
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
に
示
さ
れ
る
五
甚
深
・
八
甚
深
、
歎
法
師
功
徳
成
就
分
に
示
さ
れ
る
四
成
就
・
七
成
就
と
二
種
の
五
何
、
大
衆
定
疑
分
に
示
さ
れ
る
三
種
の
義
、
定
記
分
に
示
さ
れ
る
四
種
の
事
、
断
疑
分
に
示
さ
れ
る
四
種
の
疑
を
指
し
て
い
る
が
、
偈
頌
自
体
に
関
す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
-
-
第
一
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
（
五
甚
深
）
§
2
2
1
【
本
文
】
問
。
初
五
甚
深
者
、
何
釈
二
経
句
一
耶
。
答
。
是
五
甚
深
者
、
釈
二
経
「
諸
仏
智
慧
、
甚
深
無
量
一
」
句
。
【
校
訂
】
底
本
の
「
釈
経
句
耶
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
何
釈
経
句
耶
」
に
改
め
る
。
、
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【
訓
読
】
問
う
。
初
の
五
甚
深
と
は
、
何
れ
の
経
句
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
是
の
五
甚
深
と
は
、
経
の
「
諸
仏
智
慧
、
甚
深
無
量
」
の
句
を
釈
す
。
(
)79
【
註
釈
】
(
)
是
の
五
甚
深
と
は
、
経
の
「
諸
仏
智
慧
、
甚
深
無
量
」
の
句
を
釈
す
五
甚
深
と
は
、
『
法
華
論
』
所
説
の
証
甚
深
79
（
大
正
二
六
・
五
頁
上
）
を
指
す
。
『
法
華
論
』
で
は
、
「
舎
利
弗
、
諸
仏
智
慧
、
甚
深
無
量
。
其
智
慧
門
、
難
レ
見
難
レ
覚
難
レ
知
難
レ
解
難
レ
入
。
如
来
所
証
、
一
切
声
聞
辟
支
仏
等
所
レ
不
レ
能
レ
知
。
」
の
経
文
（
大
正
二
六
・
四
頁
下
）
に
対
し
て
、
証
甚
深
（
義
甚
深
・
実
体
甚
深
・
内
証
甚
深
・
依
止
甚
深
・
無
上
甚
深
の
五
つ
の
甚
深
）
が
示
さ
れ
る
。
最
澄
以
前
に
は
、
智
顗
や
基
、
湛
然
と
い
っ
た
学
匠
に
よ
っ
て
、
証
甚
深
の
『
法
華
経
』
の
経
文
へ
の
配
当
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
【
通
釈
】
『
法
華
論
』
方
便
品
の
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
に
説
か
れ
る
五
甚
深
は
、
『
法
華
経
』
の
「
諸
仏
智
慧
、
甚
深
無
量
」
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
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-
-
第
一
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
（
八
甚
深
）
§
2
2
2
【
本
文
】
問
。
次
八
甚
深
者
、
釈
二
経
何
句
一
耶
。
答
。
是
八
甚
深
者
、
釈
下
経
自
二
「
其
智
慧
門
一
」
、
至
二
「
意
趣
難
解
一
」
等
句
文
上
也
。
問
。
是
八
甚
深
一
、
釈
二
経
文
何
一
耶
。
答
。
用
二
受
持
読
誦
甚
深
一、
釈
二
経
「
仏
曽
親
近
百
千
万
億
無
数
仏
一
」
。
論
云
二
「
已
曽
親
近
供
養
無
量
百
千
万
億
無
数
諸
仏
一
」
故
。
第
二
用
二
修
行
甚
深
一、
釈
二
「
尽
行
諸
仏
無
量
道
法
一
」
。
論
云
二
「
於
百
千
万
億
那
由
他
仏
所
、
尽
行
諸
仏
所
修
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
法
一
」
故
。
第
三
用
二―
要
果
行
甚
深
一、
釈
二
経
「
勇
猛
精
進
一
」
。
論
云
二
「
舎
利
弗
、
如
来
已
於
無
量
百
千
万
億
那
由
他
劫
、
勇
猛
精
進
、
所
作
成
就
一
」
故
。
第
四
用
二
増
長
功
徳
心
甚
深
一、
釈
二
経
「
名
称
普
聞
一
」
。
論
同
二
経
文
一。
第
五
用
二
快
妙
事
心
甚
深
一、
釈
二
経
「
成
就
未
曽
有
法
一
」
。
論
云
二
「
舎
利
弗
、
如
来
畢
竟
成
就
稀
有
之
法
一
」
故
。
第
六
用
二
無
上
甚
深
一
釈
。
論
牒
二
経
「
舎
利
弗
、
難
解
之
法
、
如
来
能
知
一
」
故
。
第
七
用
二
入
甚
深
一、
釈
二
経
「
随
宜
所
説
、
意
趣
難
解
一
」
。
論
牒
レ
経
云
二
「
舎
利
弗
、
難
解
法
者
、
諸
仏
如
来
、
随
宜
説
法
、
意
趣
難
解
一
」
故
。
第
八
用
二
不
共
声
聞
辟
支
仏
所
作
住
持
甚
深
一
釈
。
論
牒
二
経
「
一
切
声
聞
辟
支
仏
等
所
不
能
知
一
」
故
。
【
校
訂
】
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底
本
の
「
第
五
用
決
妙
事
心
甚
深
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
第
五
用
快
妙
事
心
甚
深
」
に
改
め
る
。
、
、
【
訓
読
】
問
う
。
次
に
八
甚
深
と
は
、
経
の
何
れ
の
句
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
是
の
八
甚
深
は
、
経
の
「
其
智
慧
門
」
自
り
、
「
意
趣
難
解
」
等
に
至
る
ま
で
の
句
文
を
釈
す
る
な
り
。
(
)80
問
う
。
是
の
八
甚
深
の
一
は
、
経
文
の
何
れ
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
受
持
読
誦
甚
深
を
用
て
、
経
の
「
仏
曽
親
近
百
千
万
億
無
数
仏
」
を
釈
す
。
論
に
「
已
曽
親
近
供
養
無
量
百
千
万
億
無
数
諸
仏
」
と
云
う
故
な
り
。
第
二
に
修
行
甚
深
を
用
て
、
「
尽
行
諸
仏
無
量
道
法
」
を
釈
す
。
論
に
「
於
百
千
万
億
那
由
他
仏
所
、
尽
行
諸
仏
所
修
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
法
」
と
云
う
故
な
り
。
第
三
に
果
行
甚
深
を
用
要
て
、
経
の
「
勇
猛
精
も
っ
進
」
を
釈
す
。
論
に
「
舎
利
弗
、
如
来
已
於
無
量
百
千
万
億
那
由
他
劫
、
勇
猛
精
進
、
所
作
成
就
」
と
云
う
故
な
り
。
第
四
に
増
長
功
徳
心
甚
深
を
用
て
、
経
の
「
名
称
普
聞
」
を
釈
す
。
論
も
経
の
文
に
同
じ
。
第
五
に
快
妙
事
心
甚
深
を
用
て
、
経
の
「
成
就
未
曽
有
法
」
を
釈
す
。
論
に
「
舎
利
弗
、
如
来
畢
竟
成
就
稀
有
之
法
」
と
云
う
故
な
り
。
第
六
に
無
上
甚
深
を
用
て
釈
す
。
論
に
経
の
「
舎
利
弗
、
難
解
之
法
、
如
来
能
知
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
七
に
入
甚
深
を
用
て
、
経
の
「
随
宜
所
説
、
意
趣
難
解
」
を
釈
す
。
論
に
経
を
牒
し
て
「
舎
利
弗
、
難
解
法
者
、
諸
仏
如
来
、
随
宜
説
法
、
意
趣
難
解
」
と
云
う
故
な
り
。
第
八
に
不
共
声
聞
辟
支
仏
所
作
住
持
甚
深
を
用
て
釈
す
。
論
に
経
の
「
一
切
声
聞
辟
支
仏
等
所
不
能
知
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
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【
校
訂
】
底
本
の
「
諸
仏
如
来
、
随
宜
説
」
を
「
諸
仏
如
来
、
随
宜
説
法
」
に
改
め
る
。
、
【
註
釈
】
(
)
是
の
八
甚
深
は
～
句
文
を
釈
す
る
な
り
八
甚
深
と
は
、
『
法
華
論
』
所
説
の
阿
含
甚
深
（
大
正
二
六
・
五
頁
上
80
中
）
を
指
す
。
『
法
華
論
』
で
は
、
「
舎
利
弗
、
如
来
応
正
遍
知
、
已
曽
親
二―
近
供
三―
養
無
量
百
千
万
億
無
数
諸
仏
一、
於
二
百
千
億
那
由
他
仏
所
一、
尽
二―
行
諸
仏
所
レ
修
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
法
一。
舎
利
弗
、
如
来
、
已
於
二
無
量
百
千
億
那
由
他
劫
一、
勇
猛
精
進
、
所
レ
作
成
就
、
名
称
普
聞
。
舎
利
弗
、
如
来
、
畢
竟
成
二―
就
希
有
之
法
一。
舎
利
弗
、
難
レ
解
之
法
、
如
来
能
知
。
舎
利
弗
、
難
レ
解
法
者
、
諸
仏
如
来
、
随
レ
宜
所
レ
説
。
意
趣
難
レ
解
。
一
切
声
聞
辟
支
仏
等
所
レ
不
レ
能
レ
知
。
」
の
経
文
（
大
正
二
六
・
四
頁
下
）
に
対
し
て
、
阿
含
甚
深
（
受
持
読
誦
甚
深
・
修
行
甚
深
・
果
行
甚
深
・
増
長
功
徳
心
甚
深
・
快
妙
事
心
甚
深
・
無
上
甚
深
・
入
甚
深
・
不
共
声
聞
辟
支
仏
所
作
住
持
甚
深
の
八
つ
の
甚
深
）
が
示
さ
れ
る
。
阿
含
甚
深
に
つ
い
て
も
証
甚
深
と
同
様
、
最
澄
以
前
に
は
、
智
顗
や
基
、
湛
然
と
い
っ
た
学
匠
に
よ
っ
て
、
阿
含
甚
深
の
『
法
華
経
』
の
経
文
へ
の
配
当
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
【
通
釈
】
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『
法
華
論
』
方
便
品
の
歎
妙
法
功
徳
具
足
分
に
説
か
れ
る
八
甚
深
（
受
持
読
誦
甚
深
・
修
行
甚
深
・
果
行
甚
深
・
増
長
功
徳
心
甚
深
・
快
妙
事
心
甚
深
・
無
上
甚
深
・
入
甚
深
・
不
共
声
聞
辟
支
仏
所
作
住
持
甚
深
）
は
、
『
法
華
経
』
の
「
其
智
慧
門
」
か
ら
「
意
趣
難
解
」
等
ま
で
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
【
解
説
】
こ
で
は
、
『
法
華
論
』
所
引
の
経
文
と
阿
含
甚
深
、
及
び
『
法
華
経
』
の
経
文
の
対
応
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
第
六
無
上
甚
深
・
第
八
不
共
声
聞
辟
支
仏
所
作
住
持
甚
深
に
つ
い
て
は
、
『
法
華
経
』
の
経
文
と
の
対
応
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
最
澄
の
説
は
、
『
守
護
国
界
章
』
巻
中
之
下
（
伝
全
二
・
四
七
〇
頁
）
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
［
武
本
二
〇
二
〇
］
参
照
。
a
-
-
第
二
歎
法
師
功
徳
成
就
分
（
四
成
就
）
§
2
3
1
【
本
文
】
問
。
用
二
四
成
就
一、
釈
二
何
経
文
一
耶
。
答
。
初
用
二
住
成
就
一
釈
。
論
牒
二
経
「
舎
利
弗
、
如
来
成
就
種
方
便
一
」
故
。
第
二
用
二
教
化
成
就
一
釈
。
論
牒
二
経
「
種
知
見
一
」
故
也
。
第
三
用
二
功
徳
畢
竟
成
就
一
釈
。
論
牒
二
経
「
種
念
観
一
」
故
。
第
四
用
二
説
成
就
一
釈
。
論
牒
二
経
「
種
言
辞
一
」
故
。
又
復
有
レ
義
。
用
二
住
成
就
「
種
方
便
一
」
、
釈
二
経
「
舎
利
弗
、
吾
従
成
仏
已
来
、
種
因
縁
、
種
譬
喩
、
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広
演
言
教
、
無
数
方
便
、
引
導
衆
生
、
令
離
諸
著
一
」
。
釈
論
牒
二
経
「
舎
利
弗
、
吾
従
成
仏
已
来
、
広
演
言
教
、
無
数
方
便
、
引
導
衆
生
、
於
諸
著
処
、
令
得
解
脱
一
」
故
。
復
用
二
教
化
成
就
「
種
知
見
一
」
、
釈
二
経
「
所
以
者
何
、
如
来
方
便
知
見
波
羅
蜜
、
皆
已
具
足
一
」
。
釈
論
牒
二
経
「
舎
利
弗
、
如
来
知
見
方
便
、
到
於
彼
岸
一
」
故
。
復
用
二
功
徳
畢
竟
成
就
「
種
念
観
一
」
、
釈
二
経
「
如
来
知
見
、
広
大
深
遠
、
無
量
無
礙
、
力
無
所
畏
、
禅
定
解
脱
三
昧
一
」
。
釈
論
牒
二
経
「
舎
利
弗
、
如
来
知
見
、
広
大
深
遠
、
無
障
・
無
礙
・
力
・
無
所
畏
不
共
等
法
・
根
・
力
・
菩
提
分
・
禅
定
・
解
脱
・
三
昧
・
三
摩
跋
提
、
皆
已
具
足
一
」
故
。
【
訓
読
】
問
う
。
四
成
就
を
用
て
、
何
れ
の
経
文
を
釈
す
る
や
。
(
)81
答
う
。
初
に
住
成
就
を
用
て
釈
す
。
論
に
経
の
「
舎
利
弗
、
如
来
成
就
種
方
便
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
二
に
教
化
成
就
を
用
て
釈
す
。
論
に
経
の
「
種
知
見
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
三
に
功
徳
畢
竟
成
就
を
用
て
釈
す
。
論
に
経
の
「
種
念
観
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
四
に
説
成
就
を
用
て
釈
す
。
論
に
経
の
「
種
言
辞
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
又
復
た
義
有
り
。
住
成
就
の
「
種
方
便
」
を
用
て
、
経
の
「
舎
利
弗
、
吾
従
成
仏
已
来
、
種
因
縁
、
種
譬
喩
、
広
演
言
教
。
無
数
方
便
。
引
導
衆
生
。
令
離
諸
著
」
を
釈
す
。
釈
論
に
経
の
「
舎
利
弗
、
吾
従
成
仏
已
来
、
広
演
言
教
、
無
数
方
便
、
引
導
衆
生
、
於
諸
著
処
、
令
得
解
脱
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
復
た
教
化
成
就
の
「
種
知
見
」
を
用
て
、
経
の
「
所
以
者
何
、
如
来
方
便
知
見
波
羅
蜜
、
皆
已
具
足
」
を
釈
す
。
釈
論
に
経
の
「
舎
利
弗
、
如
来
知
見
方
便
、
到
於
彼
岸
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
復
た
功
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徳
畢
竟
成
就
の
「
種
念
観
」
を
用
て
、
経
の
「
如
来
知
見
、
広
大
深
遠
、
無
量
無
礙
、
力
無
所
畏
、
禅
定
解
脱
三
昧
」
を
釈
す
。
釈
論
に
経
の
「
舎
利
弗
、
如
来
知
見
、
広
大
深
遠
、
無
障
・
無
礙
・
力
・
無
所
畏
不
共
等
法
・
根
・
力
・
菩
提
分
・
禅
定
・
解
脱
・
三
昧
・
三
摩
跋
提
、
皆
已
具
足
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
【
校
訂
】
底
本
の
「
初
用
往
成
就
釈
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
初
用
住
成
就
釈
」
に
改
め
る
。
、
、
底
本
の
「
用
往
成
就
種
方
便
」
を
、
「
用
住
成
就
種
方
便
」
に
改
め
る
。
、
、
【
註
釈
】
(
)
四
成
就
『
法
華
論
』
で
は
、
「
舎
利
弗
、
諸
仏
如
来
、
自
在
説
二
因
成
就
一
故
。
舎
利
弗
、
如
来
成
二―
就
種
方
便
・
81
種
知
見
・
種
念
観
・
種
言
辞
一。
舎
利
弗
、
吾
従
二
成
仏
一
已
来
、
於
二
彼
処
一、
広
演
二
言
教
一、
無
数
方
便
、
引
二―
導
衆
生
一、
於
二
諸
著
処
一、
令
レ
得
二
解
脱
一。
舎
利
弗
、
如
来
知
見
方
便
、
到
二
於
彼
岸
一。
舎
利
弗
、
如
来
知
見
、
広
大
深
遠
、
無
障
・
無
礙
・
力
・
無
所
畏
・
不
共
法
・
根
・
力
・
菩
提
分
・
禅
定
・
解
脱
・
三
昧
・
三
摩
跋
提
、
皆
已
具
足
。
」
の
経
文
（
大
正
二
六
・
四
頁
下
）
に
対
し
て
、
住
成
就
・
教
化
成
就
・
功
徳
畢
竟
成
就
・
説
成
就
の
四
つ
の
成
就
が
説
か
れ
る
（
大
正
二
六
・
五
頁
中
下
）
。
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【
通
釈
】
『
法
華
論
』
方
便
品
の
歎
法
師
功
徳
成
就
分
に
説
か
れ
る
四
成
就
（
住
成
就
・
教
化
成
就
・
功
徳
畢
竟
成
就
・
説
成
就
）
は
、
『
法
華
経
』
の
「
舎
利
弗
、
吾
従
成
仏
已
来
」
か
ら
「
力
無
所
畏
、
禅
定
解
脱
三
昧
」
ま
で
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
-
-
第
二
歎
法
師
功
徳
成
就
分
（
七
成
就
）
§
2
3
2
【
本
文
】
又
用
二
説
成
就
「
種
言
辞
一
」
釈
、
経
有
二
七
文
一。
即
七
成
就
。
第
一
用
二
種
成
就
一、
釈
二
経
「
深
入
無
際
、
成
就
一
切
未
曽
有
法
一
」
。
論
牒
二
経
文
「
舎
利
弗
、
諸
仏
如
来
、
深
入
無
際
、
成
就
一
切
未
曽
有
法
一
」
故
。
第
二
用
二
言
語
成
就
一、
釈
二
経
「
舎
利
弗
、
如
来
能
種
分
別
、
巧
説
諸
法
、
言
辞
柔
軟
、
悦
可
衆
心
一
」
。
論
牒
二
経
文
「
如
来
能
種
分
別
、
巧
説
諸
法
、
言
辞
柔
軟
、
悦
可
衆
心
一
」
故
。
第
三
相
成
就
、
釈
二
経
文
「
舎
利
弗
、
取
要
言
之
、
無
量
無
辺
未
曽
有
法
、
仏
悉
成
就
。
止
舎
利
弗
、
不
須
復
説
一
」
。
論
牒
二
経
文
「
止
舎
利
弗
、
不
須
復
説
一
」
故
。
第
四
堪
成
就
、
釈
二
経
文
「
所
以
者
何
、
仏
所
成
就
、
第
一
希
有
、
難
解
之
法
一
」
。
論
牒
二
経
文
「
舎
利
弗
、
仏
所
成
就
第
一
希
有
難
解
之
法
一
」
故
。
第
五
無
量
種
成
就
、
釈
二
経
文
「
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究
尽
、
諸
法
実
相
一
」
。
論
牒
二
経
文
「
舎
利
弗
、
唯
仏
与
仏
説
法
、
諸
仏
如
来
、
能
知
彼
法
究
竟
実
相
一
」
也
。
第
六
用
二
覚
体
成
就
一
成
釈
。
論
牒
二
経
「
舎
利
弗
、
唯
仏
如
来
、
知
一
切
法
一
」
故
。
第
七
用
二
随
順
衆
生
意
為
説
修
行
法
成
就
一
釈
。
論
牒
二
経
文
「
舎
利
弗
、
唯
仏
如
来
、
能
説
一
切
法
一
」
故
。
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【
訓
読
】
又
説
成
就
の
「
種
言
辞
」
を
用
て
釈
す
る
に
、
経
に
七
文
有
り
。
即
ち
七
成
就
な
り
。
第
一
に
種
成
就
を
用
て
、
経
の
(
)82
「
深
入
無
際
、
成
就
一
切
未
曽
有
法
」
を
釈
す
。
論
に
経
文
の
「
舎
利
弗
、
諸
仏
如
来
、
深
入
無
際
、
成
就
一
切
未
曽
有
法
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
二
に
言
語
成
就
を
用
て
、
経
の
「
舎
利
弗
、
如
来
能
種
分
別
、
巧
説
諸
法
、
言
辞
柔
軟
、
悦
可
衆
心
」
を
釈
す
。
論
に
経
文
の
「
如
来
能
種
分
別
、
巧
説
諸
法
、
言
辞
柔
軟
、
悦
可
衆
心
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
三
に
相
成
就
は
、
経
文
の
「
舎
利
弗
、
取
要
言
之
、
無
量
無
辺
未
曽
有
法
、
仏
悉
成
就
。
止
舎
利
弗
、
不
須
復
説
」
を
釈
す
。
論
に
経
文
の
「
止
舎
利
弗
、
不
須
復
説
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
四
に
堪
成
就
は
、
経
文
の
「
所
以
者
何
、
仏
所
成
就
、
第
一
希
有
、
難
解
之
法
」
を
釈
す
。
論
に
経
文
の
「
舎
利
弗
、
仏
所
成
就
第
一
希
有
難
解
之
法
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
五
に
無
量
種
成
就
は
、
経
文
の
「
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究
尽
、
諸
法
実
相
」
を
釈
す
。
論
に
経
文
の
「
舎
利
弗
、
唯
仏
与
仏
説
法
、
諸
仏
如
来
、
能
知
彼
法
究
竟
実
相
」
を
牒
す
る
な
り
。
第
六
に
覚
体
成
就
を
用
て
成
釈
す
。
論
に
経
の
「
舎
利
弗
、
唯
仏
如
来
、
知
一
切
法
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
第
七
に
随
順
衆
生
意
為
説
修
行
法
成
就
を
用
て
釈
す
。
論
に
経
文
の
「
舎
利
弗
、
唯
仏
如
来
、
能
説
一
切
法
」
を
牒
す
る
故
な
り
。
【
註
釈
】
(
)
説
成
就
の
「
種
言
辞
」
を
用
て
釈
す
る
に
、
経
に
七
文
有
り
。
即
ち
七
成
就
な
り
『
法
華
論
』
で
は
、
四
成
就
82
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第
四
の
説
成
就
を
開
い
て
七
成
就
と
す
る
。
『
法
華
論
』
所
引
の
「
舎
利
弗
、
諸
仏
如
来
、
深
入
二
無
際
一、
成
二―
就
一
切
未
曽
有
法
一。
舎
利
弗
、
如
来
、
能
種
分
別
、
巧
説
二
諸
法
一、
言
辞
柔
軟
、
悦
二―
可
衆
心
一。
止
舎
利
弗
、
不
レ
須
二
復
説
一。
舎
利
弗
、
仏
所
二
成
就
一、
第
一
希
有
難
解
之
法
。
舎
利
弗
、
唯
仏
与
レ
仏
説
レ
法
。
諸
仏
如
来
、
能
知
二
彼
法
究
竟
実
相
一。
舎
利
弗
、
唯
仏
如
来
、
知
二
一
切
法
一。
舎
利
弗
、
唯
仏
如
来
、
能
説
二
一
切
法
一。
」
の
経
文
（
大
正
二
六
・
四
頁
下
）
に
対
し
て
、
種
成
就
、
・
言
語
成
就
・
相
成
就
・
堪
成
就
・
無
量
種
成
就
・
覚
体
成
就
・
随
順
衆
生
意
為
説
修
行
法
成
就
の
七
つ
の
成
就
が
説
か
れ
る
（
大
正
二
六
・
六
頁
上
）
。
【
通
釈
】
『
法
華
論
』
方
便
品
の
歎
法
師
功
徳
成
就
分
に
説
か
れ
る
四
成
就
の
う
ち
、
第
四
の
説
成
就
を
開
く
と
七
成
就
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
種
成
就
、
・
言
語
成
就
・
相
成
就
・
堪
成
就
・
無
量
種
成
就
・
覚
体
成
就
・
随
順
衆
生
意
為
説
修
行
法
成
就
で
あ
る
。
第
六
覚
体
成
就
と
第
七
随
順
衆
生
意
為
説
修
行
法
成
就
を
除
く
五
成
就
は
、
『
法
華
経
』
の
「
深
入
無
際
、
成
就
一
切
未
曽
有
法
」
か
ら
「
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究
尽
、
諸
法
実
相
」
ま
で
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
【
解
説
】
こ
で
最
澄
は
、
『
法
華
論
』
の
第
六
・
第
七
成
就
に
つ
い
て
、
『
法
華
経
』
の
経
文
に
配
当
せ
ず
、
四
成
就
・
七
成
就
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
『
守
護
国
界
章
』
巻
中
之
下
（
伝
全
二
・
四
七
〇
頁
～
四
七
二
頁
）
に
お
い
て
も
、
最
澄
の
解
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答
は
出
さ
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
箇
所
に
関
す
る
最
澄
以
前
の
釈
義
に
は
、
智
顗
、
基
、
智
度
と
い
っ
た
学
匠
の
解
釈
が
あ
る
。
智
顗
は
、
『
法
華
文
句
』
巻
三
下
（
大
正
三
四
・
三
八
頁
中
下
）
に
お
い
て
、
十
法
の
権
実
の
う
ち
、
「
因
果
・
漸
頓
・
開
合
・
通
別
（
利
益
）
・
悉
壇
・
事
理
」
の
六
つ
の
権
実
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
法
華
論
』
所
引
の
経
文
と
四
成
就
・
七
成
就
、
そ
し
て
『
法
華
経
』
の
経
文
を
会
釈
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
た
だ
し
、
智
顗
の
試
み
に
は
、
成
就
に
関
す
る
表
記
に
若
干
の
問
題
点
が
あ
る
た
め
、
湛
然
は
、
『
文
句
記
』
巻
四
上
（
大
正
三
四
・
二
一
六
頁
中
下
）
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
註
解
し
て
い
る
。
論
従
レ
此
後
、
復
立
二
如
来
四
種
功
徳
一。
因
果
権
実
、
是
一
者
初
住
成
就
。
漸
頓
権
実
、
是
第
二
教
化
成
就
、
此
中
闕
レ
一
、
開
合
権
実
。
余
与
レ
論
不
レ
同
。
亦
不
レ
須
二
和
会
一。
以
二
論
文
増
一
レ
句
、
今
但
直
対
。
湛
然
は
、
因
果
の
権
実
が
四
成
就
の
第
一
住
成
就
に
、
頓
漸
の
権
実
が
四
成
就
の
第
二
教
化
成
就
に
配
当
さ
れ
る
こ
と
を
記
す
が
、
四
成
就
の
第
三
功
徳
畢
竟
成
就
以
降
の
解
釈
に
つ
い
て
は
断
念
し
て
い
る
。
こ
の
断
念
は
、
『
法
華
五
百
問
論
』
巻
上
（
続
蔵
二-
五
・
三
四
九
丁
左
下
）
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
問
、
「
無
量
無
礙
」
去
、
其
義
云
何
。
答
曰
、
論
中
牒
レ
経
、
増
二
十
八
不
共
・
五
根
・
五
力
及
菩
提
分
一。
今
謂
、
準
二
此
論
文
一、
亦
是
増
レ
句
、
解
二―
釈
経
一
也
。
故
不
レ
得
下
与
二
経
中
一、
並
列
為
レ
対
而
釈
上。
如
二
八
句
・
五
難
一
即
其
例
也
。
す
な
わ
ち
湛
然
は
、
『
法
華
経
』
方
便
品
第
二
の
「
無
量
・
無
礙
・
力
・
無
所
畏
・
禅
定
・
解
脱
・
三
昧
」
の
経
文
（
大
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正
九
・
五
頁
下
）
に
つ
い
て
、
『
法
華
論
』
方
便
品
（
大
正
二
六
・
四
頁
下
）
で
は
、
「
十
八
不
共
法
・
五
根
・
五
力
・
菩
提
分
」
の
句
が
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、
『
法
華
論
』
序
品
の
「
欲
論
大
法
・
欲
雨
大
法
雨
・
欲
撃
大
法
鼓
・
欲
建
大
法
幢
・
欲
然
大
法
灯
・
欲
吹
大
法
蠡
・
欲
不
断
大
法
鼓
・
欲
説
大
法
」
の
八
大
義
の
句
（
-
-
第
一
現
見
大
義
§
1
7
1
因
成
就
の
項
を
参
照
）
や
方
便
品
の
「
難
見
・
難
覚
・
難
知
・
難
解
・
難
入
」
の
五
難
の
句
（
大
正
二
六
・
四
頁
下
）
が
、
『
法
華
経
』
の
経
文
と
比
べ
て
増
広
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
法
華
経
』
と
『
法
華
論
』
所
引
の
経
文
を
対
応
さ
せ
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
な
お
、
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
『
法
華
経
』
方
便
品
第
二
の
「
舎
利
弗
、
如
来
知
見
、
広
大
深
遠
。
無
量
・
無
礙
・
力
・
無
所
畏
・
禅
定
・
解
脱
・
三
昧
。
」
の
経
文
、
及
び
『
法
華
論
』
所
引
の
「
舎
利
弗
、
如
来
知
見
、
広
大
深
遠
。
無
障
・
無
礙
・
力
・
無
所
畏
・
不
共
法
・
根
・
力
・
菩
提
分
・
禅
定
・
解
脱
・
三
昧
・
三
摩
跋
提
、
皆
已
具
足
。
」
の
経
文
は
、
四
成
就
の
第
三
功
徳
畢
竟
成
就
に
当
た
る
文
で
あ
る
。
他
方
で
基
は
、
『
法
華
玄
賛
』
巻
三
本
（
大
正
三
四
・
六
九
八
頁
中
～
七
〇
四
頁
中
）
に
お
い
て
、
四
成
就
・
七
成
就
の
『
法
華
経
』
の
経
文
へ
の
配
当
を
試
み
て
い
る
。
基
は
、
四
成
就
と
『
法
華
経
』
の
経
文
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
後
で
、
七
成
就
と
『
法
華
経
』
の
経
文
の
対
応
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
（
大
正
三
四
・
七
〇
三
頁
中
下
）
。
以
二
七
句
一、
釈
二
第
四
言
詞
一。
此
経
、
唯
有
二
初
之
五
句
一、
第
六
句
闕
、
第
七
句
少
。
…
此
経
、
脱
二
第
六
覚
体
成
就
一。
「
如
来
能
知
一
切
法
」
、
仏
自
証
得
故
。
亦
少
二
第
七
随
順
衆
生
意
為
説
修
行
法
成
就
一。
「
如
来
能
説
一
切
法
」
故
。
此
経
所
レ
言
、
「
所
謂
、
諸
法
如
是
相
」
等
、
是
。
此
第
七
所
レ
説
諸
法
、
仏
所
二
現
見
一、
無
レ
所
レ
不
レ
見
。
こ
で
基
は
、
『
法
華
論
』
の
四
成
就
の
第
四
の
説
成
就
（
種
言
辞
）
を
開
く
と
七
句
（
七
成
就
）
が
あ
り
、
『
法
華
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経
』
の
経
文
で
は
、
そ
の
う
ち
の
第
五
無
量
種
成
就
ま
で
が
対
応
す
る
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
第
六
覚
体
成
就
は
、
『
法
華
経
』
の
経
文
に
は
な
く
、
第
七
随
順
衆
生
意
為
説
修
行
法
成
就
に
つ
い
て
は
、
「
少
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
『
法
華
経
』
の
十
如
是
の
経
文
に
配
対
さ
せ
て
い
る
。
な
お
、
湛
然
の
門
弟
と
さ
れ
る
智
度
は
、
『
法
華
経
疏
義
纘
』
巻
三
（
続
蔵
一-
四
五
・
二
三
一
丁
右
下
～
二
三
二
丁
右
上
）
に
お
い
て
、
『
法
華
玄
賛
』
の
所
説
に
依
り
つ
も
、
天
台
義
を
用
い
て
、
四
成
就
・
七
成
就
と
『
法
華
経
』
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
湛
然
の
門
弟
で
あ
る
、
道
暹
の
『
法
華
経
文
句
輔
正
記
』
巻
三
の
記
述
（
続
蔵
一-
四
五
・
五
八
丁
右
上
）
や
智
雲
の
『
妙
経
文
句
私
志
記
』
巻
十
の
記
述
（
続
蔵
一-
四
六
・
九
四
丁
左
上
～
九
六
丁
右
上
）
に
は
、
特
筆
す
べ
き
釈
義
が
な
い
の
と
対
照
的
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
ま
た
、
四
成
就
・
七
成
就
に
つ
い
て
、
最
澄
以
降
で
は
、
証
真
が
『
法
華
疏
私
記
』
巻
三
末
（
仏
全
二
一
・
四
八
六
頁
上
～
四
八
七
頁
上
）
に
お
い
て
、
智
顗
の
教
説
の
矛
盾
点
を
消
釈
す
る
解
答
を
提
示
し
て
い
る
。
-
第
二
歎
法
師
功
徳
成
就
分
（
五
何
）
・
第
三
大
衆
定
疑
分
（
三
義
）
§
2
4
【
本
文
】
問
。
其
五
何
等
、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
五
何
等
句
一、
釈
二
経
十
如
是
文
一
也
。
問
。
其
二
五
何
等
、
相
二―
当
十
如
是
一
何
耶
。
答
。
有
二
三
義
一
也
。
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問
。
其
三
義
中
、
初
決
定
義
、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
其
初
決
定
義
一、
釈
下
経
自
二
「
爾
時
大
衆
中
一
」
、
至
中
「
亦
得
此
法
、
到
於
涅
槃
上
」
也
。
問
。
用
二
其
第
二
疑
義
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
第
二
疑
義
一、
釈
二
経
「
而
今
不
知
是
義
所
趣
」
文
一。
問
。
用
二
其
第
三
依
何
事
疑
義
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
其
第
三
依
何
事
疑
義
一、
釈
下
経
「
爾
時
舎
利
弗
」
、
至
二
「
而
説
偈
言
一
」
文
上。
【
校
訂
】
底
本
の
「
用
其
第
三
依
何
等
疑
義
、
釈
経
何
文
耶
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
用
其
第
三
依
何
事
疑
義
、
釈
経
何
文
、
、
耶
」
に
改
め
る
。
【
訓
読
】
問
う
。
其
の
五
何
等
は
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
二
の
五
何
等
の
句
を
用
て
、
経
の
十
如
是
の
文
を
釈
す
る
な
り
。
(
)83
問
う
。
其
の
二
の
五
何
等
は
、
十
如
是
に
相
い
当
た
る
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
三
義
有
る
な
り
。
(
)84
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問
う
。
其
の
三
義
の
中
の
、
初
の
決
定
義
は
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
其
の
初
の
決
定
義
を
用
て
、
経
の
「
爾
時
大
衆
中
」
自
り
、
「
亦
得
此
法
、
到
於
涅
槃
」
に
至
る
ま
で
を
釈
す
る
な
り
。
問
う
。
其
の
第
二
の
疑
義
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
第
二
の
疑
義
を
用
て
、
経
の
「
而
今
不
知
是
義
所
趣
」
の
文
を
釈
す
。
問
う
。
其
の
第
三
の
依
何
事
疑
義
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
其
の
第
三
の
依
何
事
疑
義
を
用
て
、
経
の
「
爾
時
舎
利
弗
」
よ
り
、
「
而
説
偈
言
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
【
註
釈
】
(
)
二
の
五
何
等
の
句
『
法
華
論
』
方
便
品
の
歎
法
師
功
徳
成
就
分
で
は
、
「
何
等
法
・
云
何
法
・
何
似
法
・
何
相
83
法
・
何
体
法
。
何
等
・
云
何
・
何
似
・
何
相
・
何
体
、
如
レ
是
等
一
切
法
、
如
来
現
見
、
非
レ
不
二
現
見
一。
」
の
経
文
（
大
正
二
六
・
四
頁
下
）
に
対
し
て
、
与
証
法
と
与
説
法
の
二
種
に
亙
っ
て
、
五
何
（
何
等
法
・
云
何
法
・
何
似
法
・
何
相
法
・
何
体
法
）
が
解
説
さ
れ
る
（
大
正
二
六
・
六
頁
上
中
）
。
(
)
三
義
『
法
華
論
』
方
便
品
の
大
衆
定
疑
分
に
は
、
「
決
定
義
者
、
…
如
二
経
「
爾
時
大
衆
中
、
有
諸
声
聞
漏
尽
阿
84
羅
漢
」
次
第
、
乃
至
「
亦
得
此
法
、
到
於
涅
槃
」
故
一。
言
疑
義
者
、
…
如
二
経
「
而
今
、
不
知
是
義
所
趣
」
故
一。
依
何
事
疑
義
者
、
…
如
二
経
「
爾
時
舎
利
弗
、
知
四
衆
心
疑
」
次
第
、
乃
至
「
而
説
偈
言
一
」
。
と
あ
り
、
決
定
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義
・
疑
義
・
依
何
事
疑
義
の
三
義
が
説
か
れ
る
（
大
正
二
六
・
六
頁
中
下
）
が
、
『
法
華
論
』
内
に
該
当
す
る
経
文
自
体
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
大
竹
晋
氏
は
、
「
お
そ
ら
く
、
こ
の
「
経
に
…
如
し
」
と
い
う
文
全
体
が
原
梵
文
に
な
く
、
翻
訳
の
際
の
不
適
切
な
補
い
だ
ろ
う
。
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
［
大
竹
二
〇
一
一
］
二
一
三
頁
・
註
一
九
、
二
一
四
頁
・
註
三
、
註
一
〇
参
照
。
【
通
釈
】
『
法
華
論
』
方
便
品
の
歎
法
師
功
徳
成
就
分
に
は
、
与
証
法
と
与
説
法
の
、
二
種
の
五
何
（
何
等
法
・
云
何
法
・
何
似
法
・
何
相
法
・
何
体
法
）
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
五
何
は
、
『
法
華
経
』
の
十
如
是
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
『
法
華
論
』
方
便
品
の
大
衆
定
疑
分
に
説
か
れ
る
三
義
（
決
定
義
・
疑
義
・
依
何
事
疑
義
）
は
、
『
法
華
経
』
の
「
爾
時
大
衆
中
、
有
諸
声
聞
」
か
ら
「
爾
時
舎
利
弗
、
欲
重
宣
此
義
、
而
説
偈
言
」
ま
で
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
-
第
四
定
記
分
（
四
記
）
§
2
5
【
本
文
】
問
。
其
四
記
初
決
定
心
、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
此
決
定
心
者
、
是
義
、
出
也
。
不
三
是
釈
二
経
文
一
也
。
問
。
用
二
第
二
因
授
記
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
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答
。
用
二
第
二
因
授
記
一、
釈
下
経
自
二
「
爾
時
仏
、
告
舎
利
弗
、
止
不
須
復
説
一
」
、
至
二
「
是
等
聞
此
法
、
則
生
大
歓
喜
一
」
文
上。
問
。
用
二
其
第
三
取
授
記
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
其
第
三
取
授
記
一、
釈
下
経
自
二
「
爾
時
世
尊
、
告
舎
利
弗
、
汝
已
慇
懃
三
請
一
」
、
至
二
「
願
楽
欲
聞
一
」
文
上。
問
。
用
二
其
第
四
与
授
記
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
与
授
記
一、
釈
二
経
文
一
有
レ
二
。
一
惣
、
二
別
。
問
。
其
惣
・
別
何
耶
。
答
。
惣
釈
者
、
釈
下
経
自
二
「
仏
告
舎
利
弗
、
如
是
妙
法
一
」
、
至
二
「
尚
無
二
乗
、
何
況
有
三
一
」
文
上。
問
。
其
別
釈
何
也
。
答
。
別
釈
有
二
六
種
一。
問
。
其
六
種
何
耶
。
答
。
其
別
釈
六
者
、
一
者
未
聞
令
聞
、
二
者
説
、
三
者
依
何
等
義
、
四
者
令
住
、
五
者
依
法
、
六
者
遮
。
問
。
用
二
初
未
聞
令
聞
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
初
未
聞
令
聞
一、
釈
下
経
自
二
「
仏
告
舎
利
弗
、
如
是
妙
法
一
」
、
至
二
「
言
不
虚
妄
一
」
文
上。
問
。
用
二
第
二
説
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
第
二
説
一、
釈
下
経
自
二
「
舎
利
弗
、
諸
仏
随
宜
説
法
一
」
、
至
二
「
乃
能
知
之
一
」
文
上。
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問
。
用
二
第
三
依
何
等
義
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
第
三
依
何
等
義
一、
釈
下
経
自
二
「
所
以
者
何
、
諸
仏
世
尊
、
唯
以
一
大
事
一
」
、
至
二
「
仏
之
知
見
、
示
悟
衆
生
一
」
文
上。
問
。
用
二
第
四
令
住
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
第
四
令
住
一、
釈
下
経
自
二
「
舎
利
弗
、
如
来
、
但
以
一
仏
乗
故
一
」
、
至
二
「
若
二
若
三
一
」
文
上。
問
。
用
二
第
五
依
法
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
第
五
依
法
一、
釈
下
経
自
二
「
舎
利
弗
、
一
切
十
方
一
」
、
至
二
「
何
況
有
三
一
」
文
上。
【
校
訂
】
底
本
の
「
如
是
如
是
妙
法
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
如
是
妙
法
」
に
改
め
る
。
、
【
訓
読
】
問
う
。
其
の
四
記
の
初
の
決
定
心
は
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
(
)85
答
う
。
此
の
決
定
心
は
、
是
の
義
、
出
づ
る
な
り
。
是
れ
経
文
を
釈
さ
ず
。
問
う
。
第
二
の
因
授
記
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
第
二
の
因
授
記
を
用
て
、
経
の
「
爾
時
仏
、
告
舎
利
弗
、
止
不
須
復
説
」
自
り
、
「
是
等
聞
此
法
、
則
生
大
歓
喜
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
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問
う
。
其
の
第
三
の
取
授
記
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
其
の
第
三
の
取
授
記
を
用
て
、
経
の
「
爾
時
世
尊
、
告
舎
利
弗
、
汝
已
慇
懃
三
請
」
自
り
、
「
願
楽
欲
聞
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
問
う
。
其
の
第
四
の
与
授
記
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
与
授
記
を
用
て
、
経
文
を
釈
す
る
に
二
有
り
。
一
に
は
惣
、
二
に
は
別
な
り
。
問
う
。
其
の
惣
・
別
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
惣
釈
と
は
、
経
の
「
仏
告
舎
利
弗
、
如
是
妙
法
」
自
り
、
「
尚
無
二
乗
、
何
況
有
三
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
問
う
。
其
の
別
釈
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
別
釈
に
六
種
有
り
。
問
う
。
其
の
六
種
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
其
の
別
釈
の
六
と
は
、
一
に
は
未
聞
令
聞
、
二
に
は
説
、
三
に
は
依
何
等
義
、
四
に
は
令
住
、
五
に
は
依
法
、
六
に
は
遮
な
り
。
問
う
。
初
の
未
聞
令
聞
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
初
の
未
聞
令
聞
を
用
て
、
経
の
「
仏
告
舎
利
弗
、
如
是
妙
法
」
自
り
、
「
言
不
虚
妄
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
問
う
。
第
二
の
説
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
第
二
の
説
を
用
て
、
経
の
「
舎
利
弗
、
諸
仏
随
宜
説
法
」
自
り
、
「
乃
能
知
之
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
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問
う
。
第
三
の
依
何
等
義
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
第
三
の
依
何
等
義
を
用
て
、
経
の
「
所
以
者
何
、
諸
仏
世
尊
、
唯
以
一
大
事
」
自
り
、
「
仏
之
知
見
、
示
悟
衆
生
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
問
う
。
第
四
の
令
住
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
第
四
の
令
住
を
用
て
、
経
の
「
舎
利
弗
、
如
来
、
但
以
一
仏
乗
故
」
自
り
、
「
若
二
若
三
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
問
う
。
第
五
の
依
法
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
第
五
の
依
法
を
用
て
、
経
の
「
舎
利
弗
、
一
切
十
方
」
自
り
、
「
何
況
有
三
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
【
註
釈
】
(
)
四
記
『
法
華
論
』
方
便
品
の
定
記
分
に
は
、
決
定
心
・
因
授
記
・
取
授
記
・
与
授
記
の
四
記
が
説
か
れ
る
。
そ
の
85
う
ち
、
因
授
記
・
取
授
記
・
与
授
記
の
三
記
に
つ
い
て
、
経
文
と
の
対
応
関
係
が
説
か
れ
る
（
大
正
二
六
・
六
頁
下
～
七
頁
中
）
が
、
註(
)
の
三
義
と
同
様
、
『
法
華
論
』
内
に
該
当
す
る
経
文
自
体
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
84
【
通
釈
】
『
法
華
論
』
方
便
品
の
定
記
分
に
は
、
決
定
心
・
因
授
記
・
取
授
記
・
与
授
記
の
四
記
が
説
か
れ
る
。
第
一
の
決
定
心
は
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『
法
華
経
』
の
経
文
に
配
当
さ
れ
な
い
が
、
因
授
記
・
取
授
記
・
与
授
記
は
、
『
法
華
経
』
の
「
爾
時
仏
、
告
舎
利
弗
、
止
止
不
須
復
説
」
か
ら
「
何
況
有
三
」
ま
で
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
の
与
授
記
に
は
、
惣
釈
と
別
釈
が
あ
り
、
別
釈
に
は
未
聞
令
聞
・
説
・
依
何
等
義
・
令
住
・
依
法
・
遮
の
六
種
が
あ
る
。
【
解
説
】
こ
で
は
、
第
四
の
与
授
記
の
別
釈
の
う
ち
、
第
六
の
遮
が
、
『
法
華
経
』
の
経
文
の
ど
の
部
分
を
釈
す
る
か
に
つ
い
て
の
言
及
が
欠
如
し
て
い
る
。
な
お
、
『
法
華
論
』
に
は
、
「
遮
者
、
如
二
経
「
舎
利
弗
、
十
方
世
界
中
、
尚
無
二
乗
、
何
況
有
三
」
如
レ
是
等
故
一。
」
と
あ
り
、
『
法
華
玄
賛
』
巻
三
末
（
大
正
三
四
・
七
〇
九
頁
下
）
で
は
、
「
六
者
、
遮
。
「
舎
利
弗
、
十
方
世
界
中
、
尚
無
二
乗
」
下
是
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
守
護
国
界
章
』
巻
中
之
下
（
伝
全
二
・
四
七
九
頁
～
四
八
五
頁
）
に
は
、
『
法
華
経
』
の
「
一
大
事
」
の
句
と
与
授
記
の
別
釈
の
第
三
の
依
何
等
義
に
つ
い
て
、
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
-
第
五
断
疑
分
§
2
6
【
本
文
】
問
。
断
疑
分
有
二
幾
節
一
耶
。
答
。
有
二
四
節
一
也
。
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問
。
其
四
節
何
也
。
答
。
其
四
節
者
、
一
疑
何
時
説
、
二
疑
云
何
知
是
増
上
慢
人
、
三
疑
云
何
堪
説
、
四
疑
云
何
如
来
不
成
妄
語
。
問
。
何
時
説
、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
何
時
説
一、
釈
下
経
自
二
「
舎
利
弗
、
諸
仏
出
於
五
濁
悪
世
一
」
、
至
中
「
皆
是
増
上
慢
人
上
」
。
問
。
用
二
云
何
知
是
増
上
慢
人
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
云
何
是
増
上
慢
人
一、
釈
下
経
自
二
「
所
以
者
何
、
若
有
比
丘
一
」
、
至
二
「
無
有
是
処
一
」
文
上。
問
。
用
二
云
何
堪
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
云
何
堪
説
一、
釈
下
経
自
二
「
除
仏
滅
度
後
一
」
、
至
二
「
便
得
決
了
一
」
文
上。
問
。
用
二
云
何
如
来
不
成
妄
語
一、
釈
二
経
何
文
一
耶
。
答
。
用
二
云
何
如
来
不
成
妄
語
一、
釈
下
経
自
二
「
舎
利
弗
汝
等
一
」
、
至
二
「
唯
一
仏
乗
一
」
文
上。
【
訓
読
】
問
う
。
断
疑
分
に
幾
ば
く
の
節
有
り
や
。
答
う
。
四
節
有
る
な
り
。
問
う
。
其
の
四
節
と
は
何
ぞ
や
。
(
)86
答
う
。
其
の
四
節
と
は
、
一
に
は
疑
何
時
説
、
二
に
は
疑
云
何
知
是
増
上
慢
人
、
三
に
は
疑
云
何
堪
説
、
四
に
は
疑
云
何
如
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来
不
成
妄
語
な
り
。
問
う
。
何
時
説
に
は
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
何
時
説
を
用
て
、
経
の
「
舎
利
弗
、
諸
仏
出
於
五
濁
悪
世
」
自
り
、
「
皆
是
増
上
慢
人
」
に
至
る
ま
で
を
釈
す
。
問
う
。
云
何
知
是
増
上
慢
人
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
云
何
是
増
上
慢
人
を
用
て
、
経
の
「
所
以
者
何
、
若
有
比
丘
」
自
り
、
「
無
有
是
処
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
問
う
。
云
何
堪
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
云
何
堪
説
を
用
て
、
経
の
「
除
仏
滅
度
後
」
自
り
、
「
便
得
決
了
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
問
う
。
云
何
如
来
不
成
妄
語
を
用
て
、
経
の
何
れ
の
文
を
釈
す
る
や
。
答
う
。
云
何
如
来
不
成
妄
語
を
用
て
、
経
の
「
舎
利
弗
、
汝
等
」
自
り
、
「
唯
一
仏
乗
」
に
至
る
ま
で
の
文
を
釈
す
。
【
註
釈
】
(
)
四
節
『
法
華
論
』
方
便
品
の
断
疑
分
に
は
、
疑
何
時
説
・
疑
云
何
知
是
増
上
慢
人
・
疑
云
何
堪
説
・
疑
云
何
如
来
86
不
成
妄
語
の
四
節
が
、
経
文
と
の
対
応
関
係
と
も
に
説
か
れ
る
（
大
正
二
六
・
七
頁
下
）
が
、
註(
)
の
三
義
や
84
註(
)
の
四
記
と
同
様
、
『
法
華
論
』
内
に
該
当
す
る
経
文
自
体
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
85
【
通
釈
】
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『
法
華
論
』
方
便
品
の
断
疑
分
に
説
か
れ
る
四
節
（
疑
何
時
説
・
疑
云
何
知
是
増
上
慢
人
・
疑
云
何
堪
説
・
疑
云
何
如
来
不
成
妄
語
）
は
、
『
法
華
経
』
の
「
舎
利
弗
、
諸
仏
出
於
五
濁
悪
世
」
か
ら
「
無
有
余
乗
、
唯
一
仏
乗
」
ま
で
の
経
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
譬
喩
品
譬
喩
品
§
3
【
本
文
】
論
釈
二
法
華
譬
喩
品
一
科
文
第
三
。
用
二
火
宅
譬
一、
釈
二
譬
喩
品
一。
有
レ
喩
、
有
レ
平
、
無
レ
上
。
用
二
乗
平
等
一、
釈
二
舎
利
弗
受
記
一。
第
一
火
宅
喩
。
為
レ
対
三―
治
求
レ
勢
人
、
顛
倒
求
二
諸
功
徳
増
上
慢
心
一、
説
二
火
宅
喩
一。
問
。
其
増
上
慢
心
何
耶
。
答
。
顛
倒
求
二
諸
功
徳
増
上
慢
心
一、
謂
世
間
中
、
諸
煩
悩
染
、
熾
然
増
上
、
而
求
二
天
人
勝
妙
境
界
有
漏
果
報
一。
対
二―
治
此
一
故
、
為
説
二
火
宅
譬
喩
一、
応
レ
知
。
第
一
人
者
、
示
二
世
間
中
、
種
善
根
・
三
昧
功
徳
方
便
一、
令
レ
喜
。
然
後
、
令
レ
入
二
大
涅
槃
一
故
。
【
訓
読
】
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論
の
法
華
の
譬
喩
品
を
釈
す
る
科
文
第
三
。
火
宅
の
譬
え
を
用
て
、
譬
喩
品
を
釈
す
。
喩
有
り
、
平
有
り
、
上
無
し
。
乗
平
等
を
用
い
て
、
舎
利
弗
の
受
記
を
釈
す
。
第
一
に
は
火
宅
喩
な
り
。
勢
を
求
む
る
人
の
、
顛
倒
し
て
諸
の
功
徳
を
求
む
る
増
上
慢
心
を
対
治
せ
ん
が
為
に
、
火
宅
喩
を
説
く
。
問
う
。
其
の
増
上
慢
心
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
顛
倒
し
て
諸
の
功
徳
を
求
む
る
増
上
慢
心
と
は
、
謂
く
世
間
の
中
の
、
諸
の
煩
悩
に
染
せ
ら
れ
、
熾
然
増
上
し
て
、
而
し
て
天
人
の
勝
妙
の
境
界
な
る
有
漏
の
果
報
を
求
む
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
、
為
に
火
宅
の
譬
喩
を
説
く
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
第
一
の
人
に
は
、
世
間
の
中
の
、
種
の
善
根
・
三
昧
の
功
徳
も
て
、
方
便
を
示
し
て
、
喜
ば
し
む
。
然
る
後
に
、
大
涅
槃
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。
(
)87
【
註
釈
】
(
)
第
一
に
は
火
宅
喩
な
り
。
～
大
涅
槃
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
八
頁
中
）
。
87【
解
説
】
『
法
華
論
科
文
』
で
は
、
譬
喩
品
以
降
は
、
『
法
華
論
』
所
説
の
七
喩
・
三
平
等
・
十
無
上
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
釈
が
行
わ
れ
る
。
七
喩
と
は
、
㈠
火
宅
喩
㈡
窮
子
喩
㈢
雲
雨
喩
㈣
化
城
喩
㈤
繋
珠
喩
㈥
明
珠
喩
㈦
医
師
喩
で
あ
り
、
そ
れ
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ぞ
れ
㈠
勢
力
を
求
む
る
人
㈡
声
聞
の
解
脱
を
求
む
る
人
㈢
大
乗
の
人
㈣
定
有
る
人
㈤
定
無
き
人
㈥
功
徳
を
集
む
る
人
㈦
功
徳
を
集
め
ざ
る
人
の
増
上
慢
心
を
対
治
す
る
た
め
に
説
か
れ
る
。
ま
た
、
三
平
等
と
は
、
㈠
乗
平
等
㈡
世
間
涅
槃
平
等
㈢
身
平
等
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
㈠
種
の
乗
の
異
な
る
こ
と
を
信
ず
る
染
慢
㈡
世
間
と
涅
槃
と
の
異
な
る
こ
と
を
信
ず
る
染
慢
㈢
彼
此
の
身
の
異
な
る
こ
と
を
信
ず
る
染
慢
を
対
治
す
る
た
め
に
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
十
無
上
と
は
、
㈠
種
子
無
上
㈡
現
行
無
上
㈢
増
長
力
無
上
㈣
令
解
無
上
㈤
清
浄
国
土
無
上
㈥
説
無
上
㈦
教
化
衆
生
無
上
㈧
成
大
菩
提
無
上
㈨
涅
槃
無
上
㈩
勝
妙
力
無
上
で
あ
る
。
譬
喩
品
で
は
、
七
喩
の
う
ち
第
一
の
火
宅
喩
、
三
平
等
の
う
ち
第
一
の
乗
平
等
が
説
か
れ
る
。
乗
平
等
に
つ
い
て
は
、
「
平
有
り
」
と
簡
略
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
乗
平
等
の
記
述
と
し
て
「
舎
利
弗
・
大
迦
葉
等
、
衆
所
二
知
識
一、
名
号
不
レ
同
故
、
別
与
レ
記
。
」
と
あ
り
、
舎
利
弗
の
受
記
（
譬
喩
品
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
信
解
品
信
解
品
§
4
【
本
文
】
信
解
品
。
有
レ
喩
、
無
レ
上
。
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第
二
窮
子
喩
。
為
レ
対
下―
治
求
二
声
聞
解
脱
一
人
、
声
聞
一
向
決
定
増
上
慢
心
上、
説
二
窮
子
喩
一。
問
。
其
増
上
慢
心
何
也
。
答
。
声
聞
一
向
決
定
増
上
慢
心
、
自
言
下
我
乗
与
二
如
来
乗
一、
等
無
中
差
別
上。
如
レ
是
倒
取
。
対
二―
治
此
一
故
、
為
説
二
窮
子
譬
喩
一、
応
レ
知
。
第
二
人
者
、
以
二
三
為
一
レ
、
令
レ
入
二
大
乗
一
故
。
【
校
訂
】
底
本
の
「
無
有
喩
」
を
、
「
有
喩
」
に
改
め
る
。
、
【
訓
読
】
信
解
品
。
喩
有
り
、
上
無
し
。
第
二
に
は
窮
子
喩
な
り
。
声
聞
の
解
脱
を
求
む
る
人
の
、
声
聞
の
一
向
決
定
増
上
慢
心
を
対
治
せ
ん
が
為
に
、
窮
子
喩
を
説
く
。
問
う
。
其
の
増
上
慢
心
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
声
聞
の
一
向
決
定
増
上
慢
心
と
は
、
自
ら
我
乗
と
如
来
乗
と
は
、
等
し
く
差
別
無
し
と
言
う
。
是
の
如
く
倒
取
す
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
、
為
に
窮
子
の
譬
喩
を
説
く
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
第
二
の
人
に
は
、
三
を
一
と
為
す
を
以
て
、
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大
乗
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。
(
)88
【
註
釈
】
(
)
第
二
に
は
窮
子
喩
な
り
。
～
大
乗
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
八
頁
中
下
）
。
88【
解
説
】
信
解
品
で
は
、
七
喩
の
う
ち
第
二
の
窮
子
喩
が
説
か
れ
る
。
薬
草
喩
品
薬
草
喩
品
§
5
【
本
文
】
薬
草
喩
品
。
無
レ
平
、
有
レ
上
。
第
三
雲
雨
喩
。
為
レ
対
二―
治
大
乗
人
、
大
乗
一
向
決
定
増
上
慢
心
一
故
、
説
二
雲
喩
一。
問
。
其
増
上
慢
心
何
耶
。
答
。
大
乗
一
向
決
定
増
上
慢
心
、
如
レ
是
意
。
無
二
別
声
聞
・
辟
支
仏
乗
一、
如
レ
是
倒
取
。
対
二―
治
此
一
故
、
為
説
二
雲
雨
譬
喩
一、
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応
レ
知
。
第
三
人
者
、
令
レ
知
二
種
乗
一。
諸
仏
如
来
、
平
等
説
法
、
随
二
諸
衆
生
善
根
種
子
一、
而
生
レ
牙
故
。
一
者
、
示
二―
現
種
子
無
上
一
故
、
説
二
雨
譬
喩
一。
「
汝
等
所
行
、
是
菩
薩
道
」
者
、
謂
発
二
菩
提
心
一、
退
已
還
発
者
、
前
所
レ
修
行
善
根
、
不
レ
滅
。
同
後
得
レ
果
故
。
【
校
訂
】
底
本
の
「
一
者
上
残
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
一
者
」
に
改
め
る
。
、
【
訓
読
】
薬
草
喩
品
。
平
無
く
、
上
有
り
。
第
三
に
雲
雨
喩
な
り
。
大
乗
人
の
、
大
乗
の
一
向
決
定
増
上
慢
心
を
対
治
せ
ん
が
為
の
故
に
、
雲
喩
を
説
く
。
問
う
。
其
の
増
上
慢
心
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
大
乗
の
一
向
決
定
増
上
慢
心
と
は
、
是
の
如
き
意
な
り
。
別
に
声
聞
・
辟
支
仏
乗
無
し
と
、
是
の
如
く
倒
取
す
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
、
為
に
雲
雨
の
譬
喩
を
説
く
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
第
三
の
人
に
は
、
種
の
乗
を
知
ら
し
む
。
諸
仏
如
来
は
、
平
等
に
説
法
し
て
、
諸
の
衆
生
の
善
根
の
種
子
に
随
い
て
、
而
も
牙
を
生
ず
る
故
な
り
。
一
に
は
、
種
子
無
上
(
)89
を
示
現
す
る
が
故
に
、
雨
の
譬
喩
を
説
く
。
「
汝
等
所
行
是
菩
薩
道
」
と
は
、
謂
く
菩
提
心
を
発
し
、
退
し
已
り
て
還
た
発
- 322 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
す
者
の
、
前
に
修
行
せ
る
所
の
善
根
は
、
滅
せ
ず
。
同
じ
く
後
に
果
を
得
る
が
故
な
り
。
(
)90
【
註
釈
】
(
)
第
三
に
雲
雨
喩
な
り
。
～
而
も
牙
を
生
ず
る
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
八
頁
中
下
）
。
89
(
)
一
に
は
、
種
子
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
～
同
じ
く
後
に
果
を
得
る
が
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
90
六
・
九
頁
中
）
。
【
解
説
】
薬
草
喩
品
で
は
、
七
喩
の
う
ち
第
三
の
雲
雨
喩
、
十
無
上
の
う
ち
第
一
の
種
子
無
上
が
説
か
れ
る
。
受
記
品
受
記
品
§
6
【
本
文
】
受
記
品
。
有
レ
平
、
無
レ
喩
。
一
者
、
信
二
種
乗
異
一、
此
品
説
二
乗
平
等
一
也
。
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問
。
乗
平
等
何
也
。
答
。
乗
平
等
、
謂
与
二
声
聞
一、
授
二
菩
提
記
一。
唯
一
大
乗
、
無
二
乗
一
故
。
是
乗
平
等
、
無
二
差
別
一
故
。
【
訓
読
】
受
記
品
。
平
有
り
、
喩
無
し
。
一
に
は
、
種
の
乗
の
異
な
る
こ
と
を
信
ず
る
も
の
に
、
此
の
品
は
乗
平
等
を
説
く
な
り
。
問
う
。
乗
平
等
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
乗
平
等
と
は
、
謂
く
声
聞
の
与
に
、
菩
提
の
記
を
授
く
。
唯
だ
一
大
乗
の
み
あ
り
て
、
二
乗
無
き
が
故
な
り
。
是
れ
乗
平
等
に
し
て
、
差
別
無
き
故
な
り
。
(
)91
【
註
釈
】
(
)
一
に
は
、
種
の
乗
の
異
な
る
こ
と
を
信
ず
る
も
の
に
、
～
差
別
無
き
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
91
八
頁
中
）
。
【
解
説
】
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受
記
品
で
は
、
三
平
等
の
う
ち
第
一
の
乗
平
等
が
説
か
れ
る
。
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
乗
平
等
の
記
述
と
し
て
「
舎
利
弗
・
大
迦
葉
等
、
衆
所
二
知
識
一、
名
号
不
レ
同
故
、
別
与
レ
記
。
」
と
あ
り
、
大
迦
葉
等
（
受
記
品
）
の
受
記
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
化
城
喩
品
化
城
喩
品
§
7
【
本
文
】
化
城
喩
品
。
有
レ
喩
、
有
レ
上
。
第
四
化
城
喩
。
為
レ
対
二―
治
有
定
人
、
実
無
謂
レ
有
増
上
慢
心
一、
説
二
化
城
喩
一。
問
。
其
増
上
慢
心
何
耶
。
答
。
実
無
謂
レ
有
増
上
慢
心
、
以
下
有
二
世
間
三
昧
・
三
摩
跋
提
一、
実
無
中
涅
槃
上、
生
二
涅
槃
想
一。
如
レ
是
倒
取
。
対
二―
治
此
一
故
、
為
説
二
化
城
譬
喩
一、
応
レ
知
。
第
四
人
者
、
方
便
令
レ
入
二
涅
槃
城
一
故
。
涅
槃
城
者
、
所
謂
禅
・
三
昧
城
故
。
過
二
彼
城
一
已
、
然
後
令
レ
入
二
大
涅
槃
城
一
故
。
二
者
、
示
二―
現
行
無
上
一
故
、
説
二
大
通
智
勝
如
来
本
事
等
一。
三
者
、
示
二―
現
増
長
力
無
上
一
故
、
云
二
商
主
譬
喩
一。
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【
訓
読
】
化
城
喩
品
。
喩
有
り
、
上
有
り
。
第
四
に
は
化
城
喩
な
り
。
有
定
の
人
の
、
実
に
は
無
き
も
有
り
と
謂
う
増
上
慢
心
を
対
治
せ
ん
が
為
に
、
化
城
喩
を
説
く
。
問
う
。
其
の
増
上
慢
心
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
実
に
は
無
き
も
有
り
と
謂
う
増
上
慢
心
と
は
、
世
間
の
三
昧
・
三
摩
跋
提
有
り
て
、
実
に
は
涅
槃
無
き
を
以
て
、
涅
槃
の
想
を
生
ず
。
是
の
如
く
倒
取
す
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
、
為
に
化
城
の
譬
喩
を
説
く
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
第
四
の
人
に
は
、
方
便
も
て
涅
槃
の
城
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。
涅
槃
の
城
と
は
、
所
謂
禅
・
三
昧
の
城
の
故
な
り
。
彼
の
城
を
過
ぎ
已
り
て
、
然
る
後
に
大
涅
槃
の
城
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
。
二
に
は
、
行
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
大
通
智
勝
(
)92
如
来
の
本
事
等
を
説
く
。
三
に
は
、
増
長
力
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
商
主
の
譬
喩
を
云
う
。
(
)93
【
註
釈
】
(
)
第
四
に
は
化
城
喩
な
り
。
～
然
る
後
に
大
涅
槃
の
城
に
入
ら
し
む
る
が
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
92
八
頁
中
下
）
。
(
)
二
に
は
、
行
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
～
商
主
の
譬
喩
を
云
う
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
中
）
。
93
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【
解
説
】
化
城
喩
品
で
は
、
七
喩
の
う
ち
第
四
の
化
城
喩
、
十
無
上
の
う
ち
第
二
の
行
無
上
と
第
三
の
増
長
力
無
上
が
説
か
れ
る
。
五
百
弟
子
授
記
品
五
百
弟
子
授
記
品
§
8
【
本
文
】
五
百
弟
子
授
記
品
。
有
レ
喩
、
有
レ
平
、
有
レ
上
。
第
五
繋
宝
珠
喩
。
為
レ
対
二―
治
無
定
人
、
散
乱
増
上
慢
心
一、
説
二
繋
宝
珠
喩
一。
問
。
其
増
上
慢
心
何
耶
。
答
。
散
乱
増
上
慢
心
、
実
無
レ
有
レ
定
、
過
去
雖
レ
有
二
大
乗
善
根
一、
而
不
二
覚
知
一。
不
二
覚
知
一
故
、
不
レ
求
二
大
乗
一。
狭
劣
心
中
、
生
二
虚
妄
解
一、
謂
二
第
一
乗
一。
如
レ
是
倒
取
。
対
二―
治
此
一
故
、
為
説
二
繋
宝
珠
譬
喩
一、
応
レ
知
。
四
者
、
示
二―
現
令
解
無
上
一
故
、
説
二
繋
宝
珠
譬
喩
一。
又
説
二
第
一
乗
平
等
一。
謂
二
満
子
受
記
、
五
百
受
記
一。
【
訓
読
】
五
百
弟
子
授
記
品
。
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喩
有
り
、
平
有
り
、
上
有
り
。
第
五
に
は
繋
宝
珠
喩
な
り
。
無
定
人
の
、
散
乱
の
増
上
慢
心
を
対
治
せ
ん
が
為
に
、
繋
宝
珠
喩
を
説
く
。
問
う
。
其
の
増
上
慢
心
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
散
乱
の
増
上
慢
心
と
は
、
実
に
は
定
有
る
こ
と
無
く
、
過
去
に
大
乗
の
善
根
有
り
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
覚
知
せ
ず
。
覚
知
せ
ざ
る
が
故
に
、
大
乗
を
求
め
ず
。
狭
劣
の
心
中
に
、
虚
妄
の
解
を
生
じ
、
第
一
乗
と
謂
う
。
是
の
如
く
倒
取
す
。
此
れ
を
対
治
す
る
が
故
に
、
為
に
繋
宝
珠
の
譬
喩
を
説
く
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
四
に
は
、
令
解
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
(
)94
繋
宝
珠
の
譬
喩
を
説
く
。
又
第
一
の
乗
平
等
を
説
く
。
満
子
の
受
記
、
五
百
の
受
記
を
謂
う
。
(
)
(
)
95
96
【
註
釈
】
(
)
第
五
に
は
繋
宝
珠
喩
な
り
。
～
為
に
繋
宝
珠
の
譬
喩
を
説
く
と
、
応
に
知
る
べ
し
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
94
六
・
八
頁
中
）
。
(
)
四
に
は
、
解
せ
し
む
る
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
繋
宝
珠
の
譬
喩
を
説
く
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
95
頁
中
）
。
(
)
又
第
一
の
乗
平
等
を
説
く
。
満
子
の
受
記
、
五
百
の
受
記
を
謂
う
「
満
子
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
満
慈
子
で
あ
り
、
96
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
の
こ
と
。
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
乗
平
等
の
記
述
と
し
て
「
富
楼
那
等
、
五
百
人
・
千
二
百
等
、
同
一
名
故
、
倶
時
与
レ
記
。
」
と
あ
り
、
富
楼
那
等
の
受
記
（
五
百
弟
子
授
記
品
）
が
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挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
【
解
説
】
五
百
弟
子
授
記
品
で
は
、
七
喩
の
う
ち
第
五
の
繋
珠
喩
、
十
無
上
の
う
ち
第
四
の
令
解
無
上
、
三
平
等
の
う
ち
第
一
の
乗
平
等
が
説
か
れ
る
。
受
学
無
学
人
記
品
受
学
無
学
人
記
品
§
9
【
本
文
】
受
学
無
学
人
記
品
。
有
レ
平
、
無
レ
喩
。
説
二
第
一
乗
平
等
一。
謂
二
阿
難
受
記
、
羅
云
受
記
、
学
・
無
学
二
千
受
記
一。
【
訓
読
】
受
学
無
学
人
記
品
。
平
有
り
、
喩
無
し
。
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第
一
の
乗
平
等
を
説
く
。
阿
難
の
受
記
、
羅
云
の
受
記
、
学
・
無
学
二
千
の
受
記
を
謂
う
。
(
)97
【
註
釈
】
(
)
第
一
の
乗
平
等
を
説
く
。
阿
難
の
受
記
、
羅
云
の
受
記
、
学
・
無
学
二
千
の
受
記
を
謂
う
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
97
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
乗
平
等
の
記
述
と
し
て
「
学
・
無
学
等
、
皆
同
一
号
、
又
復
非
三
是
衆
所
一
知
識
一
故
、
同
与
レ
記
。
」
と
あ
り
、
阿
難
と
羅
睺
羅
、
学
・
無
学
の
二
千
人
の
受
記
が
説
か
れ
る
受
学
無
学
人
記
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
【
解
説
】
受
学
無
学
人
記
品
で
は
、
三
平
等
の
う
ち
第
一
の
乗
平
等
が
説
か
れ
る
。
法
師
品
法
師
品
§
10
【
本
文
】
法
師
品
。
有
レ
平
、
無
レ
喩
、
有
レ
上
。
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説
二
第
一
乗
平
等
一。
謂
四
惣
記
三
一
切
成
二
仏
道
一。
【
訓
読
】
法
師
品
。
平
有
り
、
喩
無
く
、
上
有
り
。
第
一
の
乗
平
等
を
説
く
。
惣
じ
て
一
切
の
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
を
記
す
る
を
謂
う
。
(
)98
【
註
釈
】
(
)
第
一
の
乗
平
等
を
説
く
。
惣
じ
て
一
切
の
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
を
記
す
る
を
謂
う
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
98
六
・
九
頁
上
）
に
説
か
れ
る
、
乗
平
等
を
示
す
六
所
に
お
け
る
授
記
に
は
、
法
師
品
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
法
師
品
が
、
『
法
華
経
』
を
受
持
読
誦
等
す
る
一
切
へ
の
授
記
を
説
く
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
乗
平
等
を
説
く
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
法
華
玄
賛
』
巻
五
本
（
大
正
三
四
・
七
三
四
頁
中
）
に
も
、
「
三
平
等
有
二
九
品
一。
一
譬
喩
・
二
授
記
・
三
五
百
弟
子
授
記
・
四
授
学
無
学
人
記
・
五
法
師
品
・
六
持
品
・
七
提
婆
達
多
品
・
八
常
不
軽
・
九
見
宝
塔
。
初
之
八
品
、
皆
有
二
授
記
一、
説
二
初
乗
平
等
一。
後
見
宝
塔
中
、
合
説
二
生
死
涅
槃
法
及
身
二
種
平
等
一。
」
と
あ
り
、
法
師
品
に
は
乗
平
等
が
説
か
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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【
解
説
】
法
師
品
で
は
、
三
平
等
の
う
ち
第
一
の
乗
平
等
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
「
上
有
り
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
法
師
品
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
に
あ
た
る
。
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
「
十
者
、
示
二―
現
勝
妙
力
無
上
一
故
、
自
余
経
文
示
現
、
応
レ
知
。
…
持
力
者
、
有
二
三
法
門
一、
示
二―
現
持
力
一。
如
二
法
師
品
・
安
楽
行
品
・
勧
持
品
等
広
説
一。
」
と
あ
り
、
勝
妙
力
無
上
に
摂
め
ら
れ
て
い
る
持
力
に
法
師
品
が
該
当
す
る
た
め
で
あ
る
。
分
別
功
徳
品
§
17
の
解
説
を
参
照
。
見
宝
塔
品
見
宝
塔
品
§
11
【
本
文
】
見
宝
塔
品
。
有
レ
平
、
無
レ
喩
、
有
レ
上
。
五
者
、
示
二―
現
清
浄
国
土
無
上
一
故
、
示
二―
現
多
宝
如
来
塔
一。
多
宝
如
来
塔
、
示
二―
現
一
切
仏
土
清
浄
一
者
、
示
二―
現
諸
仏
実
相
境
界
中
、
種
諸
宝
間
錯
荘
厳
一
故
。
示
現
有
レ
八
。
一
者
塔
、
二
者
量
、
三
者
略
、
四
者
住
持
、
五
者
示
現
無
量
仏
、
六
者
離
穢
、
七
者
多
宝
、
八
者
同
一
塔
坐
。
塔
者
、
現
二
如
来
舎
利
住
持
一
故
。
量
者
、
方
便
示
三―
現
一
切
仏
土
清
浄
荘
厳
、
是
出
世
間
清
浄
無
漏
善
根
所
レ
生
、
非
二
是
世
間
有
漏
善
根
之
所
一
レ
生
也
。
略
者
、
示
三―
現
多
宝
仏
身
一
体
、
摂
二―
取
一
切
諸
仏
真
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法
身
一
故
。
住
持
者
、
示
二―
現
諸
仏
如
来
法
身
自
在
力
一
故
。
示
現
無
量
仏
者
、
示
二―
現
彼
此
所
作
諸
業
、
無
差
別
一
故
。
遠
離
穢
者
、
示
二―
現
一
切
諸
仏
国
土
、
平
等
清
浄
一
故
。
多
宝
者
、
示
二―
現
一
切
諸
仏
国
土
、
同
宝
性
一
故
。
同
一
塔
坐
者
、
示
下―
現
化
仏
、
非
二
化
仏
一
法
仏
・
報
仏
等
、
皆
為
中―
成
大
事
上
故
。
第
二
世
間
涅
槃
平
等
。
以
下
多
宝
如
来
入
二
於
涅
槃
一、
世
間
涅
槃
彼
此
、
平
等
無
差
別
上
故
。
第
三
者
身
平
等
。
多
宝
如
来
、
已
入
二
涅
槃
一、
復
示
二―
現
自
身
・
佗
身
法
身
、
平
等
無
差
別
一
故
。
如
レ
是
二
種
無
煩
悩
人
、
染
慢
之
心
、
見
二
彼
此
身
所
作
差
別
一、
不
レ
知
二
彼
此
仏
性
身
悉
平
等
一
故
。
謂
下
即
此
人
、
我
証
二
此
法
一
故
、
彼
人
不
上
レ
得
。
此
対
治
故
、
与
二
諸
声
聞
一
授
記
、
応
レ
知
。
【
訓
読
】
見
宝
塔
品
。
平
有
り
、
喩
無
く
、
上
有
り
。
五
に
は
、
清
浄
国
土
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
多
宝
如
来
の
塔
を
示
現
す
。
多
宝
如
来
の
塔
も
て
、
一
切
仏
土
の
清
浄
を
示
現
す
と
は
、
諸
仏
の
実
相
の
境
界
の
中
に
、
種
の
諸
宝
の
間
錯
せ
る
荘
厳
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
示
現
に
八
有
り
。
一
に
は
塔
、
二
に
は
量
、
三
に
は
略
、
四
に
は
住
持
、
五
に
は
示
現
無
量
仏
、
六
に
は
離
穢
、
七
に
は
多
宝
、
八
に
は
同
一
塔
坐
。
塔
と
は
、
如
来
の
舎
利
の
住
持
す
る
こ
と
を
現
ず
る
が
故
な
り
。
量
と
は
、
方
便
も
て
一
切
の
仏
土
の
清
浄
荘
厳
な
る
は
、
是
れ
出
世
間
の
清
浄
な
る
無
漏
の
善
根
よ
り
生
ず
る
所
に
し
て
、
是
れ
世
間
の
有
漏
の
善
根
よ
り
生
ず
る
所
に
非
ざ
る
を
示
現
す
る
な
り
。
略
と
は
、
多
宝
仏
の
身
は
一
体
に
し
て
、
一
切
諸
仏
の
真
法
身
を
摂
取
す
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
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住
持
と
は
、
諸
仏
如
来
の
法
身
の
自
在
力
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
示
現
無
量
仏
と
は
、
彼
此
の
所
作
の
諸
業
の
、
無
差
別
な
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
遠
離
穢
と
は
、
一
切
諸
仏
の
国
土
の
、
平
等
清
浄
な
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
多
宝
と
は
、
一
切
諸
仏
の
国
土
の
、
同
じ
く
宝
性
な
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
同
一
塔
坐
と
は
、
化
仏
と
、
化
仏
に
非
ざ
る
法
仏
・
報
仏
等
と
、
皆
大
事
を
為
成
す
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
第
二
に
は
世
間
涅
槃
平
等
な
り
。
多
宝
如
来
の
涅
槃
に
入
る
は
、
世
(
)99
間
と
涅
槃
と
の
彼
此
の
、
平
等
無
差
別
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
第
三
に
は
身
平
等
な
り
。
多
宝
如
来
の
、
已
に
涅
槃
に
入
り
て
、
復
た
自
身
・
佗
身
の
法
身
の
、
平
等
無
差
別
な
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
是
の
如
き
二
種
の
無
煩
悩
の
人
は
、
染
慢
の
心
も
て
、
彼
此
の
身
の
所
作
の
差
別
を
見
、
彼
此
の
仏
性
の
身
の
悉
く
平
等
な
る
を
知
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
即
ち
此
の
人
は
、
我
れ
此
の
法
を
証
す
る
が
故
に
、
彼
の
人
は
得
ず
と
謂
う
。
此
れ
は
対
治
の
故
に
、
諸
の
声
聞
の
与
に
授
記
す
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
(
)100
【
註
釈
】
(
)
五
に
は
、
清
浄
国
土
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
～
皆
大
事
を
為
成
す
を
示
現
す
る
が
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
99
（
大
正
二
六
・
九
頁
中
下
）
。
(
)
第
二
に
は
世
間
涅
槃
平
等
な
り
。
～
諸
の
声
聞
の
与
に
授
記
す
と
、
応
に
知
る
べ
し
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
100
六
・
八
頁
下
）
。
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【
解
説
】
見
宝
塔
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
五
の
清
浄
国
土
無
上
、
三
平
等
の
う
ち
第
二
の
世
間
涅
槃
平
等
と
第
三
の
身
平
等
が
説
か
れ
る
。
「
是
の
如
き
二
種
の
無
煩
悩
の
人
」
は
、
『
法
華
論
』
中
で
は
、
乗
平
等
も
含
め
た
「
三
種
」
と
記
述
さ
れ
る
。
、
提
婆
達
多
品
提
婆
達
多
品
§
12
【
本
文
】
提
婆
達
多
品
。
有
レ
平
、
無
レ
喩
。
此
品
説
二
乗
平
等
一。
謂
三
提
婆
達
多
、
受
二
天
王
如
来
記
一
也
。
【
校
訂
】
底
本
の
「
授
天
王
如
来
記
」
を
、
伝
全
の
頭
註
に
従
っ
て
「
受
天
王
如
来
記
」
に
改
め
る
。
、
、
【
訓
読
】
提
婆
達
多
品
。
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平
有
り
、
喩
無
し
。
此
の
品
に
は
乗
平
等
を
説
く
。
提
婆
達
多
の
、
天
王
如
来
の
記
を
受
く
る
を
謂
う
な
り
。
(
)101
【
註
釈
】
(
)
此
の
品
に
は
乗
平
等
を
説
く
。
提
婆
達
多
の
、
天
王
如
来
の
記
を
受
く
る
を
謂
う
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
101
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
乗
平
等
の
記
述
と
し
て
「
如
来
、
与
二
彼
提
婆
達
多
一、
授
二
別
記
一
者
、
示
三―
現
如
来
無
二
怨
悪
一
故
。
」
と
あ
り
、
提
婆
達
多
の
受
記
（
提
婆
達
多
品
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
【
解
説
】
提
婆
達
多
品
で
は
、
三
平
等
の
う
ち
第
一
の
乗
平
等
が
説
か
れ
る
。
勧
持
品
勧
持
品
§
13
【
本
文
】
勧
持
品
。
有
レ
平
、
無
レ
喩
、
有
二
無
上
一。
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此
品
説
二
乗
平
等
一。
謂
三
憍
曇
并
耶
輸
、
受
二
仏
記
一
也
。
【
訓
読
】
勧
持
品
。
平
有
り
、
喩
無
く
、
無
上
有
り
。
此
品
に
は
乗
平
等
を
説
く
。
憍
曇
并
び
に
耶
輸
の
、
仏
記
を
受
く
る
を
謂
う
な
り
。
(
)102
【
註
釈
】
(
)
此
品
に
は
乗
平
等
を
説
く
。
憍
曇
并
び
に
耶
輸
の
、
仏
記
を
受
く
る
を
謂
う
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
102
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
乗
平
等
の
記
述
と
し
て
「
与
二
比
丘
尼
及
諸
天
女
一、
授
二
仏
記
一
者
、
示
下―
現
女
人
在
家
・
出
家
、
修
二
菩
薩
行
一、
皆
証
中
仏
果
上
故
、
与
二
授
記
一。
」
と
あ
り
、
憍
曇
弥
・
耶
輸
陀
羅
等
の
女
人
の
受
記
（
勧
持
品
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
【
解
説
】
勧
持
品
で
は
、
三
平
等
の
う
ち
第
一
の
乗
平
等
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
「
無
上
有
り
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
勧
持
品
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
に
あ
た
る
。
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
「
十
者
、
示
二―
現
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勝
妙
力
無
上
一
故
、
自
余
経
文
示
現
、
応
レ
知
。
…
持
力
者
、
有
二
三
法
門
一、
示
二―
現
持
力
一。
如
二
法
師
品
・
安
楽
行
品
・
勧
持
品
等
広
説
一。
」
と
あ
り
、
勝
妙
力
無
上
に
摂
め
ら
れ
て
い
る
持
力
に
勧
持
品
が
該
当
す
る
た
め
で
あ
る
。
分
別
功
§
17
徳
品
の
解
説
を
参
照
。
安
楽
行
品
安
楽
行
品
§
14
【
本
文
】
安
楽
行
品
。
無
レ
平
、
有
レ
喩
、
有
レ
上
。
第
六
明
珠
喩
。
為
レ
対
下―
治
集
二
功
徳
一
人
、
実
有
二
功
徳
一
増
上
慢
心
上、
説
二
明
珠
喩
一。
問
。
其
増
上
慢
心
何
也
。
答
。
実
有
二
功
徳
一
増
上
慢
心
、
聞
二
大
法
一、
取
二
非
大
乗
一。
如
レ
是
倒
取
。
対
二―
治
此
一
故
、
為
説
下
輪
王
解
二
自
髻
中
明
珠
一、
与
レ
之
譬
喩
上、
応
レ
知
。
第
六
人
者
、
説
二
大
乗
法
一。
以
四
此
法
門
、
同
三
十
地
行
満
、
諸
仏
如
来
、
密
与
二
授
記
一
故
。
六
者
、
示
二―
現
説
無
上
一
故
、
説
下
解
二
髻
中
明
珠
一
譬
喩
上。
【
訓
読
】
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安
楽
行
品
。
平
無
く
、
喩
有
り
、
上
有
り
。
第
六
に
は
明
珠
喩
な
り
。
功
徳
を
集
む
る
人
の
、
実
に
は
功
徳
有
る
増
上
慢
心
を
対
治
せ
ん
が
為
に
、
明
珠
喩
を
説
く
。
問
う
。
其
の
増
上
慢
心
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
実
に
は
功
徳
有
る
増
上
慢
心
と
は
、
大
法
を
聞
く
も
、
非
大
乗
を
取
る
。
是
の
如
く
倒
取
す
。
此
れ
を
対
治
す
る
故
に
、
為
に
輪
王
の
自
ら
の
髻
中
の
明
珠
を
解
き
、
之
を
与
う
る
譬
喩
を
説
く
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
第
六
人
に
は
、
大
乗
の
法
を
説
く
。
以
此
の
法
門
は
、
同
十
地
行
満
に
、
諸
仏
如
来
の
、
密
か
に
授
記
を
与
う
る
に
同
じ
き
を
以
て
の
故
な
り
。
六
(
)103
に
は
、
説
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
髻
中
の
明
珠
を
解
く
譬
喩
を
説
く
。
(
)104
【
註
釈
】
(
)
第
六
に
は
明
珠
喩
な
り
。
～
密
か
に
授
記
を
与
う
る
に
同
じ
き
を
以
て
の
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
103
六
・
八
頁
中
下
）
。
(
)
六
に
は
、
説
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
解
髻
中
明
珠
の
譬
喩
を
説
く
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
104
中
）
。
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【
解
説
】
安
楽
行
品
で
は
、
七
喩
の
う
ち
第
六
の
明
珠
喩
、
十
無
上
の
う
ち
第
六
の
説
無
上
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
安
楽
行
品
は
、
第
十
の
勝
妙
力
無
上
に
も
該
当
す
る
。
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
「
十
者
、
示
二―
現
勝
妙
力
無
上
一
故
、
自
余
経
文
示
現
、
応
レ
知
。
…
持
力
者
、
有
二
三
法
門
一、
示
二―
現
持
力
一。
如
二
法
師
品
・
安
楽
行
品
・
勧
持
品
等
広
説
一。
」
と
あ
り
、
勝
妙
力
無
上
に
摂
め
ら
れ
て
い
る
持
力
に
安
楽
行
品
が
該
当
す
る
た
め
で
あ
る
。
分
別
功
徳
品
の
§
17
解
説
を
参
照
。
従
地
踊
出
品
従
地
踊
出
品
§
15
【
本
文
】
踊
出
品
。
無
レ
喩
、
有
レ
平
、
有
レ
上
。
七
者
、
示
二―
現
教
化
衆
生
無
上
一
故
、
地
中
踊
二―
出
無
量
菩
薩
摩
訶
薩
等
一。
- 340 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
【
訓
読
】
踊
出
品
。
喩
無
く
、
平
有
り
、
上
有
り
。
七
に
は
、
教
化
衆
生
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
地
中
よ
り
無
量
の
菩
薩
摩
訶
薩
等
を
踊
出
す
。
(
)105
【
註
釈
】
(
)
七
に
は
、
教
化
衆
生
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
地
中
よ
り
無
量
の
菩
薩
摩
訶
薩
等
を
踊
出
す
『
法
華
論
』
巻
下
105
（
大
正
二
六
・
九
頁
中
）
。
【
解
説
】
（
従
地
）
踊
出
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
七
の
教
化
衆
生
無
上
が
説
か
れ
る
。
な
お
、
「
平
有
り
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
『
法
華
論
』
の
三
平
等
の
規
定
か
ら
外
れ
て
い
る
た
め
、
踊
出
品
が
ど
の
平
等
に
当
た
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
如
来
寿
量
品
如
来
寿
量
品
§
16
【
本
文
】
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如
来
寿
量
品
。
無
レ
平
、
有
レ
上
。
第
七
医
師
喩
。
為
レ
対
下―
治
不
レ
集
二
功
徳
一
人
、
実
無
二
功
徳
一
増
上
慢
心
上、
説
二
医
師
喩
一。
問
。
其
増
上
慢
心
何
也
。
答
。
根
未
二
淳
熟
一、
為
レ
令
レ
熟
故
、
如
レ
是
示
二―
現
涅
槃
量
一。
八
者
、
示
二―
現
成
大
菩
提
無
上
一
故
、
示
二―
現
三
種
仏
菩
提
一
故
。
一
者
、
示
二―
現
応
仏
菩
提
一。
随
レ
所
レ
応
レ
見
、
而
為
示
現
。
如
二
経
「
皆
謂
如
来
、
出
釈
氏
宮
、
去
伽
耶
城
不
遠
、
坐
於
道
場
、
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
故
一。
二
者
、
示
二―
現
報
仏
菩
提
一。
十
地
行
満
足
、
得
二
常
涅
槃
証
一
故
。
如
二
経
「
善
男
子
、
我
実
成
仏
已
来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
佗
劫
」
故
一。
三
者
、
示
二―
現
法
仏
菩
提
一。
謂
如
来
蔵
、
性
浄
涅
槃
。
常
恒
・
清
涼
・
不
変
等
義
。
如
二
経
「
如
来
、
如
実
知
見
三
界
之
相
」
、
次
第
乃
至
、
「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
故
一。
三
界
相
者
、
謂
衆
生
界
、
即
涅
槃
界
。
不
レ
離
二
衆
生
界
一、
有
二
如
来
蔵
一
故
。
「
無
有
生
死
若
退
若
出
」
者
、
謂
常
恒
・
清
浄
・
不
変
義
故
。
「
亦
無
在
世
及
滅
度
」
者
、
謂
如
来
蔵
真
如
之
体
、
不
レ
即
二
衆
生
界
一、
不
レ
離
二
衆
生
界
一
故
。
「
非
実
非
虚
、
非
如
非
異
」
者
、
謂
離
二
四
種
相
一。
有
二
四
種
一
者
、
是
無
常
故
。
「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
者
、
謂
仏
如
来
、
能
二―
見
能
三―
証
真
如
法
・
法
身
一、
凡
夫
不
レ
見
故
。
経
言
二
「
如
来
明
見
、
無
有
錯
謬
一
」
故
。
「
我
本
行
菩
薩
道
、
今
猶
未
満
」
者
、
以
二
本
願
一
故
。
衆
生
界
未
レ
尽
、
願
非
二
究
竟
一
故
。
言
二
未
満
一、
非
レ
謂
三
菩
提
不
二
満
足
一
也
。
「
所
成
寿
命
、
復
倍
上
数
」
者
、
此
文
示
二―
現
如
来
常
命
一。
善
巧
方
便
、
顕
二
多
数
一
故
。
過
二
上
数
量
一、
不
レ
可
二
数
知
一。
「
我
浄
土
不
毀
、
而
衆
見
焼
尽
」
者
、
報
仏
如
来
真
実
浄
土
、
第
一
義
諦
之
所
レ
摂
故
。
九
者
、
示
二―
現
涅
槃
無
上
一
故
、
説
二
医
師
譬
喩
一。
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如
来
寿
量
品
。
平
無
く
、
上
有
り
。
第
七
に
は
医
師
喩
な
り
。
功
徳
を
集
め
ざ
る
人
の
、
実
に
は
功
徳
無
き
増
上
慢
心
を
対
治
せ
ん
が
為
に
、
医
師
喩
を
説
く
。
問
う
。
其
の
増
上
慢
心
と
は
何
ぞ
や
。
答
う
。
根
の
未
だ
淳
熟
せ
ざ
る
を
、
熟
せ
し
む
る
為
の
故
に
、
是
の
如
く
涅
槃
の
量
を
示
現
す
。
八
に
は
、
成
大
菩
提
無
上
(
)106
を
示
現
す
る
が
故
に
、
三
種
の
仏
菩
提
を
示
現
す
る
故
な
り
。
一
に
は
、
応
仏
の
菩
提
を
示
現
す
。
応
に
見
る
べ
き
所
に
随
い
て
、
而
も
為
に
示
現
す
。
経
に
「
皆
謂
如
来
、
出
釈
氏
宮
、
去
伽
耶
城
不
遠
、
坐
於
道
場
、
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
と
あ
る
が
故
の
如
し
。
二
に
は
、
報
仏
の
菩
提
を
示
現
す
。
十
地
の
行
満
足
し
て
、
常
涅
槃
の
証
を
得
る
が
故
な
り
。
経
に
「
善
男
子
、
我
実
成
仏
已
来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
佗
劫
」
と
あ
る
が
故
の
如
し
。
三
に
は
、
法
仏
の
菩
提
を
示
現
す
。
謂
く
如
来
蔵
と
は
、
性
浄
涅
槃
な
り
。
常
恒
・
清
涼
・
不
変
等
の
義
な
り
。
経
に
「
如
来
、
如
実
知
見
三
界
之
相
」
よ
り
、
次
第
し
て
乃
至
、
「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
と
あ
る
が
故
の
如
し
。
三
界
相
と
は
、
謂
く
衆
生
界
は
、
即
ち
涅
槃
界
な
り
。
衆
生
界
を
離
れ
ず
し
て
、
如
来
蔵
有
る
が
故
な
り
。
「
無
有
生
死
若
退
若
出
」
と
は
、
謂
く
常
恒
・
清
浄
・
不
変
の
義
な
る
が
故
な
り
。
「
亦
無
在
世
及
滅
度
」
と
は
、
謂
く
如
来
蔵
真
如
の
体
は
、
衆
生
界
に
即
せ
ず
し
て
、
衆
生
界
を
離
れ
ざ
る
が
故
な
り
。
「
非
実
非
虚
、
非
如
非
異
」
と
は
、
謂
く
四
種
の
相
を
離
る
。
四
種
有
り
と
は
、
是
れ
無
常
な
る
が
故
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り
。
「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
者
、
謂
く
仏
如
来
は
、
真
如
法
・
法
身
を
能
見
し
能
証
す
る
も
、
凡
夫
は
見
ざ
る
が
故
な
り
。
経
に
「
如
来
明
見
、
無
有
錯
謬
」
と
言
う
が
故
な
り
。
「
我
本
行
菩
薩
道
、
今
猶
未
満
」
と
は
、
本
願
を
以
て
の
故
な
り
。
衆
生
界
の
未
だ
尽
き
ざ
れ
ば
、
願
は
究
竟
す
る
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。
未
満
と
言
う
は
、
菩
提
の
満
足
せ
ざ
る
を
謂
う
に
非
ざ
る
な
り
。
「
所
成
寿
命
、
復
倍
上
数
」
と
は
、
此
の
文
は
如
来
の
常
な
る
命
を
示
現
す
。
善
巧
方
便
も
て
、
多
数
を
顕
す
が
故
な
り
。
上
の
数
量
を
過
ぎ
て
、
数
え
知
る
べ
か
ら
ず
。
「
我
浄
土
不
毀
、
而
衆
見
焼
尽
」
と
は
、
報
仏
如
来
の
真
実
浄
土
は
、
第
一
義
諦
の
摂
む
る
所
な
る
が
故
な
り
。
九
に
は
、
涅
槃
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
医
師
の
譬
喩
を
説
く
。
(
)107
【
註
釈
】
(
)
第
七
に
は
医
師
喩
な
り
。
～
是
の
如
く
涅
槃
の
量
を
示
現
す
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
八
頁
中
下
）
。
106
(
)
八
に
は
、
成
大
菩
提
無
上
を
示
現
す
る
が
故
に
、
～
医
師
の
譬
喩
を
説
く
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
107
中
下
）
。
【
解
説
】
如
来
寿
量
品
で
は
、
七
喩
の
う
ち
第
七
の
医
師
喩
、
十
無
上
の
う
ち
第
八
の
成
大
菩
提
無
上
、
第
九
の
涅
槃
無
上
が
説
か
れ
る
。
- 344 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
分
別
功
徳
品
分
別
功
徳
品
§
17
【
本
文
】
分
別
功
徳
品
。
分
別
与
二
随
喜
一、
為
二
弥
勒
品
一。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
法
力
者
、
五
門
示
現
。
一
者
証
門
、
二
者
信
門
、
三
者
供
養
門
、
四
者
聞
法
門
、
五
者
読
誦
持
説
門
。
如
二
経
「
我
説
是
如
来
、
寿
命
長
遠
時
、
六
百
八
十
万
億
那
由
佗
恒
河
沙
等
衆
生
、
得
無
生
法
忍
一
」
者
、
所
謂
初
地
証
智
、
応
レ
知
。
「
八
生
」
乃
至
「
一
生
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
、
謂
証
二
初
地
菩
提
法
一
故
。
八
生
・
一
生
者
、
謂
諸
凡
夫
、
決
定
能
証
二
初
地
一
故
。
随
レ
力
随
レ
分
、
八
生
乃
至
一
生
、
皆
証
二
初
地
一
故
。
此
言
二
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一
」
者
、
以
下
離
二
三
界
分
段
生
死
一、
随
レ
分
能
見
中
真
如
法
性
上、
名
レ
得
二
菩
提
一。
非
レ
謂
三
究
竟
満
二―
足
如
来
方
便
涅
槃
一
也
。
二
者
信
門
。
如
二
経
「
復
有
八
世
界
微
塵
数
衆
生
。
皆
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
」
故
一。
三
供
養
門
。
如
二
経
「
是
諸
菩
薩
摩
訶
薩
、
得
大
法
利
時
、
於
虚
空
中
、
雨
曼
陀
羅
華
一
」
、
如
レ
是
等
故
。
【
校
訂
】
底
本
の
「
一
者
法
門
」
を
、
『
法
華
論
』
に
従
っ
て
「
一
者
証
門
」
に
改
め
る
。
、
、
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分
別
功
徳
品
。
分
別
と
随
喜
と
は
、
弥
勒
品
と
為
す
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
法
力
と
は
、
五
門
も
て
示
現
す
。
一
に
は
証
門
、
二
に
は
信
門
、
三
に
は
供
養
門
、
四
に
は
聞
法
門
、
五
に
は
読
誦
持
説
門
な
り
。
経
の
「
我
説
是
如
来
、
寿
命
長
遠
時
、
六
百
八
十
万
億
那
由
佗
恒
河
沙
等
衆
生
、
得
無
生
法
忍
」
の
如
き
は
、
所
謂
初
地
の
証
智
な
り
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
「
八
生
」
よ
り
乃
至
「
一
生
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
ま
で
は
、
謂
く
初
地
の
菩
提
法
を
証
す
る
故
な
り
。
八
生
・
一
生
と
は
、
謂
く
諸
の
凡
夫
の
、
決
定
し
て
能
く
初
地
を
証
す
る
が
故
な
り
。
力
に
随
い
分
に
随
い
、
八
生
乃
至
一
生
に
、
皆
初
地
を
証
す
る
故
な
り
。
此
こ
に
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
と
言
う
は
、
三
界
の
分
段
生
死
を
離
れ
、
分
に
随
い
能
く
真
如
法
性
を
見
る
を
以
て
、
菩
提
を
得
と
名
づ
く
。
究
竟
し
て
如
来
の
方
便
涅
槃
を
満
足
す
と
謂
う
に
非
ざ
る
な
り
。
二
に
は
信
門
な
り
。
経
に
「
復
有
八
世
界
微
塵
数
衆
生
。
皆
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
」
と
あ
る
が
故
の
如
し
。
三
に
は
供
養
門
な
り
。
経
に
「
是
諸
菩
薩
摩
訶
薩
、
得
大
法
利
時
、
於
虚
空
中
、
雨
曼
陀
羅
華
」
と
あ
る
が
如
き
は
、
是
の
如
き
等
の
故
な
り
。
(
)108
【
註
釈
】
(
)
法
力
と
は
、
五
門
も
て
示
現
す
。
～
是
の
如
き
等
の
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
下
～
一
〇
頁
108
上
）
。
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】
『
法
華
論
』
で
は
、
分
別
功
徳
品
以
降
の
諸
品
に
、
法
力
・
持
力
・
修
行
力
が
説
か
れ
る
。
ま
ず
、
法
力
に
つ
い
て
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
下
）
に
は
、
「
法
力
者
、
五
門
示
現
。
一
者
証
門
、
二
者
信
門
、
三
者
供
養
門
、
四
者
聞
法
門
、
五
者
読
誦
持
説
門
。
弥
勒
菩
薩
品
中
、
示
二―
現
四
門
一。
常
精
進
菩
薩
品
中
、
示
二―
現
一
門
一。
」
と
あ
り
、
証
門
・
信
門
・
供
養
門
・
聞
法
門
・
読
誦
持
説
門
の
五
種
の
法
力
が
、
弥
勒
菩
薩
品
と
常
精
進
菩
薩
品
に
示
さ
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
「
弥
勒
菩
薩
品
」
と
は
、
分
別
功
徳
品
・
随
喜
功
徳
品
を
指
し
、
「
常
精
進
菩
薩
品
」
と
は
、
法
師
功
徳
品
を
指
す
。
そ
し
て
、
分
別
功
徳
品
で
は
、
第
一
の
証
門
、
第
二
の
信
門
、
第
三
の
供
養
門
の
三
つ
の
法
力
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
『
法
華
文
句
』
巻
一
〇
上
（
大
正
三
四
・
一
三
六
頁
上
）
に
も
解
説
さ
れ
て
い
る
。
『
法
華
論
科
文
』
中
に
「
上
有
り
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
分
別
功
徳
品
以
下
の
諸
品
が
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
に
該
当
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
に
は
、
法
力
・
持
力
・
修
行
力
が
勝
妙
力
無
上
の
所
摂
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
存
す
る
。
こ
の
前
提
は
、
勝
妙
力
無
上
に
つ
い
て
の
「
十
者
、
示
二―
現
勝
妙
力
無
上
一
故
、
自
余
経
文
示
現
、
応
レ
知
。
」
（
大
正
二
六
・
九
頁
下
）
と
い
う
記
述
に
拠
る
。
「
自
余
」
と
は
、
第
九
の
涅
槃
無
上
が
説
か
れ
る
如
来
寿
量
品
の
「
自
余
」
、
す
な
わ
ち
分
別
功
徳
品
以
降
の
諸
品
を
指
す
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
法
力
・
持
力
・
修
行
力
は
当
然
、
勝
妙
力
無
上
の
所
摂
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
吉
蔵
撰
『
法
華
論
疏
』
巻
下
（
大
正
四
〇
・
八
二
三
頁
中
）
の
「
自
此
已
下
、
示
二―
現
法
力
・
持
力
・
修
行
力
一。
此
第
三
料
二―
簡
多
宝
塔
一
竟
、
還
復
宗
釈
二
前
勝
妙
力
無
上
一。
」
と
い
う
記
述
に
も
、
法
力
・
持
力
・
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修
行
力
が
勝
妙
力
無
上
の
所
摂
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
『
法
華
玄
賛
』
巻
五
本
（
大
正
三
四
・
七
三
四
頁
下
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
余
残
修
多
羅
、
是
第
十
無
上
。
謂
余
十
四
品
、
並
是
第
十
無
上
。
於
レ
中
、
有
二
力
一。
一
法
力
、
二
修
行
力
。
法
力
有
二
三
品
一。
分
別
功
徳
、
二
随
喜
功
徳
、
三
法
師
功
徳
。
修
行
力
中
、
復
有
二
七
力
一。
合
十
一
品
。
一
持
力
有
二
三
品
一。
一
法
師
、
二
安
楽
行
、
三
勧
持
。
二
説
力
有
二
一
品
一。
謂
神
力
。
三
行
苦
行
力
、
亦
一
品
。
謂
薬
王
品
。
四
教
化
衆
生
行
苦
行
力
、
亦
一
品
。
謂
妙
音
。
五
護
衆
生
諸
難
力
有
二
品
一。
観
音
普
門
、
二
陀
羅
尼
。
六
功
徳
勝
力
有
二
一
品
一。
謂
妙
荘
厳
王
本
事
。
七
護
法
力
有
二
品
一。
普
賢
、
二
嘱
累
。
後
十
無
上
、
是
初
七
喩
・
三
平
等
残
、
名
為
二
上
残
一。
故
本
論
中
、
解
二
七
喩
・
三
平
等
一
已
云
、
「
余
残
修
多
羅
、
明
無
上
義
」
。
第
十
無
上
、
是
前
九
種
無
上
之
残
、
名
為
二
下
残
一。
故
本
論
中
、
解
二
第
十
無
上
一
云
、
「
十
者
勝
妙
力
無
上
。
余
残
修
多
羅
説
」
。
残
有
二
義
一。
者
文
残
。
曽
未
レ
説
故
。
二
者
義
残
。
前
雖
二
已
説
一、
義
猶
未
レ
尽
。
す
な
わ
ち
、
第
十
の
勝
妙
力
無
上
に
は
、
法
力
と
修
行
力
の
二
種
が
あ
り
、
分
別
功
徳
品
以
下
に
説
か
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
『
法
華
文
句
記
』
巻
九
下
（
大
正
三
四
・
三
二
頁
中
）
で
も
「
十
勝
妙
力
無
上
、
指
二
下
諸
品
一、
為
二
余
残
修
多
羅
一。
当
レ
知
、
論
意
指
二
分
別
品
去
一、
為
二
余
残
修
多
羅
一。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
『
法
華
玄
賛
』
以
前
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
法
華
経
疏
』
（
大
正
八
五
・
一
八
一
頁
下
～
一
八
二
頁
上
）
に
も
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
法
華
経
疏
』
に
つ
い
て
は
、
［
金
二
〇
一
二
］
、
［
平
井
一
九
一
］
参
照
。
た
だ
し
、
『
法
華
玄
賛
』
が
、
修
行
力
の
な
か
に
持
力
を
摂
め
、
教
化
衆
生
行
苦
行
力
を
加
え
て
七
力
と
す
る
の
は
、
独
特
な
解
釈
で
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
余
談
で
は
あ
る
が
、
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薬
草
喩
品
の
校
訂
の
「
上
残
」
と
は
、
『
法
華
玄
賛
』
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
七
喩
・
三
平
等
の
残
り
と
い
う
意
§
5
味
で
あ
り
、
十
無
上
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
文
残
」
・
「
義
残
」
と
い
っ
た
語
彙
は
、
『
守
護
国
界
章
』
巻
中
之
下
（
伝
全
二
・
四
七
三
頁
）
で
、
最
澄
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
、
「
文
科
」
・
「
義
科
」
と
い
う
語
彙
と
も
に
、
当
該
の
議
論
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
法
華
論
科
文
』
に
は
、
持
力
に
関
す
る
直
接
的
な
言
及
は
な
い
が
、
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
は
、
持
力
は
法
師
品
・
安
楽
行
品
・
勧
持
品
に
示
さ
れ
る
と
い
う
記
述
を
反
映
し
て
、
こ
れ
ら
の
三
品
に
は
、
勝
妙
力
無
上
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
法
師
品
、
勧
持
品
、
安
楽
行
品
の
解
説
を
参
照
。
§
10
§
13
§
14
随
喜
功
徳
品
随
喜
功
徳
品
§
18
【
本
文
】
随
喜
功
徳
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
四
聞
法
門
。
如
二
随
喜
品
所
一
レ
説
、
応
レ
知
。
【
訓
読
】
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随
喜
功
徳
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
四
に
は
聞
法
門
な
り
。
随
喜
品
に
説
く
所
の
如
し
と
、
応
に
知
る
べ
し
。
(
)109
【
註
釈
】
(
)
四
に
は
聞
法
門
な
り
。
随
喜
品
に
説
く
所
の
如
し
と
、
応
に
知
る
べ
し
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
一
〇
頁
109
上
）
。
【
解
説
】
随
喜
功
徳
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
法
力
の
う
ち
第
四
の
聞
法
門
が
説
か
れ
る
。
法
師
功
徳
品
法
師
功
徳
品
§
19
【
本
文
】
法
師
功
徳
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
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常
精
進
菩
薩
品
中
一
法
門
者
、
謂
読
誦
・
解
説
・
書
写
等
、
得
二
六
根
清
浄
一。
如
二
経
「
若
善
男
子
、
善
女
人
、
受
持
法
華
経
、
若
読
、
若
誦
、
若
解
説
、
若
書
写
、
是
人
当
得
八
百
眼
功
徳
」
、
次
第
乃
至
、
「
得
千
二
百
億
功
徳
」
故
一。
此
得
二
六
根
清
浄
一
者
、
謂
諸
凡
夫
、
以
二
経
力
一
故
、
得
二
勝
根
用
一。
未
レ
入
二
初
地
菩
薩
正
位
一。
此
義
応
レ
知
。
如
二
経
「
以
父
母
所
生
清
浄
肉
眼
、
見
于
三
千
大
千
世
界
」
、
如
レ
是
等
故
一。
又
六
根
清
浄
者
、
於
二
一
根
中
一、
悉
能
具
二―
足
見
レ
色
、
聞
レ
声
、
弁
二
香
味
、
覚
レ
触
、
知
レ
法
、
諸
根
互
用
一。
此
義
応
レ
知
。
眼
所
レ
見
者
、
聞
レ
香
能
知
。
如
二
経
「
釈
提
桓
因
、
在
勝
殿
上
、
五
欲
娯
楽
」
、
乃
至
「
説
法
」
故
一。
聞
レ
香
知
者
、
此
是
知
レ
境
。
以
二
鼻
根
知
一。
【
訓
読
】
法
師
功
徳
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
常
精
進
菩
薩
品
の
中
の
一
法
門
と
は
、
謂
く
読
誦
・
解
説
・
書
写
等
も
て
、
六
根
清
浄
を
得
。
経
の
「
若
善
男
子
、
善
女
人
、
受
持
法
華
経
、
若
読
、
若
誦
、
若
解
説
、
若
書
写
、
是
人
当
得
八
百
眼
功
徳
」
よ
り
、
次
第
し
て
乃
至
、
「
得
千
二
百
億
功
徳
」
と
あ
る
が
故
の
如
し
。
此
の
六
根
清
浄
を
得
と
は
、
謂
く
諸
の
凡
夫
、
経
力
を
以
て
の
故
に
、
勝
根
の
用
を
得
。
未
だ
初
地
の
菩
薩
の
正
位
に
入
ら
ず
。
此
の
義
応
に
知
る
べ
し
。
経
の
「
以
父
母
所
生
清
浄
肉
眼
、
見
于
三
千
大
千
世
界
」
、
是
の
如
き
等
の
故
の
如
し
。
又
六
根
清
浄
と
は
、
一
の
根
中
に
於
い
て
、
悉
く
能
く
色
を
見
、
声
を
聞
き
、
香
味
を
弁
じ
、
触
を
覚
し
、
法
を
知
り
、
諸
根
の
互
用
を
具
足
す
。
此
の
義
応
に
知
る
べ
し
。
眼
の
見
る
所
は
、
香
を
聞
ぎ
て
能
く
知
る
。
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経
の
「
釈
提
桓
因
、
在
勝
殿
上
、
五
欲
娯
楽
」
よ
り
、
乃
至
「
説
法
」
ま
で
の
故
の
如
し
。
香
を
聞
ぎ
て
知
る
と
は
、
此
れ
は
是
れ
知
の
境
な
り
。
鼻
根
を
以
て
知
る
。
(
)110
【
註
釈
】
(
)
常
精
進
菩
薩
品
の
中
の
一
法
門
と
は
、
～
鼻
根
を
以
て
知
る
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
一
〇
頁
上
）
。
110【
解
説
】
法
師
功
徳
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
法
力
の
う
ち
第
五
の
読
誦
持
説
門
が
説
か
れ
る
。
常
不
軽
菩
薩
品
常
不
軽
菩
薩
品
§
20
【
本
文
】
常
不
軽
菩
薩
品
。
有
レ
平
、
無
レ
喩
、
無
レ
上
。
菩
薩
記
者
、
如
二
下
不
軽
菩
薩
品
中
示
現
一、
応
レ
知
。
礼
拝
讃
歎
、
作
二
如
レ
是
言
一。
「
我
不
軽
汝
等
。
皆
当
得
作
仏
」
者
、
示
三―
現
衆
生
皆
有
二
仏
性
一
故
。
言
二
声
聞
人
得
一
レ
授
者
、
声
聞
有
二
四
種
一。
一
者
決
定
声
聞
、
二
者
増
上
慢
声
聞
、
三
者
退
発
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菩
提
心
声
聞
、
四
者
応
化
声
聞
。
二
種
声
聞
、
如
来
授
記
。
謂
応
化
者
、
退
已
還
発
二
菩
提
心
一
者
。
若
決
定
者
、
増
上
慢
者
、
二
種
声
聞
、
根
未
レ
熟
故
、
不
レ
与
二
授
記
一。
菩
薩
与
二
授
記
一
者
、
方
便
令
レ
発
二
菩
提
心
一
故
。
【
訓
読
】
常
不
軽
菩
薩
品
。
平
有
り
、
喩
無
く
、
上
無
し
。
菩
薩
の
記
と
は
、
下
の
不
軽
菩
薩
品
の
中
に
示
現
す
る
が
如
く
、
応
に
知
る
べ
し
。
礼
拝
讃
歎
し
、
是
の
如
き
言
を
作
す
。
「
我
不
軽
汝
等
。
皆
当
得
作
仏
」
と
は
、
衆
生
に
皆
仏
性
有
る
こ
と
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
声
聞
人
に
授
く
る
こ
と
を
得
と
言
う
は
、
声
聞
に
四
種
有
り
。
一
に
は
決
定
声
聞
、
二
に
は
増
上
慢
声
聞
、
三
に
は
退
発
菩
提
心
声
聞
、
四
に
は
応
化
声
聞
な
り
。
二
種
の
声
聞
に
は
、
如
来
授
記
す
。
謂
く
応
化
の
者
と
、
退
し
已
り
て
還
た
菩
提
心
を
発
す
者
な
り
。
若
し
は
決
定
の
者
と
、
増
上
慢
の
者
の
、
二
種
の
声
聞
は
、
根
の
未
だ
熟
せ
ざ
る
が
故
に
、
授
記
を
与
え
ず
。
菩
薩
の
授
記
を
与
う
る
は
、
方
便
も
て
菩
提
心
を
発
さ
し
む
る
が
故
な
り
。
(
)111
【
註
釈
】
(
)
菩
薩
の
記
と
は
、
～
方
便
も
て
菩
提
心
を
発
さ
し
む
る
が
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
九
頁
上
）
に
111
は
、
乗
平
等
の
記
述
と
し
て
、
常
不
軽
菩
薩
に
よ
る
授
記
（
常
不
軽
菩
薩
品
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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【
解
説
】
常
不
軽
菩
薩
品
で
は
、
三
平
等
の
う
ち
第
一
の
乗
平
等
が
説
か
れ
る
。
如
来
神
力
品
如
来
神
力
品
§
21
【
本
文
】
神
力
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
修
行
力
者
、
五
門
示
現
。
一
者
説
力
、
二
者
行
苦
行
力
、
三
者
護
衆
生
諸
難
力
、
四
者
功
徳
勝
力
、
五
者
護
法
力
。
説
力
者
、
為
二
三
法
門
一、
神
力
品
示
現
。
一
者
出
二
広
長
舌
一。
令
二
憶
念
一
故
。
二
者
謂
磬
咳
声
説
レ
偈
。
令
レ
聞
故
。
令
三
聞
レ
声
已
、
如
実
修
行
、
不
二
放
逸
一
故
。
三
者
弾
指
覚
二―
悟
衆
生
一。
令
三
修
行
者
得
二
覚
悟
一
故
。
【
訓
読
】
神
力
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
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修
行
力
と
は
、
五
門
も
て
示
現
す
。
一
に
は
説
力
、
二
に
は
行
苦
行
力
、
三
に
は
護
衆
生
諸
難
力
、
四
に
は
功
徳
勝
力
、
五
に
は
護
法
力
。
説
力
と
は
、
三
法
門
を
為
し
て
、
神
力
品
に
示
現
す
。
一
に
は
広
長
舌
を
出
す
。
憶
念
せ
し
め
ん
が
故
な
り
。
二
に
は
謂
く
磬
咳
声
も
て
偈
を
説
く
。
聞
か
し
め
ん
が
故
な
り
。
声
を
聞
き
已
り
て
、
如
実
に
修
行
し
て
、
放
逸
な
ら
ざ
し
め
ん
が
故
な
り
。
三
に
は
弾
指
し
て
衆
生
を
覚
悟
す
。
修
行
者
を
し
て
覚
悟
を
得
し
め
ん
が
故
な
り
。
(
)112
【
註
釈
】
(
)
修
行
力
と
は
、
五
門
も
て
示
現
す
。
～
修
行
者
を
し
て
覚
悟
を
得
し
め
ん
が
故
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
112
六
・
一
〇
頁
上
中
）
。
【
解
説
】
（
如
来
）
神
力
品
以
降
の
各
品
で
は
、
説
力
・
行
苦
行
力
・
護
衆
生
諸
難
力
・
功
徳
勝
力
・
護
法
力
の
五
つ
の
修
行
力
が
説
か
れ
る
。
（
如
来
）
神
力
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
修
行
力
の
う
ち
第
一
の
説
力
が
説
か
れ
る
。
嘱
累
品
嘱
累
品
§
22
- 355 -
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
（
武
本
）
【
本
文
】
嘱
累
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
護
法
力
者
、
説
二
此
品
一。
【
訓
読
】
嘱
累
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
護
法
力
は
、
此
の
品
に
説
く
。
(
)113
【
註
釈
】
(
)
護
法
力
は
、
此
の
品
に
説
く
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
一
〇
頁
中
）
。
113【
解
説
】
嘱
累
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
修
行
力
の
う
ち
第
五
の
護
法
力
が
説
か
れ
る
。
- 356 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
薬
王
菩
薩
本
事
品
薬
王
菩
薩
本
事
品
§
23
【
本
文
】
薬
王
菩
薩
本
事
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
行
苦
行
力
者
、
薬
王
菩
薩
品
示
現
。
【
訓
読
】
薬
王
菩
薩
本
事
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
行
苦
行
力
は
、
薬
王
菩
薩
品
に
示
現
す
。
(
)114
【
註
釈
】
(
)
行
苦
行
力
は
、
薬
王
菩
薩
品
に
示
現
す
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
一
〇
頁
中
）
。
114【
解
説
】
- 357 -
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
（
武
本
）
薬
王
菩
薩
本
事
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
修
行
力
の
う
ち
第
二
の
行
苦
行
力
が
説
か
れ
る
。
妙
音
菩
薩
品
妙
音
菩
薩
品
§
24
【
本
文
】
妙
音
菩
薩
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
又
行
苦
行
力
者
、
妙
音
菩
薩
品
示
現
。
【
訓
読
】
妙
音
菩
薩
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
又
行
苦
行
力
は
、
妙
音
菩
薩
品
に
示
現
す
。
(
)115
【
註
釈
】
- 358 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
(
)
又
行
苦
行
力
は
、
妙
音
菩
薩
品
に
示
現
す
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
一
〇
頁
中
）
。
115【
解
説
】
妙
音
菩
薩
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
修
行
力
の
う
ち
第
二
の
行
苦
行
力
が
説
か
れ
る
。
観
世
音
菩
薩
普
門
品
観
世
音
菩
薩
普
門
品
§
25
【
本
文
】
観
世
音
菩
薩
普
門
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
教
二―
化
衆
生
一
故
。
護
衆
生
諸
難
力
者
、
観
世
自
在
菩
薩
品
。
又
言
二
「
受
持
観
世
自
在
菩
薩
名
号
、
若
人
受
持
六
十
二
億
恒
河
沙
等
諸
仏
名
号
、
福
徳
等
一
」
者
、
有
二
種
義
一。
一
者
信
力
故
。
二
者
畢
竟
知
故
。
信
力
者
、
有
二
種
一。
一
者
、
我
身
如
二
彼
観
世
自
在
一
無
レ
異
、
畢
竟
信
故
。
二
、
謂
於
レ
彼
生
二
恭
敬
心
一、
如
二
彼
功
徳
一、
我
亦
如
レ
是
畢
竟
得
故
。
畢
竟
知
者
、
謂
能
決
定
知
二
法
界
一
故
。
言
二
法
界
一
者
、
名
為
二
法
性
一。
彼
法
性
者
、
名
為
二
一
切
諸
仏
菩
薩
平
等
法
身
一。
平
等
身
者
、
真
如
法
身
。
初
地
菩
薩
、
為
二
能
証
入
一。
是
故
、
受
二―
持
六
十
二
億
恒
河
沙
等
諸
仏
名
号
一、
有
能
受
二―
持
観
世
自
在
菩
薩
名
号
一、
所
レ
得
功
徳
無
差
別
。
- 359 -
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
（
武
本
）
【
訓
読
】
観
世
音
菩
薩
普
門
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
衆
生
を
教
化
す
る
が
故
な
り
。
護
衆
生
諸
難
力
は
、
観
世
自
在
菩
薩
品
に
あ
り
。
又
「
受
持
観
世
自
在
菩
薩
名
号
、
若
人
受
持
六
十
二
億
恒
河
沙
等
諸
仏
名
号
、
福
徳
等
」
と
言
う
は
、
二
種
の
義
有
り
。
一
に
は
信
力
の
故
な
り
。
二
に
は
畢
竟
知
の
故
な
り
。
信
力
に
は
、
二
種
有
り
。
一
に
は
、
我
が
身
の
彼
の
観
世
自
在
の
如
く
し
て
異
な
り
無
し
と
、
畢
竟
じ
て
信
ず
る
が
故
な
り
。
二
に
は
、
謂
く
彼
に
於
い
て
恭
敬
心
を
生
ず
る
こ
と
、
彼
の
功
徳
の
如
く
し
て
、
我
れ
も
亦
た
是
の
如
く
畢
竟
じ
て
得
る
が
故
な
り
。
畢
竟
知
と
は
、
謂
く
能
く
決
定
し
て
法
界
を
知
る
が
故
な
り
。
法
界
と
言
う
は
、
名
づ
け
て
法
性
と
為
す
。
彼
の
法
性
と
は
、
名
づ
け
て
一
切
諸
仏
菩
薩
の
平
等
法
身
と
為
す
。
平
等
身
と
は
、
真
如
法
身
な
り
。
初
地
の
菩
薩
は
、
能
く
証
入
す
る
と
為
す
。
是
の
故
に
、
六
十
二
億
恒
河
沙
等
の
諸
仏
の
名
号
を
受
持
す
る
こ
と
、
有
る
が
能
く
観
世
自
在
菩
薩
の
名
号
を
受
持
す
る
こ
と
は
、
得
る
所
の
功
徳
無
差
別
な
り
。
(
)116
【
註
釈
】
(
)
護
衆
生
諸
難
力
は
、
観
世
自
在
菩
薩
品
に
あ
り
。
～
得
る
所
の
功
徳
無
差
別
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
116
六
・
一
〇
頁
中
）
。
- 360 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
【
解
説
】
観
世
音
菩
薩
普
門
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
修
行
力
の
う
ち
第
三
の
護
衆
生
諸
難
力
が
説
か
れ
る
。
陀
羅
尼
品
陀
羅
尼
品
§
26
【
本
文
】
陀
羅
尼
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
護
衆
生
諸
難
力
、
示
二―
現
此
品
一。
【
訓
読
】
陀
羅
尼
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
護
衆
生
諸
難
力
は
、
此
の
品
に
示
現
す
。
(
)117
- 361 -
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
（
武
本
）
【
註
釈
】
(
)
護
衆
生
諸
難
力
は
、
此
の
品
に
示
現
す
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
一
〇
頁
中
）
。
117【
解
説
】
陀
羅
尼
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
修
行
力
の
う
ち
第
三
の
護
衆
生
諸
難
力
が
説
か
れ
る
。
妙
荘
厳
王
本
事
品
妙
荘
厳
王
本
事
品
§
27
【
本
文
】
妙
荘
厳
王
本
事
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
功
徳
勝
力
者
、
妙
荘
厳
王
品
示
現
。
二
童
子
、
依
二
過
去
世
功
徳
善
根
一、
有
二
如
レ
是
力
一。
【
訓
読
】
無
喩
、
無
平
、
有
上
。
功
徳
勝
力
は
、
妙
荘
厳
王
品
に
示
現
す
。
二
童
子
の
、
過
去
世
の
功
徳
善
根
に
依
り
て
、
是
の
如
き
力
有
り
。
(
)118
- 362 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
【
註
釈
】
(
)
功
徳
勝
力
は
、
妙
荘
厳
王
品
に
示
現
す
。
二
童
子
の
、
過
去
世
の
功
徳
善
根
に
依
り
て
、
是
の
如
き
力
有
り
『
法
118
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
一
〇
頁
中
）
。
【
解
説
】
妙
荘
厳
王
（
本
事
）
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
修
行
力
の
う
ち
第
四
の
功
徳
勝
力
が
説
か
れ
る
。
普
賢
菩
薩
勧
発
品
普
賢
菩
薩
勧
発
品
§
28
【
本
文
】
普
賢
菩
薩
勧
発
品
。
無
レ
喩
、
無
レ
平
、
有
レ
上
。
護
法
力
、
説
二
此
品
一
也
。
法
華
論
科
文
終
。
- 363 -
最
澄
鈔
『
法
華
論
科
文
』
訳
註
（
武
本
）
【
訓
読
】
普
賢
菩
薩
勧
発
品
。
喩
無
く
、
平
無
く
、
上
有
り
。
護
法
力
は
、
此
の
品
に
説
く
な
り
。
(
)119
法
華
論
科
文
終
り
。
【
註
釈
】
(
)
護
法
力
は
、
此
の
品
に
説
く
な
り
『
法
華
論
』
巻
下
（
大
正
二
六
・
一
〇
頁
中
）
。
119【
解
説
】
普
賢
菩
薩
勧
発
品
で
は
、
十
無
上
の
う
ち
第
十
の
勝
妙
力
無
上
、
修
行
力
の
う
ち
第
五
の
護
法
力
が
説
か
れ
る
。
